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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







序章　　この世ならざる騎士

第一章　契約相手は麗しの

第二章　町娘は王宮へ

第三章　偽りを秘ひめて百合は咲き

第四章　あなたと紅茶と企みと

第五章　王子の主は私です

終章　　誓いは恋か、契約か




　あとがき
















[image: 序章　この世ならざる騎士]




「…………騎き士し？」

　最初に彼を見た時、リリーシャは騎士という言葉を連想した。

　艶つややかな黒い髪かみに、軽くうつむいた白はく皙せきの顔がん貌ぼう。片かた膝ひざをつき跪ひざまずくその姿は、守るべき主あるじに絶対の忠誠を捧ささげる、物語に謳うたわれる理想の騎士のようで。

　この世の人間とは思えない、現実離ばなれした美貌を誇ほこった青年だった。

（私、幻まぼろしでも見ているのかしら？）

　信じられないのは、彼の美しさだけが理由ではない。

　リリーシャが行ったのは、異界より契けい約やく獣じゆう──牙きばや翼つばさを備えた異形を呼び出す召しよう喚かん術だ。

「どうして人間が……？　あなた、誰だれなの？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。すると青年のまぶたが持ち上がり、紫水晶アメジストの瞳ひとみがリリーシャを射た。

　鋭するどくも透すきとおった光に、全身を貫つらぬくような衝しよう撃げきが走る。

　震ふるえるような、恐おそろしいような、でもどうしようもなく心こころ惹ひかれる想おもいを感じ。

　───────高鳴った鼓こ動どうは、きっとリリーシャの運命が回りだした音だったのだ。
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　その日、給仕娘むすめのリリーシャはとても忙いそがしかった。

「リリーシャ、ここにある皿、全部客席へ運んでおいておくれ!!」

「わかりましたっ!!」

　店内の喧けん騒そうに負けないよう、リリーシャは大きな声で女将おかみさんへと叫さけび返した。

　王都の片かた隅すみにある食堂『踊おどる子こ羊ひつじ亭てい』は、手て頃ごろな価格で味も良いと評判の人気店だ。

　昼飯時には混雑を極きわめ、談だん笑しようの声と食器の触ふれ合う音が響ひびき騒そう々ぞうしい。

　リリーシャは客たちの邪じや魔まをしないよう、器用にテーブルの間をすりぬけていった。

「お待たせいたしました！　ご注文の品、全すべてお持ちしました」

「あぁ、ありがと…………ってえぇっ!?」

　笑え顔がおで話しかけたリリーシャへ、中年の男性客が野太い叫び声をあげた。

　男の視線の先にあるのは、皿、皿、皿、皿、皿…………料理の載のった、大量の皿。

　男とその同席者五人分の料理を、リリーシャがたった一人で運んできたのだった。

「お嬢じようちゃんそれ、一度にそんなに持って大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

「ご心配ありがとうございます。でも、早くしないと冷めちゃいますから」

「へぇ、それはありがたいが、まだ若いだろうにすごいねぇ」

　男は感心しつつ、じっとリリーシャの働く姿を観察した。

　テーブルへと配はい膳ぜんを始めたリリーシャは、清潔な印象のエプロンドレス姿だ。潑はつ剌らつとした表情に、まだ幼さの抜ぬけきらない丸い頰ほお。明るい緑の瞳が若葉を思わせ、茶色の髪が後頭部で括くくられ揺ゆれている。料理を並べる手つきは慣れたもので、素す早ばやくもとても丁てい寧ねいな動きだった。

「お嬢ちゃんは、ずっとここで給仕をしているのかい？」

「はい。女将さんには、昔からとても良くしてもらっていますから」

「あんたみたいな働き者がいてくれて、女将も助かるだろうな」

「私なんて、女将さんに比べたらまだまだですよ」

「いや、そんなことはないさ。よく動いて気立てもいいし、うちの馬ば鹿か息むす子この嫁よめに欲しいくらいだよ」

「嫁に…………？」

　男の何気ない一言に、ピシリとリリーシャの笑顔が固まった。

「おや、どうしたんだい？」

「いえ、何でもありません。お料理が冷めてしまいますし、どうぞ召めし上がって────」

「やぁ諸君、食事中に失礼するぞ!!」

　リリーシャの言葉を遮さえぎるように、食堂の入り口が掛かけ声とともに開かれた。

（うげっ、またこの人!?）

　声の主を見て、リリーシャは内心で悪態をついた。

　食堂に入ってきたのは、薔ば薇らの花束を抱かかえた金きん髪ぱつの美しい青年だ。光こう沢たくのある上等な貴族服の装いと大輪の赤薔薇の組み合わせは、あきらかに王都片隅の食堂では浮ういていた。

　食堂が場ば違ちがいな闖ちん入にゆう者にざわめく中、当の青年は室内を見回している。青年はリリーシャの姿を見つけると、大おお股またで歩み寄り満面の笑みを浮かべた。

「リリーシャ、今日の君も美しいね。可か憐れんで愛らしい君。そんな君を、僕は独どく占せんしたい。幸せにしたい。だから、────結けつ婚こん、してくれないかな？」

　甘い囁ささやきと共に、花束がリリーシャへと差し出される。

　求婚者を前にしたリリーシャは相手に気づかれないよう、ゴクリと生なま唾つばを飲み下した。

（せ、千五百……ううん、違う。この花束、軽く二千マルツはするよね……？）

　リリーシャが見つめるのは青年の顔ではなく、彼が差し出した真しん紅くの花束だ。

　紅玉ルビーで染め上げたような花弁と匂におい立つ香かおりは、極めて上質な薔薇の証あかしである。

（も、もったいない!!　これさえあれば、私が一年間食べ歩いてもお釣つりがくる!!　家の屋根も修理できるし、冬用の毛布だって買えるし、なんでもできるじゃないっ!!）

　文字通り、バラ色の妄もう想そうを頭から振ふり払はらいつつ、リリーシャは現実へと意識を戻もどした。

　距きよ離りを詰つめてきた青年から素早く身を引き、お客様向けの笑みを浮かべる。

「申し訳ありませんが、私は勤務中ですので、求婚はお受けできません。お食事をする予定が無いなら、店から出て行っていただけないでしょうか？」

「給仕の仕事？　そんなもの、意味がないだろ？　この僕と結婚すれば、君に不自由はさせない。こんな薄うす汚ぎたない食堂で、わざわざ働く必要なんてなくなるんだよ？」

「………………」

　職場への侮ぶ蔑べつに、こめかみがひきつりかける。

　今は仕事中、仕事中。いくら腹が立っても、感情のままに反論してはダメ。

　そう脳内で唱えて感情を抑おさえつつ、リリーシャは笑顔で青年に応対した。

「私はこの食堂が好きだし、働くことも好きです。仕事がありますので、失礼しますね」

　めげない青年にはっきりと拒きよ絶ぜつの意を伝え、背を向ける。

「どこへいくんだい、待ちたまえ」

　青年の手が伸のびてきたが、体を傾かたむけて回かい避ひする。

　そのまま青年を無視して歩き始めると、苛いら立だった気配が背中へと迫せまった。

「このっ…………!!」

　追ってきた青年を振り切り、厨ちゆう房ぼうへかけこむ。勢い良く扉とびらを閉め、女将さんへと声をかけた。

「すみませーん!!『お客様』が来ちゃったので、私、厨房にまわりますね」

「あいよ──!!　お疲つかれさまっ!!　にしても、あいつらも懲こりないねぇ。今月に入って、もう十回目くらいじゃないかい？」

「十二回目です……迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳ないです……………」

　正確な回数を自己申しん告こくし、しょんぼりとうなだれる。

　とある事情を持つリリーシャは、結婚が許可される16歳となったここ三カ月ほど、多くの求婚者達に悩なやまされていた。彼らは皆みな金持ちであったり、優すぐれた容姿の持ち主だったが、リリーシャの気持ちを無視し職場にまでやってきて、迷惑なことこの上なかった。

「気にすることはないさ。悪いのは勝手に押しかけてくるあいつらだし、今あんたに抜けられたら、うちは仕事が回らなくなっちゃうからねぇ。ほら、あっちに今日使う用のパイ生き地じが用意してあるから、よーく生地を延ばして肉にく詰づめパイを作っておくれ」

「わかりました。ありがとうございます……………」

　リリーシャはトボトボと女将さんのもとを離はなれると、パイ生地の入った器うつわを手に取った。

　木製のまな板を敷しき、生地をしっかりと握にぎりこむ。

　小さく息を吸い、右手を威い勢せいよく振りかぶった。

（滅ほろべっ!!　自信過か剰じような勘かん違ちがい男なんて、皆みんな滅んでしまええええっ!!）

　心の叫びと共に、勢いよく生地を叩たたきつける。

　衝しよう撃げきで薄うすく延びた生地を丸め、握りつぶす勢いでこねまくり、再びまな板へと叩きつける。

　鬱うつ屈くつをぶつけ、ひたすらに無言で生地をこね続けるリリーシャの姿を、女将さんは生暖かい目で見守っていたのだった。
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「はぁ、料理はいいわね。スッキリした………」

　料理中は求婚者に煩わずらわされることも無く、出来上がった料理は客の胃い袋ぶくろを満たす。

　晴れやかな気持ちで仕事を終え、軽かろやかに店の扉を開く。しかし大通りへと足を踏ふみ出したところで、リリーシャの笑顔はたちまち消え去ることとなった。

（うわぁ…………まだいるよ………………）

　待ち構えていた求婚者の青年に、盛大に顔をしかめる。

「お疲れ様。仕事が終わったのなら、僕に時間をくれないかな？」

「すみません。急いでいるので失礼しますね」

「なんだい君、つれないなぁ。さっきはあれほど笑いかけてくれたじゃないか」

「あの時は仕事中でしたから」

「今は違うだろう？　それなら、僕を断る理由はないだろ？」

　ああ言えばこう言う。

　へらへらと笑う青年にため息をつくと、刻みつけるように言葉を放つ。

「何度も言ってるけど、あなたに対する好意は全く無いし、求婚を受け入れる気も無いわ。勘違いでこれ以上つきまとうなら、不ふ審しん者として守備兵に相談するわよ？」

「……なんだと？　この僕が、わざわざ足を運んでやってるのに、それを、迷惑だと…………？」

　青年の低く険を孕はらんだ声に道行く人が足を止め、遠巻きに様子をうかがいはじめる。

　青年は周囲の変化に気づかないまま、リリーシャの肩かたを荒あら々あらしくつかみがなり立てた。

「優やさしくしてやれば思い上がりやがって!!　おまえのような貧びん乏ぼう人に、この僕が求婚してやってるんだぞ!?」

「あなたがどれだけお金持ちでも関係ないわ。仕事の邪じや魔まだし、私はあなたが嫌きらいよ」

「このっ……!!　馬ば鹿かにしやがって……!!」

　青年の頰が紅潮し、右手が拳こぶしの形へと握りこまれる。

（殴なぐられるっ!!）

　奥歯を嚙かみしめ、身構える。

　痛いのも殴られるのも嫌いやだが、ここは人通りの多い大通りだ。青年がリリーシャを殴れば、たくさんの目もく撃げき者がでる。青年がいくら金持ちとはいえ、全すべてをもみ消すことはできないはず。これ以上青年がリリーシャに付きまとうことも、女将おかみさんに迷惑をかけることも無くなる。

　覚かく悟ごを決め、拳を振り上げた青年を睨にらみつける。

　しかし予期していた痛みは訪おとずれず、かわりに青年が濁にごった叫さけび声をあげた。

「ぎゃっ!?」

　青年の肩の上で、青白い火花が踊おどっていた。

　慌あわてふためく青年の隙すきをつき逃のがれると、それを待っていたとばかりに、いくつもの火花が宙に生まれ、青年を取り囲むようにはじけ飛んだ。

「ひ、ひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　腰こしを抜ぬかしてへたり込んだ青年の上へと、長身の影かげがおちかかった。

「────汚きたない手で、リリーシャに触さわらないでもらえますか？」

　深く凍いてつくような、温度の無い声。

　声の主は銀の長ちよう髪はつを揺ゆらしつつ歩を進め、冷然と青年を見下ろした。

「…………アルフ!!」

　リリーシャの叫び声に、銀髪の男──アルフは僅わずかに目元を緩ゆるませた。

「遅おくれてすみません。どこか痛いとこや、肩以外に触られたとこは無いですか？　もしあるならその男を消し飛ばしますので、遠えん慮りよせずに教えてください」

「ひ、ひぃっ!?」

　アルフの冷たい瞳ひとみと、その右みぎ腕うでに宿る火花と雷かみなりを見た青年は、真っ青になり震ふるえだした。

「お、おまえ、《契けい約やく獣じゆう》だな!?　この忌いま忌ましい化け物がっ!!」

「失礼ね!!　確かにアルフは契約獣だけど、私の家族で、化け物なんかじゃないわ!!」

《家族》に対する侮ぶ辱じよくに、リリーシャが眉まゆを吊つり上げ反論する。しかし青年は既すでに逃にげ出しており、見る見る背中が小さくなっていった。

「もう、意い気く地じ無し!!　言いたいことだけ言って逃げるなんて最低よ!!」

「どうしますリリーシャ？　今なら間に合いますし、もう一発、大きい雷を食くらわせておきましょうか？」

　アルフは微笑ほほえんだまま、右腕の雷を激しくした。

　人当たりが良く穏おだやかな物もの腰ごしのアルフだが、リリーシャに対しては過保護気味。彼女を害そうとする者には、実力行使も躊躇ためらわない苛か烈れつな一面があった。

「……それはやめといて。あいつがけがしたら気分が悪いし、アルフも体が辛つらいでしょ」

　当初のリリーシャの目もく論ろ見みとは違ちがったが、これで暫しばらくはあの青年がつきまとってくることもないはずだ。

　────青年の言った通り、アルフは契約獣、人ならぬ存在だ。

　契約獣は、契約を結んだ魔術師の魔力を受け、超ちよう常じようの力を振ふるうことが出来る。

　アルフの正体は銀の毛並みを持つ巨きよ狼ろうであり、強力な雷を操あやつる異能を有しているのだった。

「リリーシャ、君があの三下求きゆう婚こん者を追い払はらおうとしていたのはわかりますが、殴られるのは感心しないですね。顔に傷がついたりでもしたら、私はナターシャ様に顔向けできませんよ」
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　アルフの長い指が、リリーシャの頰ほおの輪りん郭かくをなぞった。

　ナターシャ様。そうリリーシャの母親を呼んだアルフの声には、温ぬくもりと愛いとしさと、わずかばかりの感傷が滲にじんでいる。

　リリーシャは平へい凡ぼんな娘むすめだが、亡なくなった母親は魔術師で、アルフと契約を交かわしていた。

　母親は契約獣相手にも対等に接する変わり者の魔術師で、母親の影えい響きようを受けたリリーシャも、アルフのことを家族のように愛し暮らしているのだった。

「……ごめんなさい。殴られた時に体をズラして衝撃を逃がすつもりだったけど、助かったわ。あんなに強く断ったのに、まだ諦あきらめないなんて予想外だったから……」

　いくども訪ねてくる求婚者はいたが、あそこまで強ごう引いんなのは初めてだ。

　改めて青年の態度を思い出すと、むかむかと腹が立ってしかたなかった。

「ほんっと失礼よね。あんな迫せまられ方したら、たとえ好みの相手でも嫌いになるにきまってるわ」

「……今日来た求婚者は、リリーシャの好みだったんですか？」

　アルフの声は僅かに冷え込んでいたが、リリーシャはそれに気づかないまま首を振った。

「まさか、そんなのありえないわよ!!　あんな金目当ての人間、どれだけ口説かれようが、好きになるわけないじゃない」

　リリーシャに迫る数多あまたの求婚者たち。彼らの目的はリリーシャではなく、強力な契約獣であるアルフにある。

　アルフはリリーシャの母親亡き後、誰だれとも契約を結んでいないが、それでもいくらかの火花や雷を操ることが出来る程ほどの、大きな潜せん在ざい力を秘ひめている。

　本来、主あるじを持たない契約獣は弱体化が著いちじるしいものだ。それゆえ契約獣は人より下の存在と考えられ、「もの」同然に扱あつかわれることがほとんどだった。

　強力な契約獣は極きわめて高値で取り引きされるもの。そしてヴァルトシュタイン王国において、婚前の妻の財産は、夫のものとなることが通例だ。

　リリーシャと結婚しアルフを売り払えば、それこそ今日青年が持ってきた花束とは比ひ較かくにならないほどの、莫ばく大だいな金貨が転がり込んでくるのである。

（だからって、アルフはアルフよ。生活に困ってるわけでもないのに、お金のために家族を売るなんて、そんなのありえないでしょ）

　契約獣のアルフは人間と同じように働くことは出来なかったが、家で写本の内職を行い、家計を支えてくれている。リリーシャの賃仕事と合わせれば、多少貧乏でも食うに困ることは無い。求婚者の件を除けば、日々の暮らしに大きな不満は無かったのだが────

（でも、もし私に魔術師の才能があれば、求婚者たちに悩なやまされることもないのになぁ）

　魔術の才は、血筋による部分が大きい。ヴァルトシュタイン王国の貴族たちの多くは魔術師の血筋だが、平民の魔術師は数が少なかった。一人前の魔術師であれば、リリーシャのような肉親のいない小こ娘むすめでも舐なめられることはない。

（アルフに苦労をかけることも無いし、女将さんに恩返しもできるのになぁ。お母さんは立派な魔術師だったのに、どうして私には才能が無いんだろう）

　こっそりとため息をつき、胸むな元もとにさげたペンダントを握にぎりしめる。丸い緑色の石を吊るしたペンダントは、六年前に亡くなった母親の形見だ。幼いころは魔術師を目指し修しゆ行ぎようしていたリリーシャだったが、一向に芽が出ず諦めるしかなかった。母親の魔術書は売り払って生活費にしてしまったため、今となっては唯ゆい一いつこのペンダントだけが母親を偲しのぶ拠より所だった。

「リリーシャどうしたんです？　ひょっとしてどこか痛むのですか？　だったらさっきの男を追いかけて────」

「何でもないわ。それにアルフの方こそ大だい丈じよう夫ぶ？　書き上げた写本を届ける途と中ちゆうだったんじゃない？　私ももうすぐ次の賃仕事だし、悪いけどそろそろ行かせてもらうわね」

　誤魔化すと、リリーシャはアルフへと背を向けた。

（…………まぁ、才能が無いのはどうしようもないから、仕方ないわよね）

　無いものねだりは時間の無む駄だ。悩む時間があるなら、手を動かし働いた方が百倍マシだ。

　リリーシャは気分を切り替かえると、賃仕事の職場へと足を速めたのだったが────
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「滅ほろべ!!　勘かん違ちがい男の毛根なんて滅んじゃえ!!　全部滅びてハゲになれっ!!」

　木こ漏もれ日さす森の中、リリーシャの絶ぜつ叫きようが木霊こだまする。

　────賃仕事先である雑貨屋で待っていたのは、無む慈じ悲ひな、「クビ」の二文字だった。

　店番中もリリーシャにつきまとう求婚者達に、雇やとい主が耐たえかねたのだ。

「クビにしたくなるのもわかるけど、いきなり当日に解かい雇こ宣言は無いわよ!!　あらかじめ言っておいてくれてれば別の賃仕事を探せたのに、今月の生活費、ほんとどうしよう……」

　肩かたを落としたリリーシャは、獣道をトボトボと進んだ。

　あれから一度家に帰って蓄たくわえていた硬こう貨かを数えたところ、残金はあまりにも心こころ許もとなかった。

　リリーシャ一人なら、多少の粗そ食しよくは耐えられる。だがアルフは契約獣としての体質上毎日肉を食べる必要があり、どうしても食費がかさんでしまった。

　空いた時間を利用し森に薬草採取に来てみたが、先行きを思うと頭が痛い。

　どんよりと歩いていると、その前方で草むらが揺れ、金茶の毛玉が飛び出してきた。

「ニノ!!」

　現れたのは、四本の足と大きな耳を持った小こ柄がらな姿。アルフと同じく、リリーシャの母親と契約していた契約獣だ。姿かたちは狐きつねに似るが、大きさは一回り小さい。ニノはリリーシャの肩に飛び乗ると、フワフワとした二ふた股またの尾おを振りつつ、口にくわえた薬草を揺らした。

「早かったわね、ニノ。もう薬草を見つけてくれたの？」

「ちぃ、ちぃきゅい？」

　僕偉えらいでしょ？　とでも言いたげなニノの頭を、柔やわらかく指の腹で撫なでてやる。

　気持ちよさそうに目を細めるニノは言葉こそしゃべれないものの、知能はかなり高い。ニノがいれば、貴重な薬草を見つけることができる。陽ひが傾かたむく頃ころには、リリーシャの抱かかえた籠かごは山盛りの薬草で満たされていたのだった。

「ふぅ、これだけ取れば、数日分の食費にはなるかしら……ってニノ、一体どうしたの？」

　ニノはリリーシャの背後を向き、じっと森の彼方かなたを見つめていた。

　最初は、遠くの鳥か何かを見ていたのかと思ったが、それにしては様子がおかしい。

　金茶の毛が逆立ち、動きを止めた大きな尾が、ぶわりとふくらみ直立する。

　警けい戒かい心しんをむき出しにした様子のニノに、リリーシャも息を潜ひそめた。

　────何か。何かが、そこに、いる。

　不安に襲おそわれたリリーシャは縋すがるように胸元のペンダントを握りこむと、ニノと共に森の向こうへと目を凝こらした。

　しばらくは何も見えなかったが、やがて枝葉の向こうに、緑とは異なる色しき彩さいを発見する。

（人……？　六、七、八……全部で男が十人前後、それに剣けんを持ってる……？）

　視線の先の彼らが動くたび、光を反射する細長い物体が揺ゆれた。

　まだ距きよ離りがあり、木の幹に隠かくれたリリーシャに気づいてはいないようだが、男たちはどこか殺気だった気配を振りまいている。

　森には不ふ審しん者を取り締しまるため、武装した警備隊の巡じゆん回かいがあるが、男たちの服装はバラバラで、とても警備隊には見えなかった。

　怪あやしい人間とは、関かかわり合いにならないのが一番だ。

　男たちと行き合わないよう、慎しん重ちように反対方向へと歩き出す。

　しかし運悪く足元の小枝を踏ふみ折り、乾かわいた音をたててしまった。

（しまった!!）

　決して大きな音ではなかったが、殺気だった男達の注意を惹ひくには十分だ。

　リリーシャは素す早ばやく身をひるがえすと、抱えていた籠を投げ捨て駆かけだした。

（もったいないけど仕方ない!!　さよなら私の薬草たち!!）

　薬草の入った籠を泣く泣く手放し、身軽になって森を走る。

　無我夢中になって逃にげまわっていると、ふいにニノが肩から飛び降り、前方へと勢いよく跳ちよう躍やくした。

「ぐぁっ!!」

　大木の裏で待ち伏ぶせていた男に、ニノの小さな体が飛びかかる。

　鼻頭をかまれた男は痛みに叫さけびつつ、手に持った剣をでたらめに振ふり回した。

「きゃっ!!」

　すぐ目の前を、勢いよく鋼の風が通り過ぎる。

　プツリと何かが切れる音を聞いた気もしたが、幸い体に痛みはない。

　再び走りだすも、いつしか息があがり、足がもつれ始める。

　森歩きに慣れているとはいえ、リリーシャはただの少女。対して追っ手は、頑がん健けんな肉体を持つ男達の集団だ。

（追いかけっこを続けるのは厳しいかな……）

　リリーシャはあたりを見回すと、大木の洞ほらへと身を滑すべり込ませた。体を縮こまらせ、息を殺し、周囲の気配に耳を澄すませる。

「おい、そっちにいたか!?」

「こっちにはいないぞ、あれが獲え物もので間ま違ちがいないんだな!?」

　男たちの怒ど鳴なり声が、いくつもの方角から聞こえてきた。彼らはリリーシャを見つけるべく、手分けして森の中を探しているらしい。

「あぁ、茶色の髪かみで、小型の契約獣を連れた小娘だ。間違いない。連れていけば大金が手に入るぞ」

（間違いないって、どういうこと？　あの人たち、初めから私を狙ねらっていたってこと……？）

　つまり彼らは通りすがりの盗とう賊ぞくでも追い剝はぎでもなく、あらかじめリリーシャを狙って森へ来ていたのだ。雇い主は潤じゆん沢たくな資金と人材を持った、裕ゆう福ふくな求きゆう婚こん者の内の誰だれかだろう。

　昼の青年の件があるとはいえ、まさか徒党を組んで襲ってくるとは、さすがに予想できなかった。リリーシャを探す男たちは、おのおの剣や武器を手にしている。きっと暴力を振るいリリーシャを従わせ、強ごう引いんに婚こん姻いん関係を結ぶよう脅きよう迫はくするつもりなのだ。

　向けられる生々しい悪意と暴力に触ふれ、カタカタと歯が鳴る。

　ここにはアルフはおらず、助けを呼ぼうにも、周囲に警備隊の気配も無い。

　恐きよう怖ふと戦うリリーシャは、指先の震ふるえを抑おさえようと、胸元へと手を伸のばし────

　────そこにあるはずの感かん触しよく、ペンダントが無いことに気づいた。

（え、どうして!?　まさか、さっき男が振り回した剣がかすって────）

　何かが切れるような音。あれは、ペンダントの鎖くさりが切れた音だったのだ。

　追い詰つめられ、心の拠り所だったペンダントまで失い、リリーシャは一気に青ざめた。

　ニノが心配そうに手のひらを舐めてくれたが、内心は爆ばく発はつ寸前。泣き叫さけびたい思いでいっぱいだ。

（ダメ!!　今大声で泣いたら見つかっちゃう!!　どうしようどうしよう。そうだこんな時は）

「星と月げつ輝きに夜は満ち　見晴らす君が昼に座する────」

　悲鳴を口からださないよう、身になじんだ言葉を小さくそらんじ、恐怖から意識をそらす。

　唇くちびるから紡つむがれる言葉は、亡き母親から教わったおまじない────異界より契約獣を召しよう喚かんするための呪じゆ文もんだ。魔ま術じゆつ師しとなる第一歩は、自分と相あい性しようのいい契約獣を呼び出すこと。そのためには、極度の集中が必要だ。リリーシャは結局一度も召喚に成功したことは無かったが、修しゆ行ぎようしていた時の癖くせで、呪文を唱えればすっと心の水面みなもが凪なぎ、感情を抑えることができた。

「交わる道は三さん叉さ　行くべき先は此方こなた────」

　呪文を唱えるうちに頭が冷え、恐怖が薄うすまってくる。

　リリーシャにとって呪文とはお守りのようなもの。現実を変える力など無い気休めだ。

　そう、しょせん気休め、だったはずなのだが────

（…………胸が、熱い………？）

　────胸が、その奥の心臓が、あるいは更さらに芯しんにある魂たましいが、脈打つように熱を帯びる。

　熱は火が回るように全身へと広がり、四し肢しの末まつ端たんまでもを満たしていく。

　初めての感覚だが、決して不快ではない。眠ねむっていた意識が優やさしく揺り起こされるような心地ここちよい高こう揚ようが、静かに全身へと広がっていった。

「右手に花を　左手に鎖を　唇には歌を────」

　陶とう然ぜんとした心で、呪文の言葉を紡ぎ続ける。

　近づいてくる男たちの声。葉は擦ずれを鳴らす木立。髪を揺らす風。体毛を震わせるニノ────それらの全すべてが、今のリリーシャには遠い。

　呪文が進むごとに、眼前の地面に輝かがやく線がうかびあがり円形の魔ま術じゆつ陣じんを描えがいていく。

　刻まれた魔術陣の向こう側。地面ではないその先に、リリーシャは揺れ動く光を見た。

　光は淡あわく瞬またたき、今にも消えてしまいそうで。そして、とても美しかった。

　光が何かはわからない。だが、あんな美しいものが消えるのが間ま違ちがいなことだけは分かった。

（消えちゃダメ────!!）

　儚はかなく揺れる光へ、リリーシャは必死で語りかける。

（お願い消えないで。消えちゃ嫌いや。私が守ってあげるから、どうかこっちへ────!!）

「来たれ紡ぎ手　誓ちかいて侍はべれ　汝なんじの主あるじを我と知れ─────!!」

　光に手を伸ばしたと同時、最後の句を唱え終わり、リリーシャの呪文が完成した。

　魔術陣から湧わき上がる光と風の奔ほん流りゆうに、ぎゅっと固く瞳ひとみをつぶり身をかがめる。

　いくつか鼓こ動どうを数えるうち光の嵐あらしが収束し、後には静せい寂じやくのみがとり残された。

　沈ちん黙もくの中、恐おそる恐るまぶたを開く。

　まず目に入ったのは、艶つややかに揺れる黒くろ髪かみだ。

　夜よ闇やみを集めて溶とかしたような黒い髪と、その下にある白はく皙せきの美び貌ぼう。

　瞳の閉とざされた顔に、感情の影かげは見当たらない。おそらく、年ねん齢れいはリリーシャよりいくつか上といったところ。銀の刺し繡しゆうの施ほどこされた黒の上衣をまとった青年が片かた膝ひざを地面につけ、微び動どうだにせず座り込んでいた。

　まるで跪ひざまずくようなその姿は──────

「騎き士し…………？」

　呆ぼう然ぜんと囁ささやくも、とても目の前の現実が信じられなかった。

　リリーシャが行ったのは異界より契けい約やく獣じゆう──牙きばや翼つばさを備えた異形を呼び出す召喚術だ。

「どうして人間が……？　あなた、誰だれなの？」

　零こぼれ落ちた呟つぶやきに青年の瞼まぶたが震え、ゆっくりと開かれる。

　あらわになったのは、深く鮮あざやかな紫水晶アメジスト。

　美しい瞳は魔術陣の向こうで瞬いていた光と、どこか同じ色を宿しているような気がした。

（すごく綺き麗れい。でもやっぱり、どう見ても人間よね）

　召喚魔術で人間が現れるなど、聞いたことが無い。アルフのように人の姿をとれる契約獣もいるが、召喚の際にはそれぞれの正体、一糸まとわぬ獣けものの姿で現れるはずだと聞いている。

「あなた、本当に人間なの？」

　リリーシャの問いかけに反応し、青年の瞳に理性の光が灯ともる。

「……おまえこそ、いったい何者だ？　なんで俺は森の中にいるんだ……？」

　薄く整った唇から吐はき出された言葉は、鋭するどく険を含ふくんでいる。

　青年は紫むらさきの瞳を眇すがめリリーシャを見つめると、周囲を見み渡わたしながら立ち上がり、軽く裾すそを払はらった。
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　まっすぐ立つと、身長はアルフと同じくらい。男性としても長身の部類に入るだろう。

　突とつ然ぜん現れた青年に驚き立ち尽つくしていたリリーシャだったが、ニノの鋭い鳴き声に、はっと周囲の状じよう況きようへと意識を戻もどす。リリーシャとニノ、そして黒髪の青年の周りを、剣けんを手にした男たちが取り囲んでいた。

「なんだ、さっきの光は？」

　男たちの一人が青年へと剣を向け、怪け訝げんな表情と共に距きよ離りを詰めていく。

「おまえ誰だ？　どっから来た？　悪いが、少し黙だまって、っ、うおっ!?」

　青年へと剣をつきつけた男が、叫びと共に横転する。

　青年がその長い脚あしを動かし、素す早ばやく足あし払ばらいをかけたのだ。

「ふん、こちらこそ悪いな。脚が長くて困っているんだ」

　のたまった青年は涼すずしい表情で、瞳には冷たい光が踊おどっている。

　青年が倒たおれた男のみぞおちへ鋭く右足を蹴けり上げると、唸うなり声を最後に男は動きを止めた。

（こ、怖こわっ!!　あれ、相当痛いわよね）

　青年に助けられた形になるリリーシャだが、青年の容よう赦しやのない反はん撃げきを見せつけられ、思わず気絶した男へと同情してしまっていた。

　仲間を倒された男達も青年の鮮やかな動きに束つかの間放心していたが、すぐさま殺気をみなぎらせ叫さけんだ。

「……このっ!!　構わん!!　殺しちまえっ!!」

　怒ど声せいをあげて襲おそいかかってきた男らを、青年はこともなげにいなしていく。

　青年の手には、最初に倒した男から奪うばった剣が握にぎられている。尋じん常じようでない剣さばきだ。

　眼前の戦せん闘とうを固かた唾ずをのんで見守っていたリリーシャだったが、数人の男がこちらにやってくるのに気が付いた。

「うそっ!?　何でこっちにくんのよ!!」

　慌あわてて逃にげ出そうとしたが、背後は大木。すぐに追い詰められてしまう。

　男らは威い圧あつするように剣を見せゆっくりと近づき─────

　突とつ如じよ吹ふき荒あれた風に吹き飛ばされ、太く頑がん丈じような幹へ強く体を叩たたきつけられてしまった。

「えっ!?」

「なんだとっ!?」

　リリーシャと男達に驚きよう愕がくが走り抜ぬける中、青年の小さな呟きが聞こえた。

「吹き抜ける白　眷けん属ぞくはこだま　枝　西風　舞まい遊ぶ──────」

　呪文だ。

　青年が唱えるのは、魔術を発動させるための詠えい唱しよう。

　最初に男らを吹き飛ばしたのも、青年が魔術でおこした風だったのだ。

「くそっ!!　おまえ、魔術師だったのかよ!?」

　魔術師は契約獣を使し役えきせずとも超ちよう常じようの力を振ふるうことが出来るが、いくつか制約がある。

　求める力に応じた呪文を唱えねばならないし、詠唱中は高い集中力が必要だ。

（すごい!!　あんなに動き回りながら術を発動できるなんてっ!!）

　リリーシャとたいしてかわらない年とし頃ごろに見えるが、凄すさまじいまでの魔術の冴さえだ。

　青年の剣けん術じゆつと魔術が猛もう威いを振るい、あっという間に立っているのは彼だけとなった。

　見たところ大きな怪け我がはないが、肩かた口ぐちの衣ころもが切り裂さかれほつれてしまっている。

　リリーシャは青年に近づくと、恐る恐る衣へと腕うでを伸ばした。

「あの、助けてくれてありがとうございます。服が破れてるけど大だい丈じよう夫ぶで────きゃっ!?」

「俺に触れるな。勝手に動くな」

　リリーシャは腕を摑つかまれ、木の幹へ背中を押し付けられてしまった。

　間近に迫せまった紫の瞳は、剣けん吞のんな光を宿して底冷えしている。

　右みぎ腕うでを摑まれたリリーシャは、青年に覆おおいかぶさられるようにして捕とらえられていた。

　青年に嚙かみつこうとしたニノを視線で制すと、リリーシャは青年へ瞳を向けた。

「勝手に触さわろうとしてすみません。とりあえず解放してもらえませんか？」

「説明が先だ。おまえの目的と正体を教えろ」

　青年の口調は高圧的だ。訳が分からないのはリリーシャも同じだが、ここは言葉を重ね、信用してもらうしかなさそうだった。

「私はリリーシャ。王都に住んでるわ。あなたも名前を教えてくれないかしら？」

「……ルクス」

「ルクス…………」

　青年────あらため、ルクスの全身を観察する。

　肌はだや髪かみに荒れは見られない。すらりとした立ち姿を引き立たせる高たか襟えりの上衣は上質の絹製。高こう慢まんながら節々に品の良さがうかがえる振る舞いから、貴族出身なのは間ま違ちがいない。なのに家名を告げないということは、深く突つっ込まない方がリリーシャのためだろう。

「……それで、おまえは俺に何をしたんだ？　俺は知り合いの家で紅茶をのんでいたはずだぞ？」

「わかりません。おまじない、いえ、召喚魔ま術じゆつの呪じゆ文もんを口にしたら、なぜか光と一いつ緒しよにルクスが現れたんです。私、魔術師としての才能は無くて、呪文を唱えたのも、自分の気持ちを落ち着かせるためだけだったの。まさか召喚が成功するなんて思ってもいなくて……」

　説明するうち、どんどんリリーシャの声が小さくなった。

　ひとたび召喚された契約獣は、個体ごとの寿じゆ命みようが尽きるまで、ずっとこの世界にとどまることが出来る。しかし召喚が可能なのは、この世ならざる存在のみ。初めからこの世界に肉体を持っている人間を召喚するなど荒こう唐とう無む稽けい、とてもではないが信じられない話だった。

「おまえはいったい、何を寝ねぼけたことを言ってるんだ？」

「私も訳がわからないけど、呪文を唱え終わったら何故なぜかルクスがいたんです」

「そんな戯たわ言ごとを信じるとでも思ったのか？　どうせつくなら、もっとマシな噓うそをつけ」

「でも、だったらルクスはどうしてここにいるか説明がつかないですよね？　私も理り屈くつはわからないけど、とりあえず信じてくれませんか？」

　噓のようだが、全すべて本当の話だ。ルクスは訝いぶかしげにリリーシャを見つめていたが、話が進まないと考えたのか、渋しぶ々しぶ妥だ協きようの言葉を吐き出した。

「…………まぁいい。とりあえず信じてやる。それでおまえは、なんでこんな森の中で襲われてたんだ？」

「厄やつ介かいな求きゆう婚こん者たちに狙ねらわれているんです」

　リリーシャの言葉を、ルクスは鼻で笑った。

「求婚者たちだと？　噓をつくならもう少し信しん憑ぴよう性せいのあるものにしろ。おまえの顔は、そこまで男を惹ひきつけるようにはとても見えない。ちゃんと鏡を見た方がいいぞ？」

　不信感も露あらわに、ルクスが語気を強めた。

「鏡……………」

　リリーシャの容姿が、美女や美少女と呼ばれるものではないのは事実だ。

　事実だし、平へい凡ぼんな容よう貌ぼうについては自覚しているが、あらためてルクスに指し摘てきされ馬ば鹿かにされると、なぜか無む性しように腹が立った。

　森で襲われ、突然光が現れ、ルクスに幹へ押し付けられ。

　めまぐるしい理り不ふ尽じんの連続に、リリーシャの中の不満と不安が、ルクスへの八つ当たりじみた怒いかりとなって吹き荒れていく。

「…………私にも事情があるんです。ちゃんと説明するから、まず腕を放してください」

「信用できない。説明が先だ」

「…………腕が痛いわ」

「そうか。気の毒にな。ならばさっさと俺を納なつ得とくさせてみろ」

　全く気の毒に思っていない口調で、ルクスが吐き捨てた。

　取り付く島もない一方的な物言いに、ついにリリーシャの怒りが爆ばく発はつした。

「最っ低!!　顔が良ければ、何を言っても許されると思ってるの!?　勝手に人の自由を奪っておいてなんなのよ!?　さっさと離はなれてっ!!」

「っなっ!?」

「えっ!?」

　ゴウッ！！！　と。

　風切り音と共に、ルクスの体が凄まじい勢いで吹き飛ぶ。

　リリーシャから引きはがされたルクスが、勢いよく木の根元に叩きつけられていた。

「へ……？　な、何？　大丈夫？」

　何が起こったかさっぱりわからなかったが、ルクスはうずくまり、衝しよう撃げきに声もあげられないようだ。リリーシャはルクスのもとへ駆かけ寄り、そっと背中へと手を置いた。

「痛いところは無い？　怪我がないか確かく認にんしたいから、顔をこっちに見せ───きゃっ!?」

　突とつ如じよ眼前に、ルクスの顔面が迫る。

　ルクスが急に起き上がりリリーシャの全身を抱だきかかえ、瞳ひとみをのぞきこんできていた。

　抱き合うような姿勢と至近距きよ離りに迫せまったルクスの鼻先に、大きく心臓が跳はね上がった。

「な、な、ななっ!?　確かに、顔を見せてとは言ったけど、こんな強ごう引いんな───」

「俺の意志じゃない!!　体が、おまえの命令に従わなければと勝手に動いてたんだ」

　ルクスは呻うめきつつもリリーシャを解放し立ち上がると、距離をあけ体を幹に預けた。

「私の命令に……？」

「あぁ……」

　ルクスは何事か考え、左胸を押さえていたが、覚かく悟ごを決めたようにリリーシャを見み据すえた。

「俺に向かって『命令です、右腕をあげろ』と言え」

「なんでそんなことを……？」

「いいからやれ。おまえも、何が起こっているのか知りたいだろう？」

「…………『命令です、右手をあげてください』」

　…………何も起こらなかった。

　ルクスは命令に従うこと無く立ち尽つくしていたが、安あん堵どしたように小さくため息をつく。

「そうか。やはり、直接触ふれ合っていなければ問題ないようだな」

「…………どういうこと？　問題ないって、何がいいたいのよ？」

「おまえ、左胸のあたりに違い和わ感かんが無いか？」

「…………左胸？　言われてみれば、ちょっと熱いような……？」

「だろうな。これを見ろ」

「な、突然何するのよ!?」

　ルクスは自身の上着をはだけシャツのボタンを外し、素す肌はだを外気に晒さらした。

　鎖さ骨こつの下、心臓の上あたり。

　そこに薄うすく朱しゆ色いろを帯びた、花びらのような紋もん様ようが浮うかび上がっていた。

「見ろ。これはおそらく《契けい印いん》だ。おまえの左胸にも、同じものが刻まれているはずだ」

　慌あわててリリーシャは襟えり元もとを引っ張り、自分の胸むな元もとを覗のぞき込んだ。下着が邪じや魔まで全体像はつかめないが、何か紋様が現れているのがわかった。

「契印は、契約の証明として、体に刻まれる紋様だ。信じがたいことだが、どうやら俺はおまえと契約を結んでしまったらしいな」

「へ……？」

「何を呆ほうけた顔をしているんだ。おまえもさっき言っていただろう？　召しよう喚かん呪じゆ文もんを唱えたら、俺が現れたと。つまり、そういうことだ。俺にはおまえの召喚に応こたえた記き憶おくなど無いが、事実、こうして契印が刻まれてしまっている以上、契約は成立してしまったんだろうな」

　ルクスは嘆たん息そくすると、自らの胸元の契印をなぞった。

「先ほどおまえが『さっさと離れて』、『顔をこっちに見せて』と言った時、契印が燃えるように熱くなって、急に命令に従いたくなった。今は熱もないし、直接触れ合っていなければ命令されても大だい丈じよう夫ぶなようだが、厄介だな」

「…………つまり、私を《主あるじ》として、契約が結ばれちゃったってこと？」

「不本意ながらな。おまえも魔術師なら、何か原因に心当たりはないか？」

「…………ないわ。さっきも言ったけど、私に魔術師の才能はないはずよ」

「…………頭の痛い話だな。手て掛がかりが無い上に、そもそも魔術師ですら無いのか……」

　眉まゆをひそめ、ルクスがうなった。彼には悪いが、リリーシャにはさっぱり心当たりが無い。

　召喚魔術が成功し契約を結べた場合、契印を通じて相手の力や感情が流れ込んでくるものだと母親に聞いていたが、そんな感覚はどこにも無い。接せつ触しよく時限定で命令に従わせることは出来るようだが、それ以外に自覚できる変化は見つけられなかった。

「まぁいい。今のところこれといった害は無いようだし、さっさと契約を解除すれば問題ない。おまえ、契約解除のやり方は知っているか？」

「ええ、知ってるわ。知ってるけど…………肝かん心じんのつながりが、感じられないのよ」

　本来、主が望めば、いくつか呪じゆ文もんを唱えることで契約解除することができるはずだ。

　ただしその際、相手との間にあるつながり、魂たましいの結びつきを切らなければならない。

　通常は契約を結んだ際に、自動的にそのつながりを認識できるようになる。それで切り方も自然とわかるはずだったが、リリーシャにはそれが全く感じ取れなかった。

「なんだと？…………おまえは本当、つくづく厄介だな…………」

「ごめんなさい。…………その、ルクスの方から契約を解除するのは、無理なのかしら？」

「無理にきまってるだろ。命令に従うべき存在が、勝手に契約を解除出来たら意味が無い。稀まれにおまえのような契約解除のやり方さえわからない失敗例もあるようだが、だとしたらいくつか触しよく媒ばいを揃そろえ、実験する必要がある。仕方ないが俺に付いてこい。王都にある俺の別べつ邸ていに向かうぞ。着き替がえや食事については心配しないでいい。それくらいはこっちが負担してやる」

「え？　着替えや食事？　ルクスの家に、何日も泊とまり込むってこと？」

「そうだが、何か問題があるのか？　おまえはただの町まち娘むすめだろう？」

　無神経なルクスの言葉に、リリーシャはまゆを吊つり上げて反論した。

「大有りよ!!　私にだって毎日の賃仕事があるの!!　ただの町娘だからこそ、勝手に休むわけにはいかないわ!!」

「なんだ、金が欲しいのか？　それなら先に言え。俺にだって蓄たくわえがある」

「お金の問題じゃない、信用の問題よ!!　無断で何日も休んだら首を切られて、この先働かせてもらえなくなっちゃうわ!!」

　度たび重なる求きゆう婚こん者たちの襲しゆう来らいでいくつもの職場を失っているリリーシャにとって、これ以上仕事が減るのは死活問題だ。思わず遠い目をし、乾かわいた笑いをもらしてしまった。

「ふふ…………そう、くびよ、くび。全部パーよ。ふふっ……………私、山草は嫌きらいじゃないわ。でも、三食山草づくしの毎日…………そんなの、さすがにニノもいやよね、あはははは……………」

「ちぃ…………」

　悲しげな声でニノが鳴く。金茶の大きな尾おが、しんなりと萎しおれて垂れ下がっていた。

「ふふ……ごめんね、ニノ。でも私、頑がん張ばるわ。山草の煮に物ものに、山草の山草和あえに、山草の炒いため物。とっても素す敵てきで豪ごう華かで、おいしそうよね……ふふふふふ…………」

　虚うつろな目のリリーシャの笑い（？）を聞き、思いっきりルクスは引いていた。

　さすがのルクスも罪悪感を抱いだいたのか、口を開き妥だ協きよう案を提案した。

「そうか、すまなかったな。……だがいずれにしろ、契約は解除しなければならない。幸い、すぐさま悪あく影えい響きようがあるわけではないようだし、数日あればおまえも時間を作れるだろう？　五日後の夕刻におまえの家に迎むかえをやるから、さっさと場所を教えろ」

「ありがとうございます助かります!!　私の家は、王都の西区、第十五街区の外れ、スミレ通りの北から四本目の小道を西に向かって──────」

　リリーシャの説明をルクスは一発で記憶し、復唱してくれた。

　ルクスは突然森の中に呼びだされた身で、早く元いた場所に帰らねば大おお騒さわぎになってしまうらしい。ルクスはリリーシャとの間に約束をとりつけると、手早く気絶した男達を縛しばり上げ、目を覚ましてもすぐには追ってこられないようにした。

　素早く処理を済ませたルクスは、おおまかな方角を確認すると、足早に木々の向こうへと消えていった。リリーシャとは目指す方向が違ちがうようだが、あれだけ剣けん技ぎと魔ま術じゆつに優すぐれていれば、道中大きな危険も無いはずだ。

　リリーシャも家路を急ぐため、薬草入りの籠かごの回収は諦あきらめ、けもの道を探すことにする。

　幸いすぐにけもの道は見つかり、順調に歩みを進めていたが、何やら動どう悸きが速くなる。

　初めは気のせいだと思ったが、一向に収まらず、むしろ強く激しくなってきた。

（ドキドキするし、胸元が熱い……？　ひょっとして、契印が反応してるの？）

　不安に思い、魔術師であるルクスに相談したくなったが、今いま更さら彼を追っても森の中で迷子になり会えない可能性が高い。

「ちぃ？　ちぃきゅい？」

　大丈夫？　と心配するように鳴くニノをなだめ、けもの道を駆かけていく。

　だが、あと少しで森から抜ぬけるといったところで、強きよう烈れつな痛みに襲おそわれ膝ひざをついてしまう。

　─────熱い。契印が火にくべられたようで、激痛と共に意識を食い荒あらしていく。

「あ、か、はっ…………」

　苦しい。あえぐように声を引き絞しぼり、胸元をかきむしるように押さえる。

「ちぃ!?　ちぃ!!　ちっ、ちぃちぃ!!」

　ニノに頰ほおを舐なめられたが、指一本動かすことが出来なくなる。

　…………自分は、このまま死ぬのだろうか。

　痛みと熱が一体となってリリーシャを襲い、やがてその感覚さえも薄く、ぼんやりと遠ざかっていく。全すべてが揺ゆらぎ、薄れ、混ざり、遠ざかっていく中で────

　───────最後におぼろげに、美しく輝かがやく、紫むらさきの瞳ひとみを見た気がした。
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「ちぃ、ちぃちぃ」

　耳元で鳴くニノの声に、リリーシャはぼんやりと目を覚ました。

（あれ、私いつの間に眠ねむってたんだろ……）

　心地ここちよいまどろみに身をまかせたくなるが、もう朝食の時間なのだろう。

　少し甘えたニノの鳴き声は、お腹なかが空いた時の特とく徴ちようだ。起きあがろうと枕まくら元もとに手をついたところで、リリーシャの中で急激に違い和わ感かんが頭をもたげた。

（へ？　何この感かん触しよく。柔やわらかいし滑なめらかで、まるで絹みたい。それになんだろ、薔ば薇らの花みたいないい匂においが────）

　薔薇の花───────

「!!」

　ガバリと。慌あわてて身を起こし、一気に眠ねむ気けが吹ふき飛んだ。

　そう、求婚者だ。薔薇を持ってきた求婚者に殴なぐられかけ、森でごろつき達に襲われ、その直後にルクスに出会い、自分は意識を失ったはずだ。

「……ここ、どこ？」

　部屋をぐるりと見回す。金細工の施ほどこされた鏡台、猫ねこ足あしの優美な長なが椅い子すなど、豪ごう奢しやな調度品の数々が目に入る。全く状じよう況きようが摑つかめなかった。

「それに、この服は……」

　身にまとっているのも、普ふ段だん着なれた麻あさのドレスではない。やたらと肌はだ触ざわりのいい、おそらくは絹で仕立てられたナイトドレスだ。眠っている間に誰だれかに着替えさせられたに違いない。

　思い悩なやみ、必死に記き憶おくを手た繰ぐり寄せる中、ニノが寝しん台だいからおり、壁かべ際ぎわの扉とびらの前で座り込んだ。

　あれは、誰かが扉を開けるのを待っている体勢だ。

（扉の向こうに、誰かいる……？　私を、ここまで運んでくれた人……？）

　寝台から足を下ろす。毛足の長い絨じゆう毯たんが足裏を包みこみくすぐったかった。

　ずっと寝ねていたせいか足元が覚おぼ束つかなかったが、なんとか歩くことはできる。

　フラフラと扉に近づき、取っ手へと手を伸のばすが、その寸前に急に扉が開き迫せまってきた。

「きゃっ!?」

（あ、ダメ、これ、転ぶっ!!）

　弱った体では踏ふん張りが利きかず体勢を崩くずし、顔面から前へと倒たおれこむ。

　しかしやってきたのは、柔らかで軽い衝しよう撃げきだけだった。

（あれ………？）

「どうやら、自分で歩ける程度には回復したようだな」

　呆あきれたような声が、頭のてっぺんをくすぐる。

　聞き覚えのある声に恐おそる恐る視線を上げると、不ふ機き嫌げんそうに瞬まばたく、紫水晶アメジストの瞳と目があった────ルクスだ。リリーシャはルクスの胸むな板いたに体を支えられ、転てん倒とうを免まぬがれたのだった。

「なんでルクスが？　というかそもそも、ここは一体どこなの？」

「間ま抜ぬけな顔で質問するな。答えてやるから、まずは俺から離はなれろ」

「あ、ごめんなさい」

　離れようとするも、事情を知っていそうなルクスと出会って気が抜けたせいか、体に力が入らなかった。ルクスは苦戦するリリーシャを見下ろすと、大きくため息をついた。

「待っててルクス、すぐ離れるか─────!?」

　ふわり、と。

　軽い浮ふ遊ゆう感かんと共に体が持ち上がり、両足が揃そろって宙を泳ぐ。

　膝の裏と背中にあたる、しっかりとしたルクスの腕うで。

（え、これって────────）

　いわゆる、お姫ひめさま抱だっこの体勢だ。

　間近に迫るルクスの顔。りりしい紫の瞳と、薄うすく開かれた唇くちびるから洩もれる吐と息いきに、思わず鼓こ動どうが跳はね上がる。リリーシャが固まっていると、至近距きよ離りからルクスの声が響ひびいた。

「よし、やっぱり軽いな。これなら大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　大丈夫って、何が？

　当たり前の疑問は、ルクスが無愛想に続けた言葉にかき消された。

「口を閉じろ。歯を食いしばれ」

「は？」

「舌を嚙かまないよう気をつけろ───────それっ」

「き、きゃぁぁぁ────────────っ!?」

　ルクスの掛かけ声と同時に体が支えを失い、勢いよく宙を飛んだ。

　ボスンと音を立て、背中から寝台の上へ着地する。

　幸い、寝台が柔らかかったおかげで痛みこそ小さかったが、余りにも突とつ然ぜんの凶きよう行こうだ。

　リリーシャは目を白黒させ、途と切ぎれ途切れに疑問の声をあげた。

「な、何で、私、投げられて!?」

「おまえが立てないようだから、寝台に乗せてやったんだろう」

「は……？　だったら、抱き上げたまま寝台に運んでくれてもいいじゃない!!」

「却きやつ下かだ。部屋の中とはいえ、人一人抱かかえて運ぶと時間がかかる」

「そ、そんな理由で……？」

「おまえは馬ば鹿かなのか？　短い時間であろうと、おまえに触ふれられている間、俺はおまえの命令に従わされてしまうんだぞ」

「あ………………」

　今度こそ、リリーシャは全てを思い出した。森での契けい約やくと、命令に従い体を動かしたルクスの姿。契約に関かかわる諸もろ々もろを思い出すと共に、ルクスの失礼極きわまりない言動の数々も思い出したリリーシャは、ルクスへと向ける眼まな差ざしを険しくした。

「ちゃんと覚えてるわよ!!　けど、いきなり放ほうり投げることは無いでしょ!!」

「おまえのことは信用できない。出会ったばかりの相手に、数秒とはいえ自分の運命を握にぎられるんだ。そんなこと許容できるわけないだろ」

「で、でも、いくらなんでも、思いっきりやらなくてもいいじゃない。一いつ瞬しゆん殺されるかと思って、意識が飛びかけたわよ？」

「なんだ？　投げられるのが嫌いやなら、その場で突つき放して転ばせればよかったのか？　それでは怪け我がをするかもと、わざわざ寝台に転がしてやったんだ。それに、意識の無いおまえをここまで運んだのはこの俺だ。おまえを殺そうとするつもりなら、とっくに手を出している」

「うっ……………」

　やはり、倒れた自分を助けてくれたのはルクスだったのだ。

　手て荒あらく投げられたことに対する憤いきどおりは消せないが、ルクスの言い分にも一理ある。それに何より、ルクスは命の恩人なのだ。

　色々と納なつ得とくいかない部分もあるが、まずはお礼を言うべきだろう。

「………助けてくれて、どうもありがとう」

「ふん。回らない頭なりに、ようやく状じよう況きようが理解できたようだな」

（む、むかつくっ!!）

　ルクスは命の恩人だが、個人的な好き嫌きらいは別問題だ。

　いつか絶対、その高い鼻をへし折って見せると、心の中にしっかりと刻み込んでおく。

　……ルクスを見返し対等な立場に立つためにも、まずは現状の把握が必要だ。

「それで、ここは一体どこなの？　ルクスの家ならいいけど、家族の方は問題無いの？」

「ここは王宮内にある俺の屋や敷しきだ。家族は住んでいないし、その点は問題無い」

「そう、なら大丈夫────って、へ、王宮？」

「あぁ、ここは王宮────ヴァルトシュタイン王宮敷地内にある、俺に与あたえられた屋敷だ」

「え、王宮内に屋敷があるって、それじゃ、ルクスは…………」

　王都には多くの貴族たちが居を構えているが、王宮の敷地内に屋敷を与えられているのはごく限られた人間だけ。つまりルクスは────

「あぁ、そうだ。俺の名は、ルクシオン・ディ・ヴァルトシュタイン。この国の第三王子だ」

「王子？　う、噓うそでしょ？」

「ふん、やはりすぐには信じられないようだな。まぁいい」

　ルクスは窓辺に近づき、臙えん脂じ色いろのカーテンへと手をかけた。

「─────外を見ろ」

「!!」

　引き開けられたカーテンの先、ガラス窓の向こうに鎮ちん座ざする、壮そう麗れい華か麗れいな建築群。

　燦さん々さんと照る日差しの下もと輝かがやく、彫ちよう刻こくで飾かざられた外がい壁へきと、数多あまたの尖せん塔とうを従えたその威い容よう。

　昔、外から見た王宮の姿と同じだったが、その時と違ちがい、間を隔へだてる城壁が無かった。

「ここ、ホントに王宮の中で、ルク……いえ、殿でん下かは、第三王子だったんですね。でも、どうして私をここに運ん……お運びになったのですか？」

「話しにくいなら、無理に敬語を使うな。形だけの敬意など無意味だし、話が滞とどこおるだけだ。俺と二人っきりの時は、今まで通り、おまえの話しやすい口調や呼び方で問題無い」

「そう………ですか」

　ルクスの提案に胸をなで下ろす。

　リリーシャはひとつ深呼吸すると、ルクスへの質問を再開した。

「それでルクスは、なんで私をここに運んだの？　どう考えても私、ここじゃ場ば違ちがいよね？　もし衛兵にでも見つかったら、牢ろうに入れられるんじゃない？」

「その点は心配無い。屋敷には俺に仕える人間しかいないし、この部屋には人ひと払ばらいの命を出してある。色々と面めん倒どうだが、契約の副作用が厄やつ介かいだからな……」

「副作用？」

「おまえと森で別れた後、胸の契印が熱を帯びて体が重くなった。さらにしばらくすると、体が引っ張られるような感覚が生まれたんだ」

「もしかして、その方向に私がいたってこと？」

「あぁそうだ。おまえに触れると体が軽くなり、契印の熱は消えうせた。どうやら俺たちは、一定距離以上離れることが出来なくなってしまったようだな」

「離れられない？　そんな契約って存在するの？」

　リリーシャは母親に教えられたおかげで、一通りの魔ま術じゆつ知識は習得している。

　魔術師と召しよう喚かん対象の間に結ばれる契約において、距離が離れることで魔力供給の効率が落ちて意い思し疎そ通つうがしにくくなることはある。だが、完全に離れられなくなるといった例は存在しないはずだった。

「俺も聞いたことが無い。だがそもそも、人間である俺が呼びだされること自体、ありえないはずの事態なんだ。ならば何が起こっても不思議ではないだろう？　現におまえは倒れ、丸二日も眠ねむり続けたんだからな」

「丸二日!?」

　噓でしょ!?

　目覚めてから何度目かの、そして最大級の驚きよう愕がくに襲おそわれ、リリーシャの顔が青ざめる。

「正確には、二日と半日だ。声をかけても揺ゆすっても起きなかったからな……って、どうした、顔色が悪いぞ？」

　ルクスの不ふ審しんげな声も、リリーシャの耳には入らなかった。

　萎なえた足に活を入れ、寝しん台だいから跳ね起き、よろめきながらも扉とびらへと向かう。

「おいおまえ、そんな恰かつ好こうでどこへ行く？」

「『踊る子羊亭』の下ごしらえとアオベコ草の採集とミヒャエルの子こ守もりとアンナおばさんの古着回収と礼拝所の荷運びとジークフェルト商会の宴えん会かい給きゆう仕じっ!!」

「……は？」

「賃仕事よ賃仕事!!　二日分の頼たのまれごと、全部丸ごとすっぽかしたのよ!?　うわあぁぁぁぁぁんっ、ありえないありえないありえないぃっ!!　事前申しん告こくも無しに最悪ぅうううううう!!」

　一マルツ、五マルツ、十マルツ──────

　得られるはずだった賃金と失った信しん頼らいの数を数え上げ、リリーシャは頭を抱えうめいた。

「ハンネスおじさんに頼まれてた煎せんじ薬の仕込みもほったらかし……うぅん、ちょっと待って。あれなら、今から急げば期限内に」

「おい、ちょっと待て」

「そう、そうよね!!　今すぐ材料をすり潰つぶして夜通し煮にれば、ギリギリ明日中にはできあがるはず!!　早く帰って─────きゃっ!?」

　ぼう、と。

　興奮するリリーシャの目の前に、赤く小さな火球が燃え上がった。

「ちょっと!!　何するのよ危ないわね!!」

　ルクスへとつめよるも、軽くかわされたたらを踏ふむ。

「勝手に外に出ようとするからだ。俺の制止も、詠えい唱しようの声も聞こえてなかっただろ」

「だからって、そこで足止めに魔術使う!?」

「おまえに触れられないんだから仕方ないだろ。────六千マルツだ」

「はい？」

　六千マルツ。リリーシャの生活費にして、軽く数年分。

　唐とう突とつに告げられた莫ばく大だいな金額に、リリーシャはポカンと目を見開いた。

「六千マルツ。それが、俺を王宮から連れ出す代金だ。組まれていた予定の放ほう棄きによる損失と、各方面へのお詫わびの品、ざっと概がい算さんして、今日一日のこれからの埋うめ合わせだけで六千マルツ。おまえ、ちゃんと支し払はらえるのか？」

「え、えっと……十マルツ!!　月々十マルツの返済でなら、なんとか……」

「五十年間も、老人になるまで俺に待てと？」

「必ず返すわよ。ほら、憎にくまれっ子世にはばかるって言うし、ルクスは長生きすると思うの」

「…………確かにおまえの方こそ、しぶとく図太く生きて支払いを続けそうだが、さっきのはあくまで、純じゆん粋すいな金銭的損失のみの話だぞ？　事前の根回しなしの職務の放棄と、信用の失しつ墜つい。それがどれほどの痛手か、おまえならちゃんとわかるよな？」

　わからないとは言わせないと、ルクスがドス黒い笑え顔がおを貼はり付け念を押した。

「で、でも」

「俺一人の被ひ害がいでとどまればいい。だが、俺が職務を放棄した結果、巡めぐり巡って何人かの人間が路頭に迷ってのたれ死ぬ可能性もある。まぁ、さすがにおまえにそこまで背負わせるつもりはないから、安心して俺を連れ出すといい」

「うっ」

　ルクスの言葉が、グサグサと良心に突つき刺ささる。

　今いま更さらながら、王子であるルクスの影えい響きよう力を理解し、心臓が嫌いやな音をたてた。

（無理無理無理っ!!　賃仕事の信用も大切だけど、六千マルツの借金と、何の罪も無い人に迷めい惑わくをかけるなんて………というか、あれ、ちょっと待って……）

　冷や汗あせが背中を伝う中、思い至った可能性に、リリーシャは恐おそる恐る口を開いた。

「ねぇ、ルクスはさっきから私としゃべってるけど、今は仕事とか大だい丈じよう夫ぶなの？」

「俺は一応王子なんだが、そんなに暇ひま人じんに見えるか？」

「ひ、暇人だったらイイデスネ……………」

「残念、外れだ。現在進行形で、予定も仕事も絶賛遅ち延えん中だ」

「ごめんなさぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」

　ガバリと頭を下げ、深く深く、精せい一いつ杯ぱいの謝罪の意思を示す。

（そうよね当たり前よね!!　私が賃仕事の心配で頭がいっぱいだったみたいに、ルクスにもルクスの予定があって当然よね!!　何ですぐ気付かなかったのよ私のバカァァァっ!!）

　今にして思えば、リリーシャが目を覚ましてすぐにルクスが部屋に入ってきたのも、隣となりの部屋で気配をうかがっていたか、定期的に様子を見に来ていたからなのだろう。

　リリーシャが意識を失い、目覚めるまで丸二日。

　仮にその間、ルクスが仕事を取りやめ、ずっとリリーシャのそばで待機していたとしたら。

（六千マルツが二日分で、一万二千マルツの損失!?　月々十マルツずつ返しても、百年間!?）

　とてもではないが、町まち娘むすめであるリリーシャが返しきれる額では無い。

　絶望的な金額に放心するリリーシャを、ルクスが同情するように見つめる。

　ルクスはゆっくりとした口調で、幼子に語りかけるように話しかけた。

「そう気を落とすな。おまえは何も悪くない。俺もおまえも、異常な契けい約やくに偶ぐう然ぜん巻き込まれただけ。そうだろう？」

「それはそうだけど、ルクスの予定が……」

「幸い、この二日間の仕事は日程の融ゆう通ずうのきくものばかりだったし、今のところ大きな実害は無い。多少の金銭的な損失は仕方がないが、それをおまえに請せい求きゆうするのは理り不ふ尽じんだろう？」

「ルクス………」

　寛かん大だいな処置と言葉に、ルクスに後光が差しているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　リリーシャは祈いのるように両りよう掌てを組み合わせ、じっとルクスの顔を見上げた。

「ありがとうルクス。でも、本当にいいの？」

「あぁ。金銭的な負担をおまえにかける気は無い。ただ、少し困っていることがあってな」

「なになに？　お金のかからないことなら、私も力になれるわよ？」

　ここでルクスの機き嫌げんを損そこね前言を翻ひるがえされ、借金を背負わされてはたまらない。

　給仕に調理、薬草採取に薬草調合、郵便配達、読み書き計算、繕つくろいもの。

　なんだってやってみせると、握にぎりこぶしを作って意気込むリリーシャだったが、

「じゃあおまえ、俺の恋こい人びとになれ」

「は？」

　予想だにしていなかった『頼み事』に、間ま抜ぬけな声が飛び出した。

「恋人…………私が、ルクスの恋人に？」

「そうだ」

「……ねぇルクス、私、良く効く眼がん精せい疲ひ労ろうの薬も作ってるんだけど、一つ買わない？」

「俺の目は正常だ。おまえの容姿に一目ぼれしたわけではないし、性格もどうでもいい。おまえから俺への愛情も求めはしないから、ただ俺の恋人になると頷うなずけばいいんだ」

「はぁ？　そんな条件、何がしたいっていうのよ？　それに、私の気持ちはどうだっていいって言うの？　そんなの今までの求きゆう婚こん者たちと同じで最低よ!!」

　とんでもない『頼み事』に、リリーシャの中に激しい反発心が生まれた。

　なんとか断れないかと、必死に舌を回し反論する。

「私は平民よ？　それが王子のルクスの恋人だなんて、どう考えたっておかしいじゃない!!」

「平民だからこそ、だ。そもそもおまえの身分を素す直なおに明かしていたら、この王宮内に運び込むのだって不可能だろう？」

「それはそうだけど………」

　ならばどうやって、自分は王宮の中へと入ったのだろう。

　考えれば考える程ほど、嫌な予感が強くなっていく。

「だからこそ、お前を『俺の恋人』と偽いつわったんだ」

　リリーシャが避さけていたその一言を、ルクスはあっさりと断言した。

「う、ウソでしょ？　そんなデタラメ、通るはずがないわ」

「通したんだよ。おまえは俺から離はなれられないだろう？　だからおまえを王宮に連れ込む際に、さるやんごとなき貴族令れい嬢じように仕立て上げて門兵を偽ったんだ。ただの町娘が四六時中俺の傍そばにいるのはおかしいからな」

「でも私、貴族の礼れい儀ぎ作法なんて知らないし………。ずっとこの屋や敷しきの、この部屋に閉じこもってるわよ。それならこの先恋人のふりをする必要もないし、正体もバレないでしょ？」

「おまえはそれでいいが、俺はどうする？　おまえから離れられない俺は、屋敷の外での仕事を全すべて中止するしかない。それが何を意味するか、おまえならもうわかるだろう？」

「うっ」

　契約解除の目め処どがつかない今、どこまで借金が膨ふくれ上がるか、わかったものではない。

　よろめくリリーシャに、ルクスはにっこりと秀しゆう麗れいな笑みを浮うかべた。

「俺の恋人役になるなら、今日までに生じた損失をおまえに請求する気は無い。ずっと行動を共にする口実もできるから、当面の問題も解消する。その間に二人で契約解除の方法を探せば、全ては解決するんだ。お前だって、早く元の生活に戻もどりたいだろう？」

　笑顔と、その裏にある圧力。リリーシャはついに折れ、やけくそ気味に叫さけんだ。

「わかったやるわよ!!　やればいいんでしょう!!」

「よし、よく言った。ならばその言葉、決して忘れるなよ」

　勝ち誇ほこったようなルクスの表情に、リリーシャの意識の片かた隅すみ、冷静な部分が反応する。

（あれ、ちょっと待って……。私、散々ルクスに脅おどされて、借金をちらつかされて怯おびえて、それをチャラにしようって提案に乗って………でも、これって…………）

　どん底にたたき落としたところで救いの光を見せ、理不尽な要求をのませる。

「……立派な詐さ欺ぎ師しの手口じゃない」

「褒ほめ言葉と受け取ってやる。とりあえず現状把は握あくがしたいから、おまえの──」

　ルクスが言葉を切る。

　忌いま忌ましげな表情を見ていると、軽かろやかな足音がリリーシャの耳にも届いた。

「やっほー、ルクス。ひっさしぶり～。恋人ができたって聞いたけど、今日も不ふ機き嫌げんそうだね」

「……やはりおまえか」

「あなた誰だれ!?」

　扉とびらを開け現れたのは、燃えるような赤毛が印象的な青年だ。赤毛はあちこちはねており、ふわふわと風に揺ゆれている。服装は赤を基調にまとめられた貴族服。おそろしく顔立ちは整っているが気さくで人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きで、金茶の瞳ひとみには愉ゆ快かいそうな光が輝かがやいている。

　青年はリリーシャの存在に気付くと、朗ほがらかな笑みを見せ近寄ってきた。

「ふーん、君がルクスの恋人？　よろしくね、泥どろ棒ぼう猫ねこさん」

「は？」

　目が点になる。聞き間ま違ちがいだろうか。泥棒猫。確かにそう聞こえたが、青年は笑っているし、何より、彼とルクスは男同士だ。

　リリーシャは二人の姿を交こう互ごに見ると、唇くちびるをひきつらせ言葉を紡つむいだ。

「え、何、ルクスって、そういう趣しゆ味み？　この人と、その、そういう関係なの？　だったら、えっと、私は泥棒猫じゃないというか、ごめんなさいね？」

[image: ]

「気色悪い想像をするな」

　心底嫌いやそうな声こわ音ねで吐はき捨て、ルクスが腰こしに吊つるした長ちよう剣けんへと手をかける。

「何をして────きゃっ!?」

　訝いぶかしむ間もなく、ルクスの手元が閃ひらめいた。

　剣けん尖せん一いつ閃せん。ルクスが抜ぬき放った長剣が、青年に向かって切り上げられる。

「ちょ、そんなことしたら死んじゃ────ってあれ、あの人どこいったの!?」

　剣風に思わず閉じてしまった瞳を開くと、青年の姿がかき消え、何枚かの赤い羽根が舞まっていた。青年の姿を求め部屋を見回すと、寝しん台だいの天てん蓋がいの上に、大きな鳥の姿がある。羽は光り輝くような鮮あざやかな真しん紅くで、長い尾お羽ばねが何枚も重なり合って揺れていた。

「もー危ないなールクス。おかげで尾羽が何枚か切れちゃったじゃないか」

　鳥は長い首を優ゆう雅がに曲げ羽を広げると、先ほどの青年と同じ声色で囀さえずった。

「あなた、契けい約やく獣じゆうだったのね」

「そうだよ。僕の名前はフェリル。君とはルクスの愛を巡めぐるライバルさ」

「えっと…………」

　改めてルクスへの愛を告げられ、言葉につまる。ルクスがこちらへと冷たい目を向けた。

「アホ鳥の言葉を真に受けるな。そいつは主あるじのいない契約獣だ。欲しがってるのは愛なんかじゃ無く、俺の魔ま術じゆつ師しとしての才能だけ。自分の力を強めてくれる魔術師の主を求めて、俺に付きまとっているんだ」

「酷ひどいな～。確かにルクスの才能には惚ほれこんでるけど、ルクス自身のことも大好きだよ？」

「俺のことが好きなら、少しは俺の話を聞け。そしてそこから降りてこい」

「嫌だよ、斬きる気満々じゃないか。君とは殺しあうより、愛を囁ささやきあいたい僕なんだ」

　フェリルは全くめげる気配が無い。一方的に好意を押し付けられるルクスに、無理やり求婚者達に迫せまられる自分の姿が重なり、リリーシャは深く同情した。

「なんていうか、ルクスも大変なのね」

「憐あわれみなどいらん。そもそも、フェリルにまともな倫りん理り観を求めるだけ無む駄だなんだ。あいつら契約獣は、人の気も知らず勝手にふるまうだけ。これだから契約獣は嫌きらいなんだ」

「え、ルクスは契約獣のこと嫌いなの？」

　驚おどろくリリーシャに、めざとくフェリルが反応した。

「あれれ？　おっかしーなー。君、恋人のはずなのに、ルクスが大の契約獣嫌いだってことも知らないのかい？　泥棒猫失格だね!!」

「失礼ね!!　だから泥棒猫なんかじゃな……」

　否定しようとして、言葉に詰つまる。

　先ほど、リリーシャはルクスの恋人役を引き受けたばかり。

　それを自ら否定してしまっては、王宮での居場所がなくなってしまう。

　口をつぐんで言い淀よどんでいると、ルクスの冷ややかな視線とかちあった。

「問題無い。どうせ、本物の恋こい人びとじゃないとバレている。フェリルも、あまりこいつをからかうのはよせ」

　くたびれた声のルクスに、フェリルが明るく答える。

「あはは。いわゆる愛の力ってやつ？　ルクスをずっと見守ってきた僕には、そんな噓うそ無意味だよ。君の存在は興味深いけど、せっかくのルクスの弱みを言いふらすつもりも無いから安心するといいさ」

（それは果たして、信用していいのかしら……？）

　甚はなはだ疑問だが、突つっ込み始めると切りが無さそうなので話を戻すことにする。

「ねぇルクス。契約獣が嫌いって本当なの？」

「あぁ、嫌いだ。出来ることなら、視界に入れたくも無い」

「でもルクスは、魔術師よね？　なのに契約獣を拒きよ絶ぜつするなんて、珍めずらしいわね」

「ふん。契約獣に頼たよるなんて二流、凡ぼん人じんのやることだ。俺は天才だからな。契約獣などいなくても、なんら問題は無い。おまえも、森で俺が暴漢どもを片付けるのは見ていただろう？」

　本来、魔術師が契約獣を従える利点は、二つある。一つは、契約獣を手足として動かせること。そしてもう一つは、契約獣と魂たましいを結び付けることで魔力を高め、魔術師自身も強力な魔術を使うことができるようになることだ。

（でもルクスには、契約獣がいなくても大だい丈じよう夫ぶなくらい、すごい魔術の才能がある）

　魔術師としての才が無く苦労するリリーシャからすれば、羨うらやましい限りだ。しかし、どんな人間にだって好き嫌いはある。リリーシャがニノやアルフを好きなように、ルクスは契約獣全体が嫌いなだけ。少しさみしいが、他人であるリリーシャが口を挟はさむことではない。

「そう、わかったわ。これからはルクスに近づかないようニノにも言っておくわね」

「へぇ。意外に君、物分かりがいいね。ルクスに相応ふさわしい契約獣はこの僕だって、そう理解してくれたなら話が早いよ」

「おいアホ鳥。おまえは黙だまれ。俺はどんな契約獣とも契約する気は無いと、ここ何年もずっと言っているよな？」

「僕、守りの堅かたい相手をじっくり攻せめ落とす方が燃えるタイプなんだ」

「…………そのまま燃えつきてしまえ」

　汚お物ぶつを見る眼めで、ルクスが言い放つ。

「あはは、手厳しいな。せっかく君たちを助けてあげようと思ったのにね？」

　フェリルは寝台の天蓋から羽ばたき、リリーシャの傍かたわらへと舞まい降りた。

「ねぇ君ってさ、喋しやべり方や振ふる舞いを見るに貴族じゃないだろう？　ここは王宮だ。君が本来いるべきじゃない場所だってわかるよね？」

　あっさりと素す性じようを言い当てられ、反射的に身構える。

「何？　やっぱり、私の正体を周りにばらそうって言うの？」

「違ちがう違う、むしろ逆だよ」

「逆？　何がしたいのよ？」

「僕さ、人間じゃないけど、貴族じゃない君よりは、王宮での礼れい儀ぎ作法に詳くわしいと思うんだ」

　フェリルは思わせぶりに言葉を切ると、値ね踏ぶみするような目でリリーシャを見つめた。

「……つまり、あなたが貴族令れい嬢じようとしての礼儀作法や、王宮事情を教えてくれるってこと？」

「君が望むならの話だけど、どうするかい？」

　問いかけに、リリーシャはしばし考え込んだ。

　一秒でも早く契約解除の手段を探したいのが本音だが、平民であることがバレては元も子もない。急がば回れ。王宮内での厄やつ介かいごとの種を潰つぶすためにも、それなりの知識や準備が必要だろう。フェリルの曲くせ者ものぶりに不安は残るが、他ほかにこれといった良案も見当たらなかった。

「えぇ、お願いするわ。フェリルが王宮での処世術を教えてくれるならとても助かるもの」

「うん、話が早い子は嫌いじゃないよ。ルクスもそれでいいだろう？　君もこの子の教育係を探していたんだろうけど、君ってば部下も友達も少ないもんね!!」

「勝手にしろ。それにどうせおまえの目的は、こいつの教育係という大義名分を得て、俺にまとわりつくことだろ？」

「ご名答!!　さっすがルクス。僕達ってば以心伝心、相思相愛ってやつだね!!」

「敵対者との関係において、相手の思考を読むことは基本だからな」

　ルクスは無表情で切り捨てると、そのまま扉とびらの方へ向かい、取っ手へと手をかけた。

「ルクス、どこへ行くの？」

「応接間で、次の仕事の打ち合わせが入っている。同じ屋や敷しき内で離はなれる程度は問題ないようだからな。おまえはこの部屋で、フェリルから王宮の基き礎そ知識でも学んでいろ」

　扉が閉められ、フェリルと二人、部屋へと取り残されてしまった。

「あーあー、行っちゃった。相変わらずルクスは忙せわしないね。君も、彼の足を引っ張らないよう気を付けなよ」

「あなたに言われたくないわよ………。それで、あなたは私に何を教えるつもりなの？」

「ん～、逆に聞くけど、君は何を知りたい？　最初に押さえておくべきはなんだと思う？」

　試ためすような質問に、リリーシャは素す早ばやく思考を巡らせた。

「そうね、色々聞きたいことはあるけど、まずは足元から固めないとね。これから一いつ緒しよにすごすルクスについて、王宮内での立ち位置や、血けつ縁えん関係について教えてくれないかしら？」

「いい質問だね。ルクスは第三王子だけど、亡なくなったお母さんの身分が低かったからねー。王子としての立場は強くないし、任されてる仕事も、王宮の一角の警備責任者や、貴族連中との社交、つまりはご機き嫌げんとりとか、細々とした事こと柄がらが多いかな」

「そうなの。あと気になってたんだけど、フェリルって、ルクスの庇ひ護ご下にあるわけでもないよね？　なのに、そんなに自由に動き回ってて大丈夫なの？」

　主あるじのいない契けい約やく獣じゆうは命令に従わされることは無い代わりに、とても立場が弱い。

　アルフやフェリルのように完かん璧ぺきな人の姿をとることができる契約獣は数が少なく、概がいして強い力を持つ。そんな稀き少しような存在で、誰だれの庇護も受けていないフェリルは、心無い人間に狙ねらわれる危険性があるはずだ。

　リリーシャの疑問は当然だったが、フェリルに答える気配はない。

「ま、僕は色々と特別だけどさ、そんなこと、今の君が気にする余よ裕ゆうはないはずだよ？」

「……どういうこと？」

「ルクスには十一日後、どうしても外せない昼ちゆう餐さん会の予定があるんだ。それまでの十日間に令嬢教育を詰め込むんだから、君も覚かく悟ごしておくといいよ」

「十日!?　たったそれだけで!?」

「あ、ドレスの採寸や丈たけ直しで半日潰れるから、正確にいえば九日半だね」

「わざわざ言い直してくれてありがとう!!　でもどう考えても無茶よそれっ!!」

「まぁ精々、歯を食いしばって頑がん張ばるんだね～」

　理り不ふ尽じんな要求に目まいがし、思わず叫さけびだしたくなる。だが笑え顔がおのフェリルに譲じよう歩ほの余地は見えないし、そもそもルクスの恋人役を務めると決めたのはリリーシャだ。

　一度仕事を引き受けた以上、弱音を吐はいている暇ひまなど無い。

（やれるかどうかじゃない、何が何でもやるのよ!!）

　リリーシャは拳こぶしを握にぎると、フェリルへと熱い視線を向けた。

「お願いフェリル。精せい一いつ杯ぱい頑張るから、さっそく令嬢教育を始めてちょうだい!!」

「お、いいこころがけだね。それじゃまず、王宮内の基本作法について講義しようか───」
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　十日で仕上げるというフェリルの言葉は、一分の容よう赦しやもなく実行されることとなった。

　朝早くに起こされ、きつくコルセットを締しめあげドレスを着せられると、全身を侍じ女じよに磨みがき上げられる。いつもの何倍もの時間をかけて身み支じ度たくを終えるとようやく朝食の時間だが、食堂には指導役のフェリルが陣じん取どっている。少しでも銀食器の扱あつかいを間ま違ちがえようものなら、すぐさま食事を下げられてしまうのだ。

　食事を味わう余裕などなく、疲つかれだけが腹の底へと溜たまりこんでいく。

　朝食が終われば、王国史の勉強に詩の暗唱。頭がゆだってきたところで、今度は令嬢らしい礼儀作法を骨の髄ずいまで叩たたきこまれる。夕食を取るころには疲れ果てるも、座学の資料と称しようし分厚い書しよ籍せきを何冊も与あたえられ、翌日までに目を通しておくように命令され────

「はぁ…………。貴族ってのも楽じゃないのね」

　どんよりと濁にごった眼で、リリーシャは深いため息をついた。

　ため息につられ背中が丸まりかけるが、ぐっとこらえ、背筋を伸のばしたまま維い持じする。

　────令嬢教育が始まってから、今日で四日目の昼だ。

　フェリルは用事があるようで屋敷を離れていたが、リリーシャに休息は許されていない。令嬢らしい美しい立ち姿と歩き方ができるよう、自主練習を言いつけられていた。

「踵かかとは大きく床ゆかから外さず、腰こしは揺ゆらさず、上半身を揺らさないようにして、っと」

　教え込まれた内容を暗唱しつつ、ゆっくりと歩きはじめる。

　優ゆう雅がかつ柔やわらかに。ドレスのすそを乱すことなく、水面を滑すべるようにしずしずと。

　言うのは簡単。身につけるのは難しい。それこそ本物の貴族令嬢であれば、幼いころから数年がかりで習得するものだ。それを急ごしらえで仕上げようと言うのだから、リリーシャの全身は悲鳴をあげっぱなし。泥どろのような疲ひ労ろうが体の奥にわだかまっている。

　姿勢が崩くずれていないか確かく認にんしようとし、鏡の中の自分と目があった。

「酷ひどい顔」

　鏡は全身を映すほどに大きく、曇くもり一つない高級品だ。しかしそこに映った自分は、どうしようもなくみすぼらしい。丹たん念ねんに化け粧しようをほどこされても目の下の隈くまは隠かくし切れていない。美しいドレスに包まれていても、その中身は歩き方さえままならない小こ娘むすめだ。

「…………場ば違ちがいね、私」

　言葉にすると、一気に気分が落ち込んだ。

　詐さ欺ぎ同然の手口にのせられたとはいえ、ルクスの恋こい人びと役となることを決めたのは自分だ。手を抜ぬくつもりはないが、覚えるべき事柄は膨ぼう大だいで、期限はすぐそこに迫せまっている。

　一人になるとつい、焦あせりや虚むなしさを感じてしまうのだった。

（こんな時は、ニノがいてくれたらいいのだけど……）

　ニノの柔らかな体を撫なでていれば、たいていの嫌いやなことは忘れられるし、癒いやされる。

　だがニノは初めての屋敷の探たん索さくに夢中なのか、ここのところは姿が見えないことが多い。

「ニノ、今どこにいるのかなぁ」

「ちぃ？」

「………へ？」

　ニノを思うあまり幻げん聴ちようを聞いてしまったのかと思ったが、違う。

　細く開けておいた扉から、小さな金茶の頭がのぞいていた。

「よかった、ニノ。こっちにきて、撫でさせ……って、あれ？」

　ニノの後ろで飛び跳はねる黒い毛玉を見て、リリーシャは目を丸くした。

「ニノ、その子、どうしたの？」

　毛玉の正体は、短い足と小ぶりの翼つばさを持った、《黒雀シユバシユペル》という小鳥の姿をした契けい約やく獣じゆうだ。

　さして珍めずらしい種類の契約獣ではないが、ここは契約獣嫌ぎらいのルクスの屋敷。敷しき地ち内に、ニノ以外の契約獣はいないと聞いていた。

「あなた、ここに迷い込んできちゃったの？」

　黒雀の前にしゃがみ込み、声を落ち着け話しかける。

　黒雀は飛び跳ねるのをやめると、つぶらな瞳ひとみでうかがうようにこちらを見つめてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。私はあなたを傷つけるつもりは無いわ」

　柔らかい声こわ音ねを意識し黒雀に語り掛かける。リリーシャはそのままニノへと腕うでを伸ばすと、その背中を撫でまわし、指先で耳の後ろを搔かいてやった。

　ニノが心地ここちよさそうに甘え鳴きをする。それを見た黒雀が、ゆっくりとリリーシャに近寄り、嘴くちばしを擦すり寄せてきた。

（よし。とりあえず信用してもらえたみたいね）

　黒雀の頭を撫でてやりながら、小さく会心の笑みを浮うかべる。

　いきなり黒雀に触ふれようとしても、逃にげられてしまっただろう。だが幸い、黒雀はニノと一緒にやってきて仲が良さそうだった。

　ならば、先にニノとリリーシャとの信しん頼らい関係を見せれば黒雀も警けい戒かい心しんを解いてくれるかもと思ったのだが、どうやら正解だったらしい。

（懐なついてくれて嬉うれしいけど、この子いったい、どこから入り込んだんだろう……）

　不思議に思っていると、ドレスの裾すそをくいくいとニノが引っ張る。

　ニノはじっとリリーシャを見つめると、扉とびらの隙すき間まをすり抜け、室外へと飛び出してしまった。

「ニノ、どうしたの？　待ってよ」

　みだりに屋や敷しき内を出歩かないよう言われているが、ニノの行動は気になる。それに黒雀のことについて、ルクスに会って相談したかった。

　黒雀を肩かたの上にのせ、ニノの背中を追いかけ始める。

　階段を降り、廊ろう下かを進むと、屋敷の中央にある中庭に出た。

　ドレスが汚よごれないよう気をつけて芝しば生ふの上を行くと、庭の一角に植えられた樹の上に、鳥形と猫ねこ形がたの契約獣がいるのが見えた。

　二体の契約獣は毛を逆立て威い嚇かくしてきたが、黒雀が枝の上に飛び乗り近づくと、少しだけ態度を柔らかくした。

　その様子をじっと動かず観察していると、ふいに背後から人の気配を感じる。

「あ、おまえたち、そんなところにいたのか!!」

　騒そう々ぞうしい足音と共に、従僕の青年が駆かけ寄ってくる。

　彼は契約獣たちを睨にらみつけていたが、リリーシャの顔を見るなり慌あわててかしこまった。

「お騒さわがせしてすみません、お嬢じよう様さま」

　ルクスの恋人の貴族令嬢、ということになっているリリーシャに、従僕は丁てい重ちようなお辞じ儀ぎを捧ささげた。慣れない扱いに戸と惑まどうが、ひとまず彼に事情を聞いてみることにする。

「この契けい約やく獣じゆうたちは、元々この屋敷で暮らしている子たちなんですか？」

「いえ、違ちがいます。ルクス殿でん下かが、一月ほど前に急に引き取ってきたんです」

「殿下が？　殿下は契約獣のこと、お嫌きらいなはずですよね？」

「詳くわしい事情は聞いておりませんが、お仕事の一いつ環かんのようです。私どもは契約獣の世話を命じられていたのですが、契約獣が用意された部屋から抜け出すので困っていたのですよ」

　従僕は悔くやしそうに言うと、憎にく々にくしげに契約獣たちを見上げた。

　契約獣たちも彼にうなって険悪な雰ふん囲い気きだが、その場を動く気配は無い。

（どうしてこの子たち、この屋敷から逃げ出さないんだろう）

　契約獣たちが本気で屋敷から脱だつ走そうするつもりなら、とっくに姿を消しているだろう。

　なのにこの場に留とどまっているということは、目的は別にあるはずだ。

「契約獣たちの世話ですが、どんな風にしているんですか？」

「使っていなかった一室を開放し、そこに寝ね床どことなる毛布や止まり木を設置してあります」

「え、一部屋しかないんですか？」

「夜会もとりおこなえる広い部屋で、食料も十分に与えております」

「広さや食事は十分でも、それじゃ喧けん嘩かしちゃいますよ」

「どうしてです？　特別仲の悪い種族はいませんよ？」

「それだけじゃ駄だ目めです。種族間の相あい性しようが問題なくても、それと一体一体の相性は別です」

　契約獣にだって好き嫌いはあるし、嫌いな相手と一いつ緒しよにされれば負担がかかる。

　そんなこと、契約獣と接していればすぐにわかるはずだが、なにせこの屋敷の主あるじのルクスは大の契約獣嫌いだ。使用人たちも、まともに契約獣に触れたことが無かったのだろう。

　そのことについて説明すると、従僕が納なつ得とくの表情を浮かべた。

「なるほどそうだったのですか。それではさっそく、もういくつか部屋を用意してみます」

「お願いします。けどそちらだけでは、契約獣同士の相性を見み抜ぬけず、部屋割りが上手うまくいかないかもしれません。できたら、私にもお手伝いさせて貰もらえませんか？」

「お気持ちは嬉しいですが、お嬢様の手を煩わずらわせるわけには────」

「おい、そこで何をしている？」

「殿下!!」

　聞き覚えのある冷ややかな声に振ふり向く。不ふ機き嫌げんそうなルクスが歩み寄ってきた。

　ルクスは従僕から手短に事情を聞きだすと、リリーシャへと向き直った。

「今回の件におまえは関係ない。さっさと部屋に戻もどれ」

「なんでよ？　私以上に契約獣に詳しい人、この屋敷にはいないでしょう？」

「だがそれはおまえの仕事じゃない。第一おまえは、色々と忙いそがしいだろう？」

　暗に令嬢修しゆ業ぎようについて指し摘てきされ、リリーシャは言葉に詰つまった。

「おまえは自分の役割を果たせ。勝手に出歩くなと言っておいたはずだよな？　これからは専属の侍じ女じよをつけるから、部屋で大人しくしておけ」

　言い捨てたルクスは踵きびすを返すと、振り返りもせず歩き始めてしまう。

　このままでは自室から出ることを完全に禁止され、契約獣たちに不自由な思いをさせたままになるかもしれない。

　そんなのは嫌だと、リリーシャは覚かく悟ごを決め動き出した。

「お願い待って！　話を聞いてっ!!」

　ルクスに駆け寄り、引きとめようとその肩を摑つかむ。

「………何をする」

　間近から、険悪に低められた声が聞こえた。

「契約の件があるから俺に触れるなという約束、もう忘れたのか？　さっさと離はなれろ」

「あ、ごめんなさい。でもお願い、話をさせてほしいの」

　リリーシャは慌てて手を放すと、ルクスの正面へと回り込んだ。

「お願い、あの子たちが快適にすごせるよう、私に手伝わせてほしいの」

「断る。今は令嬢修業が先。少しの時間でも惜おしいはずだ」

「令嬢修業を疎おろそかにするつもりは無いわ」

　拒きよ絶ぜつにもめげず懇こん願がんすると、ルクスの眉まゆ根ねが寄った。

「おまえが契約獣好きとはいえ、あいつらとは初対面だろう？　なのに、なんでそんなにこだわるんだ？」

「私と同じだからよ」

「同じ？」

「そうよ。あの子たちはこの屋敷にやってきて、まだ一月ほどって聞いたわ。慣れない場所で、気の許せない相手と一緒の部屋に入れられて、すごく心細かったと思うの」

　契約獣たちの境きよう遇ぐうは、屋敷で令嬢修業をさせられている自分と、とてもよく似ている。

　彼らの不安を完全に無くすことは無理でも、少しくらいは居い心地ごこちのいい環かん境きようを提供できるよう手伝いたかった。

「あの子たちが部屋から逃げ出したのは、きっと不安や不満を訴うつたえたかったから。だから放ほうっておきたくない、力になりたいのよ──────お願い」

　精せい一いつ杯ぱいの思いを込め、言葉にのせる。

　じっとルクスを見つめると、根負けしたのかふいと視線をそらされてしまった。

「そこまで言うならやってみればいい。ただし、もし令嬢修業に支障があれば、即そつ刻こく打ち切らせるからな」

「ありがとうっ!!」

「っ!!　このっ、抱だき付くなっ!!」

「わっ、ごめんなさいっ!!」

　願いを聞いてもらえた喜びのあまり、うっかり抱き付いてしまっていた。

　リリーシャは慌てて身を離すと、そのまま向きを変え契約獣たちがいる木へと向かった。

　ニノや黒雀にも協力してもらい、契約獣たちに話しかけ手なずけていく。

　必死に、だけどどこか生き生きとした様子のリリーシャを見て、ルクスの紫水晶アメジストの瞳ひとみがわずかに揺ゆらめいた。

「たかが契約獣のことで、あそこまで真しん剣けんになるのか。─────おかしな女だ」

　呟つぶやくと、ルクスは先ほどリリーシャに摑まれた肩を見やった。

（あいつはさっき、俺の体に触ふれていた。その状態で俺に命令をすれば、契約上すぐにだって願いを叶かなえられたはず）

　それこそ、リリーシャはルクスに命令しさえすれば、この窮きゆう屈くつな王宮を出ていくことだってできるのだ。なのに彼女は、それをしない。理り不ふ尽じんな環境にも音をあげることなく、愚ぐ直ちよくなまでに努力を重ね、知り合ったばかりの契約獣たちのために、自分につめよってきさえした。

「本当に変わった、馬ば鹿かな女だな………」

　馬鹿な女、そう言いつつも、ルクスの口元にはうっすらと笑えみが浮うかんでいたのだった。
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　視線は正面から外さず、少しだけ顎あごを引き、唇くちびるには柔やわらかな笑みを。

　叩たたきこまれた礼れい儀ぎ作法を脳内で復唱し、リリーシャは深呼吸をした。

　右足の踵かかとを浮かせ、一歩、二歩、三歩。絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、ドレスの裾すそを揺らさないよう歩みを進める。

　フェリルのもとへと近づき、軽く腰こしを折ってお辞じ儀ぎをする。

　ゆっくりと三秒数えて頭をあげると、乾かわいた拍はく手しゆの音に出で迎むかえられた。

「うん、まぁ合格かな。歩き方や礼儀作法については、多少マシになったみたいだね」

　フェリルの言葉に安あん堵どと達成感を覚え、リリーシャは胸をなで下ろした。

　必死に令嬢修業を続け、今日で八日目。

　なんとかフェリルのお眼鏡にかなうところまで仕上げることができたようだ。

「それにしても、君も頑がん張ばったねぇ。最初の様子じゃ、十日でなんてとても無理だと思ったのに、追い詰められないと実力を発揮できないタイプなの？」

「違うわ。あの子たちのおかげで、自分のペースを取り戻せたの」

　リリーシャは笑うと、部屋の隅すみでじゃれあっている、ニノと黒雀に目を向けた。

　屋や敷しきの契けい約やく獣じゆうの世話に関かかわるうち、リリーシャは黒雀ら契約獣に懐なつかれた。

「私ね、お母さんが魔ま術じゆつ師しだったから、小さい頃ころは、家の中でたくさんの契約獣たちと暮らしてたの。その頃に戻ったみたいで懐かしかったし、気分転てん換かんにもなったのよ」

「ふーん。ま、人間そんなものかもね。終わり良ければ全すべて良しって言うし、ルクスの方も君の頑張りは認めてるみたいだ。今日の夜、また『ご褒ほう美び』をあげるって言ってたよ」

　にやにやしながら話すフェリルに、リリーシャは盛せい大だいに顔をしかめた。

「また『ご褒美』？　あんなの、ただの嫌いやがらせよ…………」

　思い出す。二日前、リリーシャは死に物狂ぐるいでその日の課題をこなし終え、ぐったりといすに座りこんでいた。そんなリリーシャに、ルクスは『褒美をやろう』と言ったのだ。

　しかし与あたえられたのは────

「山よ山!!　本の山!!　『おまえは勉強熱心だな。おまえがもっと賢かしこく令れい嬢じようらしくなれるよう俺も心から応おう援えんしているぞ』って何よそれ。私にとっては全然ご褒美じゃないわよ!!」

　目の前に積み上げられた、無む慈じ悲ひなまでの本の数々。圧あつ倒とう的なその質量に、軽く目まいがしたのを覚えている。

「えー贅ぜい沢たくだなー。ルクスのくれるものなら何だってありがたいじゃないか」

「ルクス信しん奉ぽう者のあなたと一いつ緒しよにされたくないわ」

「僕のルクスへの愛は何よりも深いんだ。君ごときじゃ、百年たっても敵かなわないだろうね」

「敵わなくても結構よ。私、ルクスには嫌きらわれてるもの。ルクスだって、嫌いな相手に好かれても迷めい惑わくなだけでしょう」

「君、そこまで嫌われてはいないと思うけど？　ルクスが本気で嫌ってる場合、虫けらみたいに見下すだけだからね。ほんと、あの視線にはゾクゾクするよ」

「……生々しい実話をありがとう」

「あはは、引いちゃった？　ま、ルクスなりに君に期待してるのは本当だと思うよ？　君がボロを出せば、ルクスだってただじゃ済まないんだからね。礼儀作法は形になったけど、まだ知識面に不安があるから、せいぜい復習しておくんだね」

　フェリルは手を振ふると、軽かろやかな足取りで隣りん室しつへと消えていった。

　気がつけば、すでに窓外の陽ひはかげり、夕ゆう闇やみの気配が迫せまってきている。リリーシャは重い体を引きずると、壁かべに取り付けられた燭しよく台だいへと火を灯ともした。書しよ棚だなから何冊か本を引き出し、机の上へと置く。

（昨日やった部分のおさらいをして、『王おう宮きゆう儀ぎ礼れい目もく録ろく』の第四章の内容を覚えて、……それに今日こそは、こっちの本も読みたいわね）

　手に取ったのは、高名な魔術師によって記された、契約魔術についての考察本だ。

（魔術についてはルクスの方が詳くわしいだろうけど、忙いそがしそうだからなぁ。私にもっと、契約魔術の解かい呪じゆについて調べる時間があればいいんだけど）

　そもそもリリーシャがこの屋敷に滞たい在ざいすることになったのも令嬢修しゆ業ぎようで苦労しているのも、全ては契約魔術のせい。ルクスから離れられないのが原因なのだ。

　人間同士が契約で結ばれた、などといった話は聞いたことも無かったが、書物をひも解けば何か糸口が見つかるかもしれない。

（無む駄だな努力かもしれないけど、やらないよりはずっとマシよね。そのためにも早く令嬢らしい教養を身に着けて、少しでも時間を作らなきゃ……）

　椅い子すにしっかりと座り直し、『王宮儀礼目録』の表紙を開く。揺れる火ほ影かげを頼たよりに黙もく々もくとページを繰くり、手元に広げた紙へ書物の要点を書き写しまとめていく。羽ペンの擦こすれる音と紙の触ふれ合う音だけが、静せい寂じやくの底へと降り積もっていった。

　それから、どれ程ほどの時間が経たったころだろうか。

「────なかなか捗はかどっているようだな」

「わっ!?」

　頭上から降ってきた声に、慌あわてて本から顔をあげた。

「ルクス!!」

「驚おどろかせて悪かったな。扉とびらを叩いても返事が無かったから、勝手に入らせてもらったぞ」

　集中しすぎて、ルクスが背後に近付いてきていても気づかなかったらしい。

　ルクスはリリーシャの背中越ごしに、じっと机の上をのぞきこんだ。

「この手書きの内容、全部おまえ一人でまとめたのか？」

「そうよ」

「ふぅん。なかなかだな」

　満足げに息をつき、ルクスが目元を和やわらげた。

　紫むらさきの瞳に燭台の灯ひが映りこみ、柔らかな輝かがやきとなって揺れている。

（ルクスが褒ほめてくれた………!?）

　頑張りが認められ、驚きと共に胸が小こ躍おどりする。嬉うれしかったが、初めて見る穏おだやかなルクスの瞳がどこか気き恥はずかしく、落ち着かなくなってしまう。

「あ、ありがとう。それで一体、私に何の用なの？」

「聞いていないのか？　約束どおり、『ご褒美』を持ってきてやったんだ」

「うげっ」

『ご褒美』の一言に、浮うわついていた心が一気に叩き落とされる。暗あん澹たんとした気持ちで背後へと振り返る。しかしルクスは手ぶらで、何も書しよ籍せきの類たぐいは見当たらなかった。

「あれ、『ご褒美』は？」

「そう急せかすな。ほらこれだ」

　ルクスは上着の内側に手を差し込むと、細長い封ふう筒とうを取り出した。

「おまえあての手紙だ。読んでみろ」

　恐おそる恐る封筒を受け取る。封筒の表面に差出人の名前は無い。

　封ふう蠟ろうをはがし開封する。中に一枚の便びん箋せんが入っており、なじみ深い筆ひつ跡せきが並んでいた。

「アルフ!?」

　食いつくように文面を読み進める。書き連ねられた言葉は、リリーシャの安否を気き遣づかい励はげますもの。文章越しにアルフの温かな心が流れ込み、リリーシャの心は解きほぐされていった。

　便箋を握にぎりしめ温ぬくもりに浸ひたるリリーシャに、ルクスは満足げな笑えみを浮うかべた。

「どうやらその様子だと、内容はいいものだったらしいな」

「えぇ。ありがとう。でもどうしてこの手紙を持ってこられたの？　うっかり私の正体がバレたらマズイからって、王宮外とのやり取りはできないって言ってたわよね？」

「伝つ手てを辿たどって、送り主を隠かくして配送できる道筋が見つかったんだ。だからお前に聞いていた住所に手紙を送ってみて、無事に返信が貰もらえるか試ためしてみたんだ」

「そうだったの。でもあらかじめ教えてくれたら、私が直接手紙を書いたのに」

「問題無く届くかどうか保証はできなかったからな。…………無駄に希望を持たせて失敗したら嫌だったんだ」

　そんなの恰かつ好こうがつかないからなと、ルクスは鼻をならし視線をそらした。

（そ、そんな理由……？　でもそれって私を落らく胆たんさせないよう、思いやってくれたってことでもあるのよね？）

　目をそらしたのは、照れ隠しだったのだろうか？　意外に子供っぽい仕草が少しだけおかしく、リリーシャの頰ほおが自然と緩ゆるんだ。

「ありがとう。アルフからの手紙が読めてすごく嬉しいわ」

　素す直なおに感謝の気持ちを伝えると、ルクスはこちらを横目に見て小さく呟つぶやいた。

「悪かったな」

「へ？　なんでルクスが謝るの？」

「おまえはたまたま召しよう喚かん魔術に成功し、偶ぐう然ぜん俺と契約を結んだだけ。そう言っていたな」

「そうだけど、今いま更さらそれがどうしたの？」

「俺はおまえの言い分を信じていなかった。どうせおまえは俺を陥おとしいれようとする貴族のまわしもので、召喚と契約についても何かからくりがあって、噓うそをついていると考えていたんだ」

　ルクスの突とつ然ぜんの告白に、リリーシャはどのような表情を浮かべればいいか迷った。

「私が怪あやしいのはわかるし、しょうがないけど……。その疑い、今はもう晴れたのよね？」

「あぁ。間かん諜ちようとして潜もぐり込んだなら出来る限り目立つ行動は控ひかえるはずだ。なのにおまえは、堂々と俺に意見し、何の得にもならない契約獣たちの世話役を買って出た。それさえも間諜としての演技ならたいした女優だが、そうではないのだろう？」

「まさか。私はただ自分がやりたいから、あの子たちに関わっただけよ」

「だろうな。数日間行動を観察して、フェリルの報告を聞いてもおまえに怪しいそぶりは無かった。おまえはどう見てもただの巻き込まれた人間。裏も表も無いド平民だとわかった」

「ド平民……」

「そう。おまえは貴族や王宮などに縁えんの無い、根っからの町まち娘むすめだ。そんなおまえに突然貴族令れい嬢じようとして振ふる舞まえなどと言ってしまい…………すまなかったな」

　ルクスはリリーシャを見み据すえると、今度は視線をそらさずしっかりと謝った。

「……別にいいわよ。貴族令嬢のフリをしなきゃ、王宮にいられないのは事実だもの」

　思いがけず殊しゆ勝しような態度のルクスに調子が狂くるう。

　リリーシャにとってルクスは、上から目線で理り不ふ尽じんな要求を迫ってくる人間だった。だがルクスの方も、信じられない事態の連続に驚き、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていただけかもしれない。

　リリーシャへの当たりが強かったのも、きっと警けい戒かい心しんの表れだったのだろう。

　そう思ってルクスの行動を振り返れば、以前『ご褒ほう美び』として与あたえられた書物も、リリーシャの勉強が少しでもはかどるようにという、彼なりの罪つみ滅ほろぼしだったのかもしれない。

（書物を選ぶのにだって時間がかかるし、どの本もわかりやすいものばかりだったものね）

「ルクスのくれた本、読みやすくてためになったわ」

「ふん、俺が選んでやった本なんだ。当然だろう」

　礼を述べると、先ほどまでの神しん妙みような面おも持もちはどこへやら。ルクスはたちまち、高こう慢まんな態度を取り戻もどしてしまった。

（もぅ、なんでそんなに偉えらそうなのよ。でも…………）

　下手に罪悪感を感じて殊勝になられるより、これはこれでルクスらしいのかもしれない。

「本は助かったけど、その、これからは本を『ご褒美』って言って渡わたすのはやめてね？　ありがたいんだけど、ややこしいというか。ほら、今日みたいに本当にうれしい『ご褒美』を貰える時にも、思わず身構えちゃうというか…………」

「心配するな。おまえに渡した本とフェリルのスパルタ教育のおかげで、王宮で過ごすための基き礎そ知識はほぼ全すべて網もう羅らできる。これ以上追加で本を渡すことは無い」

「良かった!!　それなら今ある本、早く読んで頭に入れちゃわないとね」

　気合いを入れ直し机上の書籍へと手をかけると、手元に真新しい便箋が差し出された。

「何よこれ？」

「せっかく自宅からの手紙を届けてやったんだ。返信を書いておけ」

「え、いいの？　そんなに簡単に王宮の外と手紙のやり取りはできないでしょう？」

「あぁ、そうだ。だからこれは特別、人にん参じんのようなものだ」

「『人参』？」

「馬にも人参。重い積み荷を曳ひく馬車馬だって、わかりやすい褒美があればやる気が出るだろう？」

「馬車馬………」

「おまえが予定通り、明後日あさつてまでに令嬢修しゆ業ぎようを一通り終えることができたら、その手紙を俺が責任を持って届けてやる。せいぜい勉強に励むといい」

　もし勉強が遅おくれれば、容よう赦しやなく手紙の権利ははく奪だつするからな。

　そう言い切ると、ルクスは素早く身をひるがえし部屋を退出していってしまった。

「……もぅ、何よ。泥どろ棒ぼう猫ねこの次は馬車馬？　ルクスもフェリルも、本当に失礼しちゃうわよね」

　文句を言いつつも、リリーシャの口元はゆるんでいた。

　人を馬車馬にたとえるのはどうかと思うが、手紙の件はリリーシャを思いやってのことだ。あれもきっとルクスなりの励ましで、照れ隠しでもあるのだろう。

「ルクスって口は悪いし素直じゃないけど、そんな悪い人じゃないのかも？」

「ちぃ？」

　独り言のつもりだったが、合いの手をいれるようにニノが鳴き声をあげた。

　ルクスの気配を察して寝しん台だいの陰かげに隠れていたが、リリーシャの様子が気になり出てきたようだった。

「ニノ、喜んで!!　アルフに手紙が出せるのよ」

「ちぃちぃ!!」

　やったね!!　と言うように鳴くニノを撫なでると、リリーシャは便箋を手に取った。

　右手で上質な紙の触さわり心地ごこちを感じつつ、左手で机の引き出しを開く。

　ルクスの励ましに応こたえるためにも、今は令嬢修業の知識を身に着けるのが先だ。

　リリーシャは便箋を引き出しの奥にしまうと、黙もく々もくと勉強を再開したのだった。
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「う、うぅ………あ、頭が割れそう……」

　ガラガラと響ひびく車輪の音が、勉強で寝ね不ぶ足そく気味の頭をかき乱す。

　馬車の座席にもたれかかったリリーシャは、ぐったりしてため息をついた。

　今日は約束の十一日目。ルクスが呼ばれている昼ちゆう餐さん会に付き従うため、リリーシャが屋や敷しきの敷地外に出る初めての日だ。

（それにしてもまさか、王宮内での移動に馬車を使うことになるなんてね）

　王宮の内部は、町一つ入るほどに広大だった。

　ルクスの仕事場があり、国政の中ちゆう枢すうでもあるグリューデンブルグ宮きゆう殿でん。王宮の端はしに位置するルクスの屋敷からは、歩きではそれなりの時間がかかる距きよ離りだった。

（そもそもグリューデンブルグ宮殿が遠いせいで、私が令嬢教育を受ける羽目になったのよね）

　フェリルのしごきを思い出し、げっそりとする。

　ルクスは以前リリーシャが気絶している時に、どれほど離はなれることができるか試ためしたらしい。

　その結果、屋敷からグリューデンブルグ宮殿への道の半ばほどで限界が訪おとずれたと言う。

　それでは仕事に出ることもできないからと、リリーシャを連れ歩く必要が出て来たのだった。

（…………そういえば、今いま頃ごろはアルフのもとに手紙は届いているのかしら）

　少しでも気分を紛まぎらわそうと、意識を王宮の外へと向ける。

　約束通り、ルクスは昨晩手紙の配達を手配してくれた。何も問題が発生していなければ、今朝早くに自宅に届いているはずだ。

　馬車の窓から自宅のある方角を眺ながめていると、向かいの席からルクスの咳せき払ばらいが聞こえた。

「おまえ、本当に大だい丈じよう夫ぶか？　くれぐれもさっきの独り言のような、死にそうな声で人前でしゃべるなよ。病やみ上がりという設定で誤ご魔ま化かすにしても限度があるからな？」

　心配二割、嫌いやみと念押しが八割といったルクスの言葉に、リリーシャは緩ゆるく口角をあげた。

「あら、心配していただかなくても結構ですわ。私、ルクス殿下の恋こい人びととして、いつだって殿下にふさわしい姿であるよう、精せい一いつ杯ぱい努力しておりますから」

　ガラリと口調を変え、扇おうぎを口元へと添そえ微笑ほほえんだ。

　病弱なため屋敷に閉じ込められて育った、とある子し爵しやく令れい嬢じよう。箱はこ入いり娘むすめのため貴族社会の礼れい儀ぎ作法にはやや疎うといが、清せい廉れんな心根で王子の心を射止め、その寵ちよう愛あいを受けた娘────それが今回リリーシャに与えられた設定だ。

「女というのは化ける生き物だな、わが愛いとしの《百合ゆりの君》」

「女だからでは無く、愛しい愛しい殿下のお仕事のためですわ」

　リリーシャは笑えみを深めると、自らの耳の上、髪かみにさされた宝石へと手を伸のばした。

（それにしても、百合の君ねぇ）

　指先で、宝石と銀細工で白百合を象かたどった髪かみ飾かざりにそっと触ふれる。

　身分をいつわることとなったリリーシャだったが、実在の子爵家の名を騙かたるのはまずい。

　そこでルクスの正式な婚こん約やく者ではなく、あくまで秘密の恋人、家名も本名も明かさない、通つう称しよう百合の君という設定で押し通すことにした。

　秘密の恋人。なのに、堂々とルクスと王宮を歩きまわる。そんな矛む盾じゆんした設定で大丈夫なのかという心配はリリーシャの、つまりは町娘のとり越こし苦労らしい。

　王おう侯こう貴族にとって、婚こん姻いんとは家を富ませるための手段であり、責務である。それゆえ家の取り決めた婚約者以外の異性との関係────恋れん愛あいが、一種の遊ゆう戯ぎとして成立するらしい。後あと腐くされのないよう、身元を偽った秘密の恋人など珍めずらしくないというのだった。

（いくら秘密の恋人だからって平民じゃダメだからと修業をさせられたけど、ほんっと王族や貴族ってよくわからないわね…………）

　考えながら窓の外を見ていると、流れゆく景色が速度を落としていくのがわかる。

　ガタンと大きな音を立て、馬車の振しん動どうが止まった。いよいよ宮殿に到とう着ちやくしたようだ。深呼吸をしたリリーシャだったが、目の前にルクスの右手が差し出され、固まってしまう。

　右手の意図を測りかね戸と惑まどっていると、ルクスが強ごう引いんにリリーシャの手をとった。

「何するの？　私、ルクスの体に触れたら、罰ばつ金きんとして百マルツって言われてたわよ？」

「口調。素すにもどってるぞ」

「……やんごとなき御おん身みに触れるなど、私には恐おそれ多いのですが」

「演技のためだ。今から恋人のふりをするんだぞ？　手の一つも繫つないでエスコートしてやらなければ不自然だ。おまえも人目のある場所なら、さすがに馬ば鹿かな命令を出したりはしないだろう？」

「わかりましたわ」

　手て袋ぶくろに包まれた左手を、そっとルクスの掌てのひらに載のせ直す。

　口調とは裏腹に、ルクスの手つきは優やさしい。

　硝子ガラス細工を扱あつかうように丁てい寧ねいに指を握にぎられ、少しだけくすぐったかった。

（指、長い……それに掌も大きいわ）

　自分とは違ちがい男性らしい手を見つめていると、ルクスがけげんそうに声をあげた。

「動きが止まったが、大丈夫か？」

　ぎゅう、と。ルクスの指が、強くリリーシャの指を握った。

「─────っ!?」

「緊きん張ちようして黙だまり込むのもわかるが、心配するな。俺を頼たよればいい」

　もう一度、リリーシャの指を強く握ったルクスは、

「なんせ俺は、おまえの『恋人』なんだからな」

　艶あでやかに、それでいて悪戯いたずらっ子のように笑った。

「わ、わかっていますわよ。頼りにしてますわ、殿下」

　ルクスの手に見とれていましたと、そう素直に告げることもできず誤魔化すと、妙みように心臓の鼓こ動どうが速く、頰ほおが熱くなった。

「わかればいい。いくぞ」

　ルクスが馬車の内ない壁へきを軽く叩たたき、御ぎよ者しやへと指示を出す。忠実な御者の手により、すぐさま馬車の扉とびらが開かれ、外の光が流れ込んできた。

（眩まぶしいっ!!）

　馬車の外には、降り注ぐ日差しと、陽光を反射する白はく亜あの王宮がある。しかし何よりもリリーシャを圧あつ倒とうしたのは、馬車の前に勢ぞろいした、豪ごう華か絢けん爛らんな紳しん士し淑しゆく女じよの集団だった。

（十万マルツ、いえ二十万マルツ？　あの人たちの服ふく飾しよく品だけで、家が何十軒けんたつかしら………）

　美しく着飾った彼ら彼女らの関心は、全すべてリリーシャ達へと向けられている。ルクスに手をとられ馬車から降りると、途と端たんに数十人分の視線が突つき刺ささった。

「……よし、これだけ観客がいれば充じゆう分ぶんだな」

　観客？　ルクスの声をいぶかしむ間もなく、繫いだ手を強い力でひかれる。

　驚おどろいてバランスを崩くずす。ルクスの胸むな板いたへ倒たおれこむと、上から心配そうな声が降ってきた。

「大丈夫かい、百合の君」

　自分で転ばせておいて何を言っているのよ───そう怒おこりかけたリリーシャだったが、

（…………だ、誰だれよ、この人）

　とろけるように甘い、別人のような微笑みを浮うかべたルクスを見、絶句する。

　先ほど女は化けると言われたが、猫ねこの被かぶりっぷりはルクスの方が何倍も上だ。

「い、いぇ、日差しが強かったので、少し目がくらんだだけですわ」

「日差し？　君の思いやりは素晴らしいが、正直に私を頼ってはくれないかな？」

「正直に？　私は何も噓うそなどいっておりませっ!?」

　優しく、だが強引に、ルクスの胸へと抱だき寄せられる。

（はい!?）

　混乱する頭に、「あの殿下が躊ちゆう躇ちよなく抱ほう擁ようを!?」と、驚きの声が聞こえた。

「君は優しいが恥はずかしがり屋だ。わずらわしいのは日差しでは無く、ぶしつけに眺める観客の視線に身がすくんでしまったのだろう？　これは私の失態だ。君の姿を見れば、誰もが目を離せなくなると、誰よりも知っていたはずだからね」

　ルクスはリリーシャのあごに手をかけると、熱っぽい目で見つめてきた。

　演技だとわかってなお、騙だまされそうになってしまうほどルクスの視線は情熱的だ。

「…………私ごときに、そのような価値はありませんわ」

「ふふ、君の謙けん虚きよさは美徳でもあるが、私にはいささか悩なやましいな。君は私にだけ、その愛らしい笑顔を見せてくれればいいんだ。さぁ、いこう」

　促うながされ、王宮の入り口へと歩き始める。野次馬たちもルクスの機き嫌げんを損そこねることを恐れてか、気安く近づくこともできないようだった。

（つまり恋人わたしを心配してるフリで溺でき愛あいぶりを見せつけて、周りを牽けん制せいしようってこと？）

　狙ねらいはわかるが、演技をするならあらかじめ教えておいてほしかった。

　リリーシャの不満な気持ちが伝わったのか、そっとルクスが耳打ちしてきた。

「おい、今は無む駄だなことを考えるな。しっかりと足を動かせ」

　間近に落ちた不ふ機き嫌げんな低音の呟つぶやきに、思わずルクスの顔を見上げる。

（わ、笑ってる。顔は笑ってるのに、なんであんな声が出せるのよ……）

　客商売に慣れたリリーシャだって、そんな芸当はできやしない。

「おおかた、俺が前もって説明をしなかったのが不満なんだろう？」

「そうよ」

　声を潜ひそめたルクスに、こちらも小声で返答する。

「今後のため、おまえが人前で怖おじ気けづかずに会話を切り返せるかどうか、試ためさせてもらった」
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「フェリルのしごきに比べれば、他ほかの人たちなんてそよ風みたいなものよ。まぁ、ルクスの変わりっぷりには驚いたけど、一応合格でしょ？」

「ギリギリな。これからが本番だから、気を抜ぬくなよ」

「わかってるわよ。まかせておい────」

　リリーシャの呟きは、鳴り響ひびいた羽ばたきの音にかき消された。

　気づけば、リリーシャ達がいるのは既すでに王宮の内部。吹ふき抜け構造の高い天てん井じようがある広々とした入り口の間だ。しかし室内にいながら、羽ばたきの音は、頭上から響いてきている。

（わぁ!!）

　見上げた先、油ゆ彩さい画が施ほどこされた天井を背景に、何羽もの鳥と獣けものたちが舞まっている。

　瑠る璃り色いろの翼つばさではばたく小鳥。双ふたつの頭と四つの瞳ひとみを持つ猛もう禽きん。そして、背中から翼をはやした狼おおかみ────契けい約やく獣じゆうたちだ。

　金銀細工の煌きらめく豪ごう奢しやな内装と、契約獣の雄ゆう姿しによって彩いろどられた幻げん想そう的な宮きゆう殿でん風景。

　これこそが、大陸に名高い魔ま術じゆつ国家、ヴァルトシュタイン王国の国こく威いを示す一端だ。

　貴族たちの多くが魔術師の家系でもあり、その力を誇こ示じするように契約獣を連れ歩いていた。

（さっきはルクスの変へん貌ぼうに驚いて気付かなかったけど、王宮ってたくさんの契約獣がいるのね）

　初めて見る種類の契約獣たちに目を奪うばわれていると、ふいにドレスが揺ゆれたのを感じた。隠しポケツトに潜ませていたニノが、くいくいと布地を引っ張ったのだ。

（どうしたんだろ。ここにいる契約獣の気配に興奮してるのかしら？）

　首をかしげていると、後方が騒さわがしくなった。ルクスも気になったのか、背後へと視線を巡めぐらす。その一いつ瞬しゆん、ルクスの笑え顔がおに亀き裂れつが走ったのをリリーシャは見た。

「ルークース～」

　ルクスの不機嫌の原因は、後方から声をあげてやってきた。

「フェリル？」

　用事があるからと別行動をしていたはずなのに、何故なぜこの場にいるのだろうか。

　疑問に思ってフェリルを見る。するとその後ろに、銀色の長ちよう髪はつを一つ結びにした背の高い男がいるのに気が付いた。

「え？」

　リリーシャにとっては見なれた、だが、決して、ここにはいないはずのその姿は。

（なんでアルフが王宮に!?）

　貴族風の服装を身にまとっているが、間ま違ちがいなくアルフだ。

　アルフもこちらの姿に気がついたようで、早足に距きよ離りを詰つめてくる。

「百合ゆりの君!!」

　あともう少しで、リリーシャにアルフの腕うでが届くと言う時、ルクスがリリーシャを強く抱きよせた。

「彼女には触さわらないでもらおう」

　リリーシャの所有権を主張するかのような仕草に、アルフの瞳が剣けん吞のんに細められる。

「あなたの方こそ、彼女に触ふれないでもらえませんか？」

「彼女は私の恋こい人びとだ。私には彼女に触れる権利がある」

「私にだって彼女を守る義務がある。その手を離はなしてください」

　ルクスとアルフの間に、バチバチと火花が散る。

　二人とも容姿が整っているぶん迫はく力りよくがあり、周囲の目を引きつけまくっていた。

「二人とも、どうか落ち着いてくださいませ!!　殿でん下か、彼は、その、私の幼おさな馴な染じみですの。宮中に知り合いのいない私のことを慮おもんぱかって、わざわざ様子を見にきてくれたのですわ」

　必死にアルフに目め配くばせし、話を合わせてくれるよう訴うつたえる。

　するとアルフはごくわずか、リリーシャにしか分からない程度に頷うなずいた。

「私は彼女が幼いころから、ずっとその傍そばで見守っていたんです。おかしな虫がつかないよう、彼女の母親から頼たのまれていましてね」

「ならば君の役割は終わりだ。早く帰りたまえ」

「それはできません。私が王宮を去るのは、彼女と同じ時ですから」

　リリーシャを巡って口論を続ける二人の姿に、周囲の貴婦人達から、「まぁ、うらやましい」「まるでお芝しば居いみたい」「お二方とも、美しいわね」と、甘いため息が漏もれる。

「わぁ、百合の君ってば、すっごくモテモテだね!!」

　軽けい薄はくな声でフェリルが茶々を入れる。リリーシャは冷や汗あせをかいた。

　アルフの正体は隠せたようだが、周囲にはなはだしい勘かん違ちがいをばら撒まいてしまった気がする。

　リリーシャ達は好こう奇きの視線の中、そのままアルフとフェリルを連れ、ルクスの執しつ務む室へと向かった。仕事を溜ためこんでいるルクスと別れ、その隣となりにある控ひかえ室しつに入る。

「アルフ!!　すごくあいたかったわ!!」

　アルフに駆かけ寄り、力いっぱい抱き着く。

　久しぶりの抱擁を堪たん能のうしていると、アルフが心配そうにのぞきこんできた。

「あのルクスこぞうに何か嫌いやな思いをさせられなかったですか？」

「心配してくれてありがとう。私は大だい丈じよう夫ぶだけど、アルフの方こそどうやって王宮の中に入ってきたの？」

「あぁ、それなら僕が招待してあげたんだよ」

「えっ、フェリルが？」

「そ、僕だよ。君さ、自宅宛あてに手紙を書いていただろ？　君が普ふ段だんどんな暮らしをしているか気になって、こっそり配達人の後をつけてみたんだよ」

「そんな簡単に尾び行こうできるものなの？」

「ルクスを陰かげひなたに見守る僕の隠おん密みつ力を舐なめないでほしい」

「舐めないわよ!!　むしろ怖こわすぎて震ふるえるわよっ!!」

　手紙を送るのは機密上危ないかもと言われていたが、まさかこんな身近に伏ふく兵へいがいたとは。

　リリーシャは頭痛をこらえるように眉み間けんに指をあてがった。

「フェリルの行動は分かったけど、なんでアルフは、わざわざフェリルの誘さそいにのったの？」

「フェリルがいたから、です。君をフェリルの傍に一人置いとくなんて、できるわけがない」

「どうしてそこで、フェリルの名前が出てくるの？　ひょっとして知り合い？」

「……まさか」

　アルフは視線をそらすと、リリーシャに言い聞かせるように語りかけた。

「フェリルから、彼が伝説の『六ろつ騎き英えい』だと聞きました」

「え、噓うそでしょう!?」

『六騎英』。それは建国神話に謳うたわれる、初代国王に付き従った六体の契約獣のことだ。

　この国の人間の誰だれもがその活かつ躍やくを子こ守もり歌に成長する、栄光と威い光こうの象しよう徴ちよう。

　その一体がフェリルだなんて、とても信じられるわけが無い。

　まじまじとフェリルを見つめると、軽薄な笑いが返ってくる。

「ほんとほんと。良かったら、君向けににサインでもしてあげようか？」

「…………遠えん慮りよしておくわ」

　とらえどころがないフェリルだが、噓をつくことはない。

（でも、よりにもよって、憧あこがれの《六騎英》が変態的尾行能力を誇ほこる存在だったなんて……）

　幼いころの純じゆん粋すいな憧れを返してほしくなる。

　リリーシャが脱だつ力りよく感に苛さいなまれていると、アルフが話を再開した。

「伝説と言えば聞こえはいいですが、そういった存在には厄やつ介かいな事情がつきものです。リリーシャが巻き込まれてしまうんじゃないかと、心配でたまらなかったんですよ」

「えぇ～酷ひどいな～。風評被ひ害がいだよ～」

　大げさに嘆なげくフェリルを無視し、アルフは服の内側へと手を入れた。

「それに理由はもう一つあります。これをリリーシャに渡わたしたかったんです」

　アルフの掌てのひらに載のっているのは緑色の石と銀色の鎖くさりのペンダントだ。

「お母さんのペンダント!?　アルフが探して、鎖を直してきてくれたの？」

　あの日森で暴漢に襲おそわれた際、無くしてしまったペンダント。森の中のどのあたりで落としたかもあやふやで、見つからないかもと覚かく悟ごしていたものだ。

「はい。これは大切なものです。しっかり身につけ、今度こそ手放さないでくださいね」

　アルフはペンダントを手にとると、ぎゅっとリリーシャの手へと握にぎりこませた。

「ありがとう、助かったわ……………」

「黙だまり込んでどうしたんです、リリーシャ？」

「……なんでもないわ」

　契けい印いんのある左胸に一瞬違い和わ感かんを覚えた気がしたが、服越ごしに触ってみてもこれといった異常は無い。気のせいだろうかと首を捻ひねっていると、フェリルがおどけた声をあげた。

「しかし君達、そうしてるとまるで恋人同士みたいだね」

「えっ？」

「ペンダントなんて渡しちゃって、手を握り合ってさ。これで甘い言葉があれば完かん璧ぺきだね」

「そんなわけないじゃない。これ、私のお母さんの形見のペンダントよ」

「亡なき母親を通して深まる男女の仲。有りだと思うよ」

「無いわよ。アルフのことは大切だけど、それは家族だからだもの」

「ふーん。君から見ればそうなんだ。でもアルフの方はそうじゃないか───わっ!!」

　フェリルが首をすくめると、その上を青白い火花が踊おどった。

　アルフが紫し電でんをまとわせた腕を伸のばし、フェリルへと狙ねらいを定めていた。

「危ないな～、うっかり髪かみが焦こげたらどうしてくれるのさ」

「王宮の名物料理は鳥の丸焼きだと聞いているのですが、どうでしょうか？」

「残念。僕は煮にても焼いても食えないって、もっぱらの評判だからね」

　フェリルは軽口を叩たたきつつも身の危険を覚えたのか、正体の鳥の姿へと戻もどり、窓を押し開けて外へとはばたいていった。

　アルフはそれを見送ると窓を閉じ鍵かぎをかけ、リリーシャへと声をかけた。

「さて、邪じや魔まなおしゃべり鳥もいなくなりましたし、今度はリリーシャの方の事情も説明してもらいましょうか」

「えぇ、わかったわ。でもさっき、なんでいきなりフェリルに雷かみなりを向けたの？」

「ああいう輩やからは口を開くと長いから、適当に追っ払ぱらったほうがいいんですよ」

　アルフは言い切ると、窓にしっかりとカーテンを引いたのだった。
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「やぁ百合ゆりの君、こんなところでお会いできるとは光栄ですな」

「こちらこそ。今日もお元気そうでなによりですわ、ゲルトルード伯はく爵しやく」

　背後からかけられた男の声に、リリーシャは柔やわらかな笑えみを浮うかべ返礼をした。

　ドレスの裾すそをつまんで礼をしつつ、内心またこの人かと悪態をつく。

（早く図書館に行きたいのに、めんどくさいわね）

　────リリーシャが王宮で人前に出てから、十日ほど経たった。

　王宮にも慣れてくると、一日中じっとしているのはもったいない。そのためリリーシャはルクスの仕事中、近くにある王立図書館へと足しげく通っていた。

　リリーシャの目的は、契約魔術の解かい呪じゆ手段が無いか調べること。膨ぼう大だいな蔵書は魅み力りよく的だったが、邪魔が入ることも多い。その障害物の筆頭が、今目の前にいるゲルトルード伯爵だ。図書館への道程を先回りし、王宮の回かい廊ろうで待ち伏ぶせていたらしい。

　伯爵はリリーシャの前に立つと、全身を嘗なめ回すように見た。

「本日も麗うるわしい装いですな。そのドレスは殿でん下かから賜たまわったもので？」

「えぇ。私にはもったいないドレスですが、せっかくの贈おくり物ですから」

「上等の絹も、相応ふさわしい女性がまとってこそ。まことに、あなたさまも罪深いお方です」

「私が？　まさか美しさは罪と、そんな陳ちん腐ぷな言葉を仰おつしやるおつもりで？」

「いえいえ。ただ、殿下の手で一ひと際きわまばゆく輝かがやくあなたさまを見て、かの《蒼そう氷ひようの君》がどう思うかと考えると、このわしの胸も痛みましてな」

「まぁ、それは大変。伯爵様のお痛みを取り除くためにも、私はよそに参りましょうか？」

　わざとらしい伯爵の嘆たん息そくを、笑顔でリリーシャは受け流した。

　蒼氷の君とは、王宮でアルフにつけられた呼び名だ。

　あの日王宮にやってきて以来、アルフはルクスの屋や敷しきへと滞たい在ざいしていた。ルクスは初めアルフを追い返そうとしていたが、リリーシャの頼たのみで渋しぶ々しぶアルフを受け入れてくれている。アルフもあれ以来大人しく過ごしているが、いくつか小さな問題も発生した。

　元々リリーシャはルクスの恋こい人びととして注目の的だったのに加え、『王子の寵ちよう愛あいを受けながらも、美しい幼おさな馴な染じみの青年に思いを捧ささげられ、二人の愛をもてあそぶ魔ま性しようの令れい嬢じよう』と言う噂うわさまででてきた。貴族たちは噂の真相を探さぐろうと躍やつ起きになっており、暇ひまと好こう奇き心しんを持て余した彼らに付き合っていてはキリが無い。

　リリーシャが伯爵のもとから去ろうとすると、伯爵が慌あわてて口を開いた。

「お待ちください百合の君。本日は、珍めずらしい南方の砂糖菓が子しが手に入ったのです。わしといっしょに、あちらのサロンでお茶などいかがですかな？」

「ありがたいですが申し訳ございません。私、予定がありますの」

「まさか、また図書館に？　あなたのような花のごとき令嬢が、物も言わぬ書物と時間を過ごすなど、とてももったいないことですぞ」

「病弱な私にとって書物は親しい友人です。では忙いそがしいので、失礼いたしますね」

　ドレスを翻ひるがえし背を向けるも、伯爵に回り込まれ行く手を阻はばまれてしまう。

「昔からの友人は得え難がたい宝と言いますが、百合の君の書物しんゆうは時間に囚とらわれないお方だ。どうかあなたさまのお時間を、新しき友である私めにいただけないでしょうか？」

（あぁもう!!　誰が友達よ白々しいっ!!）

　うっとうしいが、令嬢として振ふる舞まっている以上、伯爵を押し退のけて逃にげることもできない。

　どうすれば角を立てずに場を去れるか考えていると、伯爵が一通の封ふう筒とうを取り出した。

「その封筒は、私に？」

「えぇ。わしはあなたさまとお話しできるだけで光栄なのです。ですから一度、我が家の舞ぶ踏とう会においで頂けないでしょうか？」

　手紙は、その舞踏会の招待状なのだろう。リリーシャは、素す早ばやくその封筒を観察した。

（封ふう蠟ろうの色は青、それに押された家か紋もんもゲルトルード伯爵家の略式のものね……）

　青の封蠟は、貴族間の些さ細さいな私信に用いられるものだ。

　格式の低い形式のため、中身の招待状を断ることもできるし、それで咎とがめられることも無いはずだった。

「その招待状、頂きますわ。後ほど、殿下のご予定をおうかがいしておきます」

「快いお返事を期待しておりますぞ」

「はい。では失礼いたします。今日のお茶のお誘さそいの方は辞退させてもらいますわね」

「えぇ、今日のところは、残念ですがここまでにしておきましょう」

　粘ねばつく視線を残し、伯爵が歩み去っていく。

　解放され、リリーシャはそっと小さく息を吐つく。伯爵があっさりと引き下がったということは、やはり招待状を受け取ったのは正解だったらしい。

　伯爵はリリーシャに執しゆう着ちやくしているし、貴族としてのプライドもある。リリーシャが会話を拒きよ絶ぜつしても、簡単には応じてくれないのは実証済みだ。そこで招待状を形だけでも受け取れば、伯爵の意を一部受け入れ譲じよう歩ほしたことになり、伯爵も面子メンツを保つことができるのである。

（貴族づきあいってまどろっこしいなぁ。招待状、ルクスに見せて断ってもらわないとね）

　無くさないように封筒を隠しポケツトにしまおうとすると、指先に柔らかく湿しめった感かん触しよくがあたる。

　隠しポケツトの中で丸まっていたニノが、指の腹を舌で舐なめたらしい。

　令嬢としてのドレスは布地が多い分動きにくいが、隠しポケツトが大きいのは便利なことだ。

　招待状を折り曲げたりしないようしまいこむと、この先の予定を考えた。

（今すぐ図書館にいっても、待ち伏せされてそうよねぇ）

　伯爵は引き下がったが、あれは今日限定、かつ伯爵個人に限っての話だ。

　伯爵に付き従う貴族は多く、彼らが図書館への途と上じように待ち構えている可能性も高い。

（うーん、あんまりルクスから離はなれることも出来ないし、せっかくだから、前にフェリルに教えてもらった場所で時間を潰つぶそうかしら）

　いくつかの廊下を巡めぐり、開放された扉とびらから外へとでる。

　外気は少し肌はだ寒ざむかったが、短時間の散策なら風邪かぜをひくことも無いだろう。

　王宮正面の裏手にあたるここは、背の低い木々や花の植えられた憩いこいの庭だ。

　この中庭には飛沫しぶきを噴ふき上げる噴ふん水すいも、綺き麗れいに刈かり込まれた生いけ垣がきの列も無い。木々や花々を良く見ればきちんと手入れされているのがわかるが、全体として草花の自然の姿を活いかすよう作られた、こぢんまりとした庭のようだ。

　庭の小道や東あずま屋やのところどころで貴族達が談だん笑しようしていたが、リリーシャを追いかけまわそうとする人間はいなかった。

（確かにここ、のんびりできるいい場所ね。表の庭も豪ごう華かで綺麗だったけど、私にはやっぱり、これくらい落ち着いたところの方がいいわ）

　深呼吸し緑の香かおりを吸い込む。ドレスの裾を地面にすって汚よごさないよう、ゆっくりと気を付けて歩き始めた。

　濃こいオレンジのカトレア、芳ほう香こうを放つプリムラ、日向ひなたに咲さくブーゲンビリア。

　秋の花々を観賞し散歩を楽しんでいたリリーシャは、ふと眉まゆをひそめた。

　低木の茂しげみの陰かげに、男物の靴くつが見える。視線を動かすと、従僕のお仕着せをきたとび色の頭がある。小こ柄がらな男がうつ伏せに倒たおれこんでいるようだった。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声をかけるも、横たわる男に反応は見られない。困ったリリーシャは助けを求めて周囲を見み渡わたしたが、貴族達は目をそらすばかりで手を貸してくれそうに無かった。

（どうしよう。もし、病気か何かの発ほつ作さだったら大変だわ）

　借りもののドレスが汚よごれてしまうが、それよりも人命の方が大切だ。

「私の声、聞こえますか？　大丈夫ですか？」

　地面へしゃがみこみ、手を握にぎって呼びかける。男の手は手て袋ぶくろに包まれていたが、布地ごしでもわかるほど冷え切っている。あまりの冷たさに驚おどろいていると、男が手を握り返してきた。

　反応にほっとしていると急に男が身を起こし、こちらへガバリと抱だきついてきた。

「な、何をするんですか!?　離してください!!」

　もがくも、男の力は弱まらない。だからといって体調が悪いかもしれない人間を突つき飛ばすわけにもいかず途と方ほうに暮れていると、男の囁ささやきが耳に入る。

「温かい」

　呟つぶやいた顔はリリーシャより少し下の、まだ少年といった年とし頃ごろだ。優やさしげに整った面おも立だちだが、左ひだり頰ほおに青みがかった緑の鱗うろこが輝いていた。

「その鱗………。あなた、契けい約やく獣じゆうでしたのね」

「はい、急に抱きついてしまいすみませんでした」

　鱗のある肌はだを持った契約獣は身を離すと、申し訳なさそうに謝った。

「僕はテオと言います。正体はトカゲに似た姿で、寒くなると体が冷え切って、動けなくなってしまうんです。あなたの体温のおかげで助かりました」

「良かったですけど、もう大丈夫ですの？　顔や手、随ずい分ぶんと冷えてしまってますわよ？」

　熱を測る要領で、テオの額へと触ふれる。

　するとテオが驚き、まじまじとリリーシャの顔を見つめた。

「あの、気持ち悪くないんですか？」

「何がですの？」

「僕の鱗です。こんなものが顔にあったら、気持ち悪いでしょう」

　リリーシャの手が払はらいのけられる。苦く笑ったテオが、鱗を隠すように顔を背そむけた。

　その態度にリリーシャは瞬まばたきをすると、そっと右手を持ち上げた。

「別に、気持ち悪くなんてないですわ」

「わっ!?」

　右手をテオの頰にあてがい、その鱗へと触れた。

「これで、信じてもらえたでしょう？」

　言葉より行動だ。

　リリーシャだって人間に鱗があったら驚くが、テオは契約獣だ。ならばただの個性でしかなく、忌き避ひする理由は見当たらなかった。

「はい……。あなた、変わっていますね。貴族の女性の方に鱗を触さわられたのも、助け起こされたのも初めてです」

「変わっているだなんて、そんなことありませんわ。私はただの子し爵しやく令嬢ですから」

　ほほほほ、と。とりあえず笑い、誤ご魔ま化かしておく。

　テオから視線をそらし周囲を見回すと、こちらを眺ながめる冷ややかな視線に気がついた。

（何よあの目。鱗が苦手って人がいるのはわかるけど、あからさまに嫌けん悪お感かんを向けなくてもいいじゃない）

　完かん璧ぺきな人間の姿をとることができる契約獣は、僅わずかな高位のものだけだ。

　ほとんどの契約獣は人形になれないか、なったとしても体の一部に獣けものの相が残る。

　美しい翼つばさなどであれば受け入れられやすいが、そうでない場合、蔑さげすまれることもある。

　知識として知ってはいたが、目まの当たりにすると気分のいいものでは無い。

　庭に佇たたずむ貴族達。彼らはそもそも、倒れているテオを助けようともしなかった。普ふ段だんからあんな態度を取られていたら、テオが卑ひ屈くつになってしまうのもわかる気がした。

　リリーシャの憤いきどおりが伝わったのか、テオが困ったように眉を下げた。

「彼らを責めないでください。あれが普ふ通つうの反応なんです。それに今日はそのおかげであなたに出会えたのだから、彼らに感謝しないといけませんね」

「テオが良いいならそれでいいですけど……。そもそも、どうしてこんな肌寒い日に、屋外に出ていたのですか？　もしかして主あるじに何か、無茶な命令でも出されたのですか？」

「違ちがいます!!　僕の主様は、そんな酷ひどい人じゃありませんっ!!」

「きゃっ」

　突とつ然ぜん大声で反論されて驚くと、テオがバツの悪そうな表情を浮うかべた。

「怒ど鳴なってしまって、すみません」

「いえ、こちらこそ無神経な質問をして、ごめんなさいね。あなたの主は、あなたにとって大切な人間なのですね」

「はい。主様は、僕の鱗を『綺麗』だって褒ほめてくれる、温かい掌てのひらを持った人です」

　即そく答とうし、はにかむテオ。彼と主との絆きずなを感じ、リリーシャはほっこりとした。

「あなたの主は、素す敵てきな方なんでしょうね。いつか、お会いできると嬉うれしいですわ」

　心のままに言葉を紡つむぐと、何故なぜかテオが顔を曇くもらせてしまった。

「どうかしたのですか？」

「いえ、お気持ちはうれしいんです。ただ僕の主様、行方ゆくえ不明なんです」

「行方不明？」

「一カ月ほど前、僕がお傍そばを離れていた隙すきに、お供の契約獣といっしょに姿が消えてしまったんです。この庭は最後に主様の姿が目もく撃げきされた場所です。何か証しよう拠こがないかと朝から探していたのですが、そのせいでご迷めい惑わくをかけてしまい、すみませんでした」

　テオの顔には、根深い憔しよう悴すいの陰が張り付いている。

　主との関係が良好であった分不安も大きいのだろう。意い気き消しよう沈ちんした姿が痛ましかった。

「ご無事だといいですわね」

「はい。僕と主様の間にはまだ契約の繫つながりがありますから、生きていらっしゃることは確かなんです。ただ距きよ離りがあるようで、どこにいらっしゃるかまではわからないんです」

「何か手て掛がかりや、他ほかに主のことを捜そう索さくされてる方はおられないのですか？」

「今はほとんど、捜索は打ち切られてしまっています。主様はとても優しい人なのですが、その、世よ渡わたりがあまりお上手でなく…………。これといった役職にもついてなくて、実家である男爵家からも軽かろんじられていましたから…………」

（なるほど。だからテオは、あんなにも貴族達に冷たくされていたのね）

　大貴族や要人に従う契約獣は、それが低位の契約獣であれ丁てい重ちように扱あつかわれるものだ。しかし逆に主の立場が弱い場合、その契約獣もぞんざいな態度を取られることがほとんどだった。

「そうでしたの。ひょっとしたらどこかで主の姿を見かけるかもしれませんし、外見や特とく徴ちようについて何か教えていただけないかしら」

「ありがとうございます。百合ゆりの君にご助力いただき、とても心強いです」

「あら、自己紹しよう介かいはまだのはずなのに、どうして私の名を？」

「名乗らなくてもわかりますよ。茶色の髪かみと緑の瞳ひとみ、百合の髪かみ飾かざりをつけた百合の君。浮いた噂うわさ一つなかったルクス殿でん下かの心を射止め、更さらには蒼そう氷ひようの君という宮中まで追いかけてきた信しん奉ぽう者をもつ麗うるわしの令嬢。あなたのことを知らない人間なんて、今の王宮にはいませんよ」

「そ、そうでしたの…………」

　藪やぶ蛇へびだ。面と向かって自らの噂について語られると、反応に困るリリーシャなのだった。
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「主と契けい約やく獣じゆうの間には魔術的な繫がりがある、かぁ」

「あぁそうだ常識だな。それがどうしたんだ？」

　ルクスは晩ばん餐さん酒を卓たくへと置き、リリーシャの独り言に答えた。

　今日の夕飯は広い卓を挟はさんでルクスと二人っきりだった。出されたいくつかの料理に、アルフが体質上受け付けない食材が入っていることがわかったため、後でアルフは別の料理を食べることとなった。いつもの食事時はアルフとルクスが顔を合わせることが多くピリピリとした雰ふん囲い気きだったが、今日の食卓は平和だった。

「食事中も何やら考え事をしていたようだが、気になることでもあったのか？」

「今日ね、テオっていう主が行方不明になった契約獣に出会ったの。テオの主はクリストフォルというナイゼル男爵家の方らしいんだけど、何か知らないかしら？」

「いや、知らないな。それに、そのことがどうさっきの独り言に繫がるんだ？」

「テオは、主がまだ生きてるって確信を持ってたの。それは、契約による魔術的な繫がりのため。私とルクスも相手のいる場所がわかるけど、今のところ繫がりってそれだけよね」

「あぁ。それとおまえに触れると、命令に従ってしまうということくらいだな」

「ふつうは契約を交かわした契約獣は、魔術師の魔力を受け取って力を増すのよね？」

　主を持ち、その傍にいる契約獣は力が強化されるものだ。

　リリーシャ達のようにお互たがいに離はなれられないと言うことは無いが、主と契約獣の距離が開くほど、増強効果は弱くなる。テオが寒さに凍こごえて庭で倒たおれていたのも、長く主から離れていたせいだ。主の近くに控ひかえていれば、厳寒の真冬でもないかぎり外を出歩いても問題ないと言っていた。

「それは契約獣の場合だろ？　俺は人間だ。あいつらなんかといっしょにするな」

「そうだけど、でも、私の方にもなんの変化も無いのは、どうしてだろうって不思議なの。普通、契約獣を従えた魔術師は、契約獣の力の一部を引き継ついで強化されるものよね？」

　契約獣が魔術師の魔力を受け取るのと同時に、魔術師は契約獣の特性を共有する。

　火を噴ふく契約獣ならば火の魔術が得意に。風を操あやつる契約獣なら、魔術師も強い風を扱うことができるようになる。それが契約を結ぶ、魔術師側の利点の一つでもあるのだ。

「でも、私達にはそういう変化は現れてないでしょ？　その理由がわかったら、何か契約解除の糸口にならないかと思ったのよ」

「その理由なら簡単なことだろう。俺が人間だからだ。同じ人間同士で契約を結んだって、それでどんな変化があるっていうんだ」

「ルクスの特徴から考えて、私の顔が良くなって、口が悪くなるとか？」

「おまえは俺を、一体何だと思っているんだ」

「見たままをいっただ、ふぇっくしゅん!!」

　くしゃみをし、身み震ぶるいする。

　昼間、外に出たのが原因だ。軽く散歩するだけのつもりだったが、テオを助けて話し込んだことで、その間に体を冷やしてしまったようだ。

　自覚した途と端たん、悪お寒かんが全身を襲おそう。震ふるえて両りよう腕うでをかき抱いだくと、肩かたに軽い感かん触しよくを感じた。

「俺の上着だ。羽織っていろ」

　ルクスが席から立ち上がり、リリーシャへと上着をかけてくれていた。

「おまえに風邪かぜでもひかれたら困るからな」

「…………ごめんなさい」

「寝しん室しつにいってさっさと寝ねろ。明後日あさつてには、ゲルトルード伯はく爵しやく邸ていの舞ぶ踏とう会に呼ばれているんだ。それまでに、出来るだけ体調を万ばん全ぜんに整えておけよ」

「え、あの招待状、ルクスは受けるつもりなの？」

「あぁ。俺もじっくり伯爵と話してみたかったし、一度くらいは招きに応じてやった方が、厄やつ介かいごとも減るだろうからな」

　ルクスが伯爵に興味があるとは意外だ、それに、それしきで本当に伯爵が大人しくなるのだろうか？　疑問に思っていると、のど元のうずきにせき込んでしまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　風邪が治らないようなら、舞踏会を断ってもいいんだぞ？」

「心配ありがとう。でも本物の箱入り貴族令嬢と違って、私は頑がん丈じようだもの。一晩寝ればきっと元通り回復しているわ」

（それに、もし体の調子が悪くても、それしきで休むわけにはいかないわ）

　リリーシャは母親を亡なくして以来、ずっと稼かせぎ手として働いていた。多少体が辛つらくとも気力で立ち回った経験はある。ルクスの恋こい人びと役を引き受けた以上、足を引っ張るのは嫌いやだった。

「じゃぁ、今日はもう寝室に下がらせてもらうわ。食事の途と中ちゆうだけどごめんなさいね」

「気にするな。あと、寝るのは少しだけ待て。水と薬と、リンゴの甘あま煮にを届けさせてやる」

「薬はありがたいけど、どうしてリンゴの甘煮を？」

「おまえ、夕食もあまり進んでいなかったろう？　食べないのは体力が落ちる。好物なら、多少具合が悪くとも食べられるはずだ。すぐに作らせるから、それまでは横になっておけ」

「ありがとう。でも、リンゴの甘煮が好きだってよくわかったわね」

　好物を指し摘てきされ、リリーシャは軽く驚おどろいた。

　貴族令嬢たるもの、無む暗やみに食の好みを表に出すべきではないと言われている。できる限り表情をかえないよう食事をとっていたが、ルクスには見み抜ぬかれていたらしい。

「私も、まだまだ修しゆ業ぎよう不足かしら」

「相手が悪かっただけだ」

「どういうこと？」

「俺がおまえと、その頑張りをずっと見つめていたから気づいたんだ。おまえは十分に、俺の恋人として相応ふさわしいよ」

　得意げに微笑ほほえむルクスに鼓こ動どうが跳はね、顔が熱くなる。

　もしや熱まで出てきたのだろうか？　肩にかけられた上着をかき寄せる。するとかすかな匂においと温ぬくもりを、ルクスの残り香がを感じ、ますます頰ほおが赤くなってしまった。

「顔が赤いが、熱もあるのか？」

「そ、そうかも。風邪をうつすと悪いし、部屋に引っ込んでるわね。上着、どうもありがとう」

　動どう悸きをなだめ、椅い子すから立ちあがる。目まいが襲い、足が絡からみふらついた。

「大丈夫か？」

　すぐ近くから、少し焦あせったルクスの声が聞こえる。

　ルクスの胸むな板いたが頰にあたり、彼に支えられていると気が付いた。

（あ、私、ルクスに触さわっちゃってる────）

　ルクスの体に接せつ触しよくしたら、罰ばつ金きんとして一回につき百マルツ。

　慌あわてて体を引き離そうとすると、反対に強く抱だきしめられてしまった。

「急に動いてどうしたんだ？　まさかどこか体が痛むのか？」

「違ちがうわ。だって私、ルクスに触っちゃ駄だ目めなんでしょう？」

「あ…………」

　思い出したのか、ルクスが小さく声をあげる。

　しかし一向に腕の力は緩ゆるむことはなく、リリーシャは恐おそる恐るルクスを見上げた。

「ルクス？　もう一人で立てそうだから離し────」

「特別だ」

「へ？」

「弱っている人間を助けるのは、人として当然のことだろう？　別におまえのためなんかじゃない。俺の良心の問題だから、今回だけは特別だ」

　ルクスはツンと顔をそらすと、リリーシャの肩を抱きかかえるようにして支え直した。

「……………ありがとう」

　なんともルクスらしい言い分に安心する。

　肩にかかる手の力強さと温かさに、リリーシャは素す直なおに身を預けたのだった。
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　リリーシャを寝室へと送り届けたルクスは、再び食堂へと戻もどった。

　食しよく卓たくに置かれた鈴すずを鳴らし、やってきた従僕にリンゴの甘煮を作らせるよう命じる。

　従僕が厨ちゆう房ぼうへと向かったのを確かく認にんすると、ルクスは深々と椅子に腰こしかけた。

（俺はどうして、あいつを突つき放せなかったんだろうな）

　以前の自分なら、リリーシャの体調が悪かろうが容よう赦しやなく引きはがしたはずだ。

　なのに先ほどは彼女に言われてなお、その体を離そうとは思えなかった。

（…………あいつの肩、細くて柔やわらかくて、それに震えていたからな）

　強く握にぎれば壊こわれてしまいそうで、危なっかしくて放ほうっておけなかったのかもしれない。

　そしてそう思うのは、何も今回だけではなかった。

　リリーシャと過ごしていると、時折、その頰や髪かみに触ふれてみたいと思うことがある。

　慣れない王宮生活にも弱音を吐はかない姿を見ると、手を握って励はげましたくなった。

（こんな感覚、初めてだな…………）

　恋人としての演技をしている時なら、いくら触れても問題は無かった。どれ程ほど愛を囁ささやこうと、それは王子と百合ゆりの君というお芝しば居いに過ぎないからだ。

　だが二人きりの時にこちらから彼女に触れれば、何かが変わって後あと戻もどりできなくなってしまうような、漠ばく然ぜんとした予感がある。その正体は気になるが、ルクスにそれを確かめる資格は無い。

「…………俺はあいつを騙だまし、隠かくしごとをしているからな」

　自じ嘲ちように唇くちびるを歪ゆがめ、ルクスは笑った。

　先ほど、リリーシャがテオの名前を出した時はひやりとした。

　どうやら隠しごとに勘かんづかれた気配は無かったが、油断は禁物だ。

　ルクスは卓上へと手を伸のばし、葡ぶ萄どう酒の満たされた杯さかずきを取った。

　──────秘密を、あるいは罪悪感を飲み干すように。

　喉のどへと流れ込んだ酒は、少しだけ苦い味がした。
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　薬と睡すい眠みん、そして優やさしいリンゴの甘さのおかげか、翌朝にはリリーシャの体調はほぼ万全に戻っていた。

　今日は屋や敷しきの中で過ごすよう言われているため、契けい約やく魔ま術じゆつについて調べることにする。

　アルフと手分けして魔術書を読んでいたのだが、細かな文字と図形の羅ら列れつに、目の奥に鈍にぶい疲ひ労ろうを感じた。

　額を押さえ本から目を離はなす。ちょうど折よく扉とびらが開き、赤毛を揺ゆらしたフェリルが現れた。

「ルクスから伝言だよ。もうすぐ新しいドレスの試着をするから、準備しておけだって」

「わかったわ、あ、そうだフェリル。ちょっと聞きたいことがあるんだけどいいかしら？」

「なんだい？」

「私明日の夜、舞ぶ踏とう会に招かれているのよ。主しゆ催さい者しやはゲルトルード伯はく爵しやくって人なんだけど、彼の趣しゆ味みや交友関係について教えてくれないかしら」

　令れい嬢じよう教育の一いつ環かんで貴族たちの役職や力関係は叩たたき込まれているが、それだけでは少し不安だ。

　そう思って聞いてみると、フェリルが大げさに肩かたをすくめた。

「ゲルトルード伯爵？　それはまた厄介な人間に呼ばれたんだね。お気の毒に」

「確かにつきまとわれてめんどくさいけど、そんなに問題がある人なの？」

　聞き返しつつ、脳内に詰つめ込まれた貴族知識をさらう。

　ゲルトルード伯爵は、王都警備軍第二隊を受け持つ要人だ。本人にこれといった功績は無く、家いえ柄がらによって地位を得た幸運な中年貴族といったところ。特とく徴ちようとしては、珍めずらしい契けい約やく獣じゆうを集める収しゆう集しゆう癖へきがあることくらいのはずだ。

「あの伯爵、随ずい分ぶんと僕にご執しゆう心しんだったからねぇ。僕には、ルクスっていう運命の相手がいるんだから、彼のもとにいくなんて、ありえないのにね」

「もしかして、その内容をそのまま伯爵にも言ったの？」

「自分の想おもいに噓うそはつけないからね」

　フェリルの言葉に、リリーシャは軽く頭痛を覚えた。

　フェリルの言い分に罪はなくとも、断られた伯爵は酷ひどくプライドを傷つけられたはずだ。

「……つまり、ルクスを理由に断られた伯爵は、ルクスを逆さか恨うらみすることになったってこと？」

「ご名答、よくできました～」

　パチパチパチと、乾かわいた拍はく手しゆの音が響ひびく。

　どうやら伯爵がリリーシャに執心していたのも、その正体や失敗を見つけ、ルクスの弱みを握ろうとしていたためらしい。面めん倒どうな相手に目をつけられたものだとため息をつくと、頭に温かな感かん触しよくが触れた。

「大だい丈じよう夫ぶ。リリーシャの作法は、ほぼ完ぺきです。平民だと知られることは無いですよ」

　柔らかな手のひらが、リリーシャの頭を撫なでる。アルフが頭を撫でるのは、リリーシャを励ますときの癖くせだった。

「アルフがそう言ってくれるなら、安心できるわね」

　最近になって知ったことだが、どうやらアルフには、一通りの王宮の知識と、礼れい儀ぎ作法が身についているらしい。何故なぜアルフが？　という疑問は「昔、色々とあった」という言葉で流された。アルフの外見は二十代半ばと言ったところだが、彼は契約獣。実じつ年ねん齢れいは遥はるかに上らしい。らしい、というのは、アルフが詳くわしく過去を語ろうとしないためだ。

　気になるが、これまでは過去を知らずともやってこられたし、誰だれにだって嫌いやな思い出はある。過去はどうあれ、アルフはアルフ。

　髪を撫でる掌てのひらの感触を楽しんでいると、再び扉の取っ手が動いた。

「リリーシャ、明日の舞踏会に着ていくドレスが届いたぞ……って、おい」

　部屋へと入ってきたルクスが、言葉の途と中ちゆうで不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめた。

「おまえ、一応俺の恋こい人びとだろう？　気軽に他ほかの相手に触られるなよ」

「恋人？　ただの恋人『役』でしょう？」

　アルフが普ふ段だんより少しだけ低い声で言うと、ルクスが負けじと言い返す。

「恋人役とはいえ、契約獣ごときに撫でられて喜ぶような女は嫌だからな」

「文句を言う資格があるとでも？　自分が彼女に触る度胸も無いから羨うらやましいのですか？」

「ふん、所しよ詮せんは獣けものだな。節度を持てと、そう忠告しているんだ」

　舌ぜつ戦せんを繰くり広げる二人に、リリーシャは頭を抱かかえこんだ。

（あぁもう、なんでこの二人は仲が悪いのよ）

　アルフにはルクスとの事情を説明してあったが、何故かルクスへの冷ややかな態度は崩くずれなかった。ルクスの方も契約獣を嫌っているせいか、いつも以上に口が悪い。二人を一いつ緒しよにしておくと、いつまで口論が続くかわかったものではなかった。

「私、ドレスを確認したいわ。悪いけどルクス、ドレスのある場所まで案内してくれない？」

「あぁ、わかった。しっかりと俺についてこい」

　アルフから離れ、ルクスへと歩みよる。

　するとルクスはどこか勝ち誇ほこったような、安あん堵どしたような顔で頷うなずいたのだった。
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　翌日のゲルトルード伯爵邸ていでの舞踏会は、華はなやかで大規模なものだった。

　ルクスに腕うでを支えられ、楚そ々そとした歩みでホールへと足を踏ふみ入れる。弦げん楽がつ器きの調べと幾いく重えもの談だん笑しようの声が押し寄せ、真昼のような明るさに一いつ瞬しゆん身がすくんだ。

　何百本もの蠟ろう燭そくの灯あかりを弾はじいたガラス製のシャンデリアが、室内へと七色の光を投げかける。目が慣れてくると、天てん井じよう近くやテーブルの間を燐りん光こうを放つ蝶ちよう形がたの契約獣が飛び回り、豊かな色しき彩さいで会場を彩いろどっているのが見えた。

「綺き麗れいね………」

　ここまで贅ぜいを凝こらされるとまともな金銭感覚が働かず、ただ感かん嘆たんのみが残る。

　千の光と蝶たちの幻げん想そう的な光景に見とれていると、たちまち周囲に人が集まってきた。

　ルクスと二人で応対を続けているうち、リリーシャは酔よいを感じ目をつぶった。

　礼儀として何なん杯ばいかグラスを空けていたが、それが意外にも強く、酔いが回ってしまったらしい。

　ルクスも気づいたのか、柔やわらかにリリーシャの背中を支え、壁かべ際ぎわの長なが椅い子すへと導いた。

「少し休んでいてくれ、まだまだ夜は長いからね」

「えぇ、すみません。あれくらいの酒量なら、すぐに抜ぬけると思いますわ」

　問題ないと伝えると、ルクスは招待客たちとの談笑へと戻もどっていった。

　ルクスは人の輪の中心で、快活な笑顔で会話を盛り上げている。

　まさに非の打ちどころの無い王子といった様子だが、普段の彼を知っていると不思議な光景だ。リリーシャが王宮にきてしばらくたつが、ルクスが仮面を外す相手はフェリル以外には見あたらない。あえて親しい人間を作らないのも、ある種の処世術であると理解できるが、リリーシャにはとても歯がゆく思える。

（どうしてルクスは、あそこまで自分を押し殺してるんだろう）

　ルクスは口は悪いし素す直なおじゃないが、わかりにくいだけで優しい部分だってある。

　あの子供っぽくて、でも嬉うれしそうな笑顔を見せないなんてもったいない────と、ルクスを見つめて気をもんでいると、となりに座る貴婦人の存在に気が付いた。ダークグレーのドレスに身を包んだ、おそらく三十代の半ばほどの、目め尻じりの垂れた穏おだやかな雰ふん囲い気きの女性だ。

　貴婦人は口元に扇おうぎをあてると、目元に笑いじわを刻んだ。

「好よい夜ですわね、百合ゆりの君。あなたのおかげで、私は姉との賭かけに勝てそうですわ」

「御ご機き嫌げんよう。ですが、賭けとは何でしょうか？　全く心当たりがないのですが……」

「ご存じありません？　ルクシオン殿でん下かと蒼そう氷ひようの君、百合の君の真の想い人が誰であるか、皆みな賭けをして注目していますわ。ちょっとした乱らん闘とう騒さわぎもおこっていたりしますもの」

　貴婦人の言葉に、リリーシャは深い脱だつ力りよく感を覚えた。

（たかが他人の噂うわさで乱闘って、貴族はどれだけ暇ひま人じんなのよ……）

　この国の行き先が心配になるが、この貴婦人のように、面と向かって言ってくる人間はまだ良よい方なのかもしれない。貴婦人の誤解を少しでも解こうと、リリーシャは口を開いた。

「私は殿下の恋人で、彼だけを愛しておりますもの。そもそも賭けの意味がありませんわ」

「えぇ、えぇ、わかっておりますわよ。先ほどの、じっと殿下を見る百合の君のご様子で、どちらが真の想い人であるか、私にもわかってしまいましたから」

　貴婦人は頰ほおに手を当てると、きゃっきゃっと少女のように笑った。

「あれほど一いち途ずに見つめるなんて、よっぽど殿下に恋こい焦こがれていらっしゃるのですね。殿下が想い人だと賭けていた、私の目に狂くるいは無かったのですわ」

「そ、そうですわね……」

　否定することも出来ず、扇で口元を隠かくす。ルクスを見つめていたのは事実だが、そこに恋れん愛あい感情は無い。曖あい昧まいに微笑ほほえんでいると、貴婦人が機嫌よく話を続けた。

「あら、緊きん張ちようしてらっしゃるのかしら？　ゲルトルード伯爵の舞ぶ踏とう会にいらしたのは初めて？　ホールの飾かざりも、配置された契けい約やく獣じゆうたちも豪ごう華かで、目移りして疲つかれてしまうほどですものね」

　ぐるりと会場を見み渡わたした貴婦人につられ、リリーシャも視線を動かした。

　ホールのあちこちには、絹や宝石で飾り立てられた、何体もの契約獣が鎮ちん座ざしている。

　七色の羽を持つ虹にじ色いろ孔く雀じやく。翼つばさのような耳を持つ兎うさぎ、全身が岩石で覆おおわれた亀かめ────

　いずれも魔ま力りよく自体は低いが、大陸全土で十体と確かく認にんされていない、珍めずらしい種類の契けい約やく獣じゆうだ。契約獣の収集癖を持つ伯はく爵しやくが招待客に自じ慢まんし、場を盛り上げるため連れてきたのだろう。

　初めて見る契約獣ばかりで興味を惹ひかれたが、同時に憤いきどおりも感じた。

（虹色孔雀は騒さわがしい場所が嫌きらいだし、翼よく兎とは人に慣れにくい臆おく病びような性質のはずなのに……）

　痛みや危害は加えられなくとも、契約獣にとって大きな負担がかかる環かん境きようはある。

　契約獣はよくしつけられているようで暴れだす様子はなかったが、彼らの目はどんよりとよどんでいるように見えた。

　もやもやとした思いはあるが、この場で伯爵への嫌けん悪お感かんを表すことも不可能だ。やり場のない感情から目を背そむけるように、リリーシャは貴婦人との会話に集中した。

　貴婦人──ヒンメル子爵夫人は陽気で気取ったところが少なく、話しやすい談笑相手だった。

　どうやら子爵夫人もリリーシャを気に入ってくれたようで、打ち解けた空気が流れる。

「ふふ、よそのお嬢じようさんとこんなに話したのは久しぶりで、こちらまで元気になりますわね」

「私も王宮に来て以来、これ程楽しいおしゃべりは初めてですわ」

「嬉しいことを言ってくださるわね。あなたみたいな、素敵な娘むすめを持ったお母さまは幸せ者ね」

「ありがとうございます。ちなみに子爵夫人には、お嬢様はいらっしゃりますの？」

「いるわ。ちょうど十歳になったばかりで、あなたと髪かみの色が同じなのよ」

「夫人のお嬢様なら、きっとかわいらしい方なんでしょうね」

「えぇ、とても愛らしく賢かしこい子よ。ただあの子、体が弱いのよね……」

　夫人は表情をかげらせると、じっとリリーシャを見つめた。

「あなたも昔は病弱で、屋や敷しきから出られなかったのでしょう？　それが今は健康になり、殿下の恋人として人気者なんだもの。あなたのことを聞いて、娘も将来への希望を強めていますわ」

　しんみりとした夫人の手を、リリーシャはそっと握にぎった。

　噓うそまみれの自分でも、少しでも夫人の心を慰なぐさめられたらいい。励はげましの言葉を続けようとすると、その前に周囲の空気がざわめいた。

「百合の君、今夜は楽しんでもらえていますかな？」

「今晩は、ゲルトルード伯爵。素敵な舞踏会にお招きいただき、どうもありがとうございます」

　リリーシャは長椅子から立ち上がると、本心を押し隠し丁てい重ちような礼をした。

　そっと周囲を見渡すもルクスの姿はなく、近くにいるのは伯爵一派の人間ばかりだった。

「ところで、殿下にも挨あい拶さつがしたいのですが、どこにいかれたか知りませんかな？」

「残念ですが、私もわかりませんわ。酔い醒ざましに、庭にでも出ているのではないでしょうか」

　リリーシャは答えつつ、内心で眉まゆをひそめた。

（私はともかく、ルクスにもまだ声をかけていなかったの？）

　今回の舞踏会は、王子であるルクスが主しゆ賓ひんとなっている。

　本来、招待主は主賓が会場につき次し第だい、まっさきに挨拶と歓かん迎げいを捧ささげるものだ。なのに今まで放置していたということは、ルクスを軽かろんじ、下に見ているということ。

（確かに、ルクスは正せい妃ひさまの子じゃないし派は閥ばつも持っていないから、宮きゆう廷てい内での地位が低いのはわかるわ。でもだからって、主賓として招いておいて失礼すぎるわよね）

　そもそも、ルクスは契けい約やく獣じゆう嫌ぎらいで知られているはずだ。なのに会場に多数の契約獣を配置しているのも、立派な嫌いやがらせの一つ。子供っぽくいやらしい仕打ちに、伯爵への怒いかりがふつふつと湧わいてきた。

　感情を表に出さないよう自制心を働かせて会話していると、楽団の奏かなでる音楽の拍ひよう子しが変わった。ゆったりとした穏やかな旋せん律りつに、何組もの男女が会場の中心で踊おどり始める。

「百合の君、ここは一つわし達も踊りませんかな？」

「残念ですが、ご辞退しますわ。私、寝しん台だい暮らしが長かったせいで、ダンスはあまり得意ではありませんの。伯爵様と一いつ緒しよに踊って、恥はじをかかせたくはないですわ」

「可か憐れんな女性はただ踊るだけで、会場の華はなとなり皆みなの目を楽しませますぞ」

「それでしたら、すでに会場には大輪の華がいくつも咲さいておりますわ」

「あなたさまなら、今こ宵よいの花はな園ぞのの主あるじにだってなれますぞ。そうは思いませんかな、子爵夫人？」

「はい？」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、夫人は大きく瞬まばたきをした。

「どうしてそこで私の名が出るのですか、ゲルトルード伯爵？」

「子爵夫人には確か、病弱なお嬢様がいらっしゃいましたな？」

「そうですけど、それがどう百合の君のダンスと関係あるのですか？」

「百合の君も、昔は子爵家のお嬢様と同じく病気がちだったそうです。そんな彼女が、病を克こく服ふくし立派にダンスを踊れば、お嬢様の励みになるとも思いませんか？」

「それは………」

「思いますよな？」

「…………はい」

　伯爵の駄だ目め押しに、子爵夫人は申し訳なさそうにリリーシャを見た。子爵夫人も、リリーシャがダンスを踊りたくないのはわかっているはずだが、爵位が上で宮廷内に影えい響きよう力を持つ伯爵には逆らえないのだろう。

（どうしよう、はめられたわね……）

　この流れで、リリーシャが再びダンスの誘さそいを断ったとする。すると、病弱な娘を持った子爵夫人の願いを無下にした冷血な令嬢と、そう宮廷内に噂をばらまかれることになるだろう。

　だからといって誘いを受けても、リリーシャのダンスは付け焼やき刃ば。なんとか基き礎そのステップを踏ふめる程度でしかない。ダンス相手は悪意に満ちた伯爵だ。偶ぐう然ぜんを装って転ばされ、恥をかかされるのは間ま違ちがいなかった。

　どちらを選んでも、リリーシャの、ひいては恋こい人びとであるルクスの評判が落ちるのは避さけられそうもない。どうにか打開策がないか考えていると、伯爵の腕うでがリリーシャの手を摑つかんだ。

「ほら、ちょうど曲の切れ目のようです。一緒に次の曲を踊りましょう」

　振り払はらうことも出来ず、引きずられるように会場中心に足を進める。

　歪ゆがんだ満足感と嘲ちよう笑しようをたたえた伯爵の顔に、かつて迫せまってきた求きゆう婚こん者たちの顔が重なる。情けなさと悔くやしさに顔を伏ふせる。すると伯爵の腕の感かん触しよくと、酒臭くさい体たい臭しゆうを意識してしまった。

　嫌悪感に身を震ふるわせると、ふいに腰こしに強い力がかかる。

「彼女と踊るのは私だ。返してもらおう」

「きゃっ」

　ぐいと引き寄せられ、背後へと────ルクスの腕の中へと抱だき寄せられる。

　懐なつかしく安心できる体温に包まれ、体のこわばりがほどける。

　衆目の前でダンスの相手を奪うばわれた伯爵が、屈くつ辱じよくに顔を歪めた。今にも叫さけびそうな様子だったが、リリーシャの恋人で王子でもあるルクスに、正面から文句を言う度胸は無いらしい。

　リリーシャがほっと一安心すると、小声でルクスが話しかけてきた。

「おまえ、先ほどの酒精はもう抜ぬけて、足元はしっかりしているよな？」

「えぇ。けど、どうしよう。実は伯爵にはめられて────」

「わかっている。どうせ、踊りを披ひ露ろうせざるを得ない状じよう況きように追い込まれたんだろう？」

「ごめんなさい、迂う闊かつだったわ」

「謝る必要はない。美しく踊れれば、それで問題は無いのだろう？」

「でも、私じゃ無理よ」

「心配するな────おまえは、黙だまって俺に身を預ければいい」

　耳元で低く囁ささやかれた声に、その艶つやに、音を立てて鼓こ動どうが跳はねる。

　不意打ちに赤くなった顔を背けると、楽団が奏でる旋律が流れ始めた。

　ルクスに導かれ、慎しん重ちようにステップを踏み始める。

　右、右、左、右、膝ひざを折り曲げ、一礼してターン。

　初めこそ必死だったが、思いのほか体が軽く、すいすいと足が動く。

　音楽を聴きく余よ裕ゆうも生まれ、ぴったりと曲に合わせることができた。

（すごく動きやすいし、楽しいわ）

　まるで、体に羽が生えたよう。力強いルクスのリードに導かれ、旋律に身をゆだねる。うっとりと夢見心地ごこちで踊っていると、周囲から感かん嘆たんの声が聞こえた。

「美しいですわね」「あぁ、ずっと寝ね込こんでいた箱入り令れい嬢じようとは信じられないですな」「見てください、あの情熱的な殿でん下かの眼まな差ざし」「呼吸もあっていますし、お似合いですね」

　賛辞の嵐あらしに包まれ、ルクスと一体となって踊り続ける。

　このままずっと踊っていたいと、演奏が終わらなければいいのにと強く願う。

　しかし無情にも時はすぎ、最後の一音が残ざん響きようとなって消しよう滅めつする。万ばん雷らいの拍はく手しゆが沸わき上がる中、ルクスと二人、月明かりのバルコニーへと飛び出した。

「ありがとうルクス。円えん舞ぶ曲が、あんな楽しいものだったなんてね……」

　周囲に人ひと影かげが無いことを確かく認にんし、リリーシャは満足げに呟つぶやいた。

　火ほ照てった肌はだに、夜風があたって気持ちいい。心地よい疲ひ労ろう感かんに身を浸ひたしつつ、リリーシャはルクスへと問いを投げかけた。

「でもルクスは、どうしてあそこまで私に合わせることができたの？」

　ルクスは屋敷内ではリリーシャに触ふれようとしなかったため、一緒にダンスの練習をしたことはない。なのに先ほどのダンスは息がぴったりで、信じられないほど体が軽かった。

「おまえのレッスン内容は、フェリルから報告を受けていたからな」

「それだけで、あんなにも完かん璧ぺきに？」

「先日も言ったが、おまえのことは、普ふ段だんから見守っているからな。そこから癖くせを見み抜ぬいて、それらしく動きをあわせただけだ」
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「そ、そうだったの………」

　ずっと見ていたと告げられ、改めて気き恥はずかしくなる。

　ルクスからしたら、リリーシャが失敗を犯おかさないよう見張っていただけかもしれない。

　それでも、こちらの好物を知って差し入れしてくれて、今回もピンチを救ってくれた。とてもありがたかったし、彼なりの優やさしさだと感じられて、ぽっと胸が温かくなった。

「王宮に来て色々あったけど、ルクスがいてくれれば頑がん張ばれそうよ」

「…………そうか」

　笑え顔がおで告げると、なぜかルクスは横を向いてしまった。

　月光を浴び深い影の落ちた横顔は、まるで彫ちよう像ぞうのように整っている。

　改めてその美しさに見み惚とれていると、ルクスが薄うすく唇くちびるを開いた。

「おまえは、俺を恨うらんではいないのか？」

「私が、ルクスを？」

「家から引き離はなされ仕事を休むことになって、大量の知識や役割を押し付けられたんだ。おまえはもっと、弱音や恨み言を言ってもいいはずだろう？」

　真しん摯しなルクスの言葉に、リリーシャは心の内をさらった。

　確かに、賃仕事の信用を失ったのは痛い。無断で姿を消したリリーシャを食堂の女将おかみさんも心配しているだろうし申し訳なかったが、それはあくまでリリーシャ側の問題だ。

「…………不安や不満はあるけど、それをルクスにぶつけるのは違ちがうと思うの。だってルクスも、契けい約やくに巻き込まれただけでしょ？」

「だが、令嬢生活を強要したのはこの俺だ」

「いいえ、選んだのは私よ」

　リリーシャは背筋を伸のばし断言した。

　どんなに理り不ふ尽じんな選せん択たくでも、それを決めたのは自分だ。自分が選んだと思えばこそ、辛つらい目にあっても頑張れるし、踏ん張りが利きくのだ。

　やせ我が慢まんかもしれないが、ただの小こ娘むすめでしかないリリーシャが歩いていくには手放せない思いだった。

「…………おまえは強いな」

「そんなことないわ。それに令嬢生活を始めて、嫌いやなことばかりではなかったもの」

　リリーシャは言うと、王宮に来てからの日々を思い描えがいた。

「ダンスは楽しかったし、リンゴの甘あま煮にはおいしかったし───ルクスと出会えたんだから」

「俺と？」

「私、ルクスにはたくさん助けられてるし、支えてもらってるわ。契約が結ばれたのは偶然だけど、それでも、その相手がルクスで私は良かったと思うの」

「……………」

　驚おどろいたように、ルクスが目を見開く。

　無防備なその様子がおかしくて、リリーシャは少しだけ笑ってしまった。

「おい、笑うな」

「ごめんなさい。でも、そんな表情見たの初めてで、びっくりしたの」

「…………今まで、おまえみたいな人間に会ったことは無かったからな」

　ルクスは言うと、バルコニーからホールの方へと向き直った。

「夜はまだ長い。舞ぶ踏とう会はこれからが本番だ、そろそろ中に戻もどるとするぞ」

「えぇ」

　差し出された腕に、そっと腕を重ねる。

　ルクスのリードに合わせながら、リリーシャはふと聞き損そこねた事こと柄がらに思い至った。

（そういえばさっき、ルクスはどこに行っていたのだろう？）

　伯はく爵しやくにダンスに誘われた時、ホールの中にルクスの姿は無かった。

　何をしていたのか少し気になったが、それを言葉にする間もない。ホールからの光とざわめきが、二人の全身を包み込むように降り注いだのだった。
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「くそっ!!　あの小娘がっ!!」

　舞踏会の閉幕後、ゲルトルード伯爵邸ていでは主あるじである伯爵の罵ば声せいが吹ふき荒あれ、花か瓶びんや彫像の破は砕さい音が続いていた。

「許せんっ!!　生意気な小娘が、このわしに恥はじをかかせおって!!」

　憎にくき小娘───百合ゆりの君への怒いかりを吐はき捨て拳こぶしを握にぎる。

　百合の君をダンスへと引きずり出し、醜しゆう態たいを晒さらさせることができたはずだった。

　なのに実際は直前でルクスが現れ、自分が笑いものにされて終わってしまったのだ。

　伯爵は苛いら立だちのままに邸内を歩き回り、物や使用人、契けい約やく獣じゆうたちに当たり散らしていった。

「きゃわんっ!?」

　腹をけり上げられた犬形の契約獣が吹き飛び、ひきつれた悲鳴をあげる。

　この契約獣は珍めずらしくも美しくも無い種族だが、だからこそ自由に扱あつかうことができる。

　契約獣の怯おびえきった様子に溜りゆう飲いんをさげ少しだけ落ち着くと、恐おそる恐る従僕が近づいてきた。

「伯爵さま、先ほど裏口に、差出人不明の手紙が投げ込まれておりました」

「なんだと？　そんなもの、どうせ悪戯いたずらか嫌がらせのどちらかだ。そちらで処分しておけ」

「はい、ですが、かなり高級な紙が使われているようで……」

　従僕は腰こしが引けた様子で、四角い封ふう筒とうを差し出した。

　伯爵は鼻を鳴らすと素す手でで封を破り、ざっとその中身を検あらためた。

　読み進めるうち、伯爵の顔面から怒りが払ふつしょくされ、代わりに笑みが広がっていく。

「…………なるほど、どうりであの小娘、無礼で恥はじ知しらずなわけだ。たかが平民が、このわしを虚こ仮けにしおって。今に後こう悔かいさせてやるから、見ておれよ────」

　伯爵は暗い光を瞳ひとみに宿すと、分厚い唇を歪ゆがめ、くつくつと笑しよう声せいをあげた。

　嗜し虐ぎやく心に満ちたその笑いに、犬形の契約獣が尾おを垂らしたのだった。
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（はぁ～）

　リリーシャはここのところ、ため息をつくことが多くなっていた。

　伯爵邸での舞踏会からずっとルクスは忙いそがしく、満足に会話する余よ裕ゆうも無い。

（ルクス、最近は顔色悪いわよね。ろくに睡すい眠みん時間もとれてないみたいだし、食事を抜ぬかすこともしょっちゅうだもの………）

　このままでは、いつか倒たおれるのではと不安だ。

　ルクスの多た忙ぼうの一方、リリーシャも契約解除方法の探たん索さくが進まず、手て詰づまり感が強かった。

　読み終えた魔ま術じゆつ書を閉じ顔をあげると、顔を曇くもらせたテオと目があう。

「気分がすぐれないみたいですけど、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ごめんなさい。心配をかけてしまって……」

　こちらを気き遣づかうようなテオに、慌あわてて謝る。

　なんでもないと誤魔化したが、テオの表情は晴れなかった。

「やはり僕では、あなたの調べもののお力にはなれませんか？」

「そんなことないですわ。とても助かっています」

　顔をうつむけてしまったテオに、心からの謝意を示す。

　テオには、『知り合いが契約獣との契約を解除できなくて困っている』と伝えてある。

　今日も何か解決策がないかと、図書館で書しよ籍せきを一いつ緒しよに読み漁あさってくれていたのだ。

「そもそも探し物自体が、雲を摑つかむようなものなのですもの。テオが協力してくれて、それだけでも心強いですわ」

「僕にはもったいないお言葉です。ただ…………」

「ただ？」

「もし差し支つかえなければ、お心を悩なやませる事柄について、お教えいただいても？」

「それは…………」

　言い淀よどみながらも、リリーシャは考えた。

　ルクスの過労について、アルフには相談しにくい。フェリルは論外だ。

　ならば一人で悩んでいるよりも、テオの意見を聞いてみるのもいいかもしれない。

　心の内を打ち明けると、テオは納なつ得とくしたような表情を浮うかべた。

「つまり、恋こい煩わずらいですね」

「こ、恋？」

「そうです。激務をこなす殿でん下かの御おん身みが心配で、ため息をつくほどに心を痛める。それほどまでに、恋人である殿下のことを慕したっているのですよ」

　違う。ルクスとはあくまで、偽にせの恋人関係だ。

　だが体面上否定することも出来ず、リリーシャはごまかしの笑えみを浮かべた。

「えぇ、そうかもしれませんわね。殿下のお力になりたいのですが、お仕事を手伝うわけにもいきませんし、負担になるだけでしょうから……」

「でしたら、殿下の息いき抜ぬきになるよう、紅茶を淹いれてみてはいかがでしょうか？」

「紅茶？」

「はい。ちょうど僕、殿下のお好きな銘めい柄がらを持っていますから、持ってきましょうか？」

「それはありがたいですけど、どうして殿下の好みをテオが知っているんですの？」

「少し前、殿下に紅茶をおだしする機会があったんです」

「え？　殿下は大の契けい約やく獣じゆう嫌ぎらいなのに、テオは知り合いなのですか？」

「それはその、ちょっとした縁えんがありまして…………」

　テオは言うと、困ったような笑みを浮かべて黙だまり込んだ。

（どういうことかしら？　気になるけど、交友関係は人それぞれだものね）

　これ以上この場で追つい及きゆうする気にもなれず、リリーシャは話を戻した。

「でも、よく殿下の好みがわかりましたわね」

「ちょうどその頃ころ、主あるじ様が行方ゆくえ不明になったばかりで、僕も落ち込みが酷ひどかったんです。殿下も気を遣ったのか、僕を励はげまし、紅茶についても褒ほめてくれたんです。お世辞だったのかもしれませんが、紅茶を飲む際の満足げな表情は本物だったと思います」

「そうだったんですの。………でも、紅茶ですか」

　紅茶は、遠く東方より運ばれた茶葉を用いる高級品。平民のリリーシャにはなじみが無い。

　紅茶の淹れ方に不慣れな以上、どうしても味は劣れつ化かしてしまうだろうし、茶葉を駄だ目めにしてしまっては勿もつ体たいない……。

　と、そこまで考えたところで、閃ひらめくものがある。

（ん、ちょっと待って？　だったら、私の慣れたものを出せばいいんじゃない？）

　リリーシャは思いつきのままに、手元の紙へと、必要な材料を書き記し始めた。
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「よし、これで完成っと」

　リリーシャは皿に料理を盛り付けると、満足げに掌てのひらをはたいた。

　皿に並んでいるのは、つまみやすいように小さくパンを切った軽食だ。

　パンにはそれぞれ、香こう草そう焼きの仔こ牛うし肉に、塩づけタラ、ブルーベリーのジャムが挟はさまれている。どれもルクスの好物───おそらくは、間ま違ちがいないはずだ。

　ルクスがリリーシャを見ているように、リリーシャだって、毎日ルクスを見ていたのだ。

　何度も食事を共にしていれば、なんとなく食の好みもわかってくるもの。

　以前、リリーシャが風邪かぜをひいた時でも、好物のリンゴの甘あま煮には食べられたのだ。

　忙しさで食欲を無くしているルクスも、これくらいの軽食ならつまめるはずだ。

　リリーシャの料理の腕うでは屋や敷しきの料理人たちには及およばないが、こういった軽食は食堂での経験があるぶん得意だった。

　厨ちゆう房ぼう長に礼を言い、盆ぼんを手に厨房を出る。盆の上には軽食を盛った皿と、厨房長に淹れてもらった紅茶がのせられている。

　紅茶を零こぼさないよう歩いていると、足元にウサギ形の契けい約やく獣じゆうがじゃれついてきた。

「駄目よ、今は熱いものを運んでいるから危ないわ。あとでブラッシングしてあげるから、向こうの部屋で待っててね」

　注意すると、契約獣は耳をしんなりさせつつも、素す直なおにリリーシャに従ってくれた。

　契約獣が与あたえられた部屋へと戻もどっていくのを見送ると、再び歩き出す。

　すると今度は前から黒雀が飛んできて、リリーシャの肩かたへととまった。

「ぴぃ？」

　黒雀が小さく首を傾かしげ、丸い瞳を瞬しばたたかせてさえずった。

（かわいい。……かわいいんだけど、ルクスの部屋に連れて行っちゃだめよね）

　契約獣嫌いのルクスのもとへ黒雀とともに行っても、お互たがい不幸になるだけだ。

「ごめんね黒雀。悪いんだけど、少しだけここで待っていてね」

「ぴぃ………」

　仕方ないなぁと、そう言いたげに一鳴きすると、黒雀は肩から飛び立っていった。

　黒雀たちには悪いが、早くしないと紅茶が冷めてしまうのだ。

（それにしても、どうしてこの屋敷にはたくさんの契約獣がいるのかしら。ルクスに聞いても、仕事の一いつ環かんだからってはぐらかされるばかりだし………）

　気になる。契約獣嫌いのはずが、テオとも知り合いだったようだし、色々と謎なぞが多かった。

（まぁでも、無理に聞き出すようなことでも無いわよね。私に言いたくないことだってあるだろうし、忙しい今、無む駄だな時間をとらせたら悪いもの）

　そうつらつらと考えながら歩きつつも、どこか物足りなさを感じた。

　何だろうと考えると、ニノがいないことかもと思い至った。

（そういえば今日は、ずっとニノと別行動だったわね）

　いつもなら一日の半分はドレスの隠しポケツトで眠ねむっているニノが、朝あさ御ご飯はん以降、半日以上も姿を見せていなかった。

　どこにいったか気になるが、晩御飯の時間になれば自然と現れるはずだ。

　そう思いつつ階段を上り、長い廊ろう下かの先のルクスの書しよ斎さいを目指す。

　部屋の前までくると、細くドアが開いているのに気が付いた。

（珍めずらしいわね、ルクスってこういうとこはキッチリしてるはずなのに）

　疑問に思いつつ軽く扉とびらを叩たたいてみるも、反応は無かった。

　どこか別の部屋にいっているのかと、そっと隙すき間まから覗のぞいてみると、長なが椅い子すからはみ出した長い脚あしが目に入る。どうやらルクスは仮か眠みん中のようだ。わざわざ起こすのも忍しのびなくそっとドアをしめようとした直前、ルクスの腹の上に茶色い毛玉を発見した。

（え、あれってニノ？）

　仰あお向むけに横たわったルクスの腹の上に、くるりと丸まって眠るニノの姿がある。

（どうしてニノが、ルクスの近くに？）

　ひょっとしてルクスが扉を閉め忘れたせいで、ニノが入り込んでしまったのだろうか。

　原因はわからないが、ルクスが目を覚ました時、不ふ機き嫌げんになるのは間違いない。

　ルクスが眠っているうちに、そっとニノを回収しておいた方がいいだろう。

　リリーシャは音を立てないよう扉を押し開くと、書斎机の上に静かに盆を置いた。

　ルクスを起こさないよう、ゆっくりと足音を殺して近づく。

　すると、あと少しでニノに手が届くところで、ルクスが小さくうめき声をあげた。

「クリス……ティーナ、いか……ない、でくれ」

　すがるように。あるいは懇こん願がんするように。

　普ふ段だんのルクスからは想像できない弱々しい口調に、リリーシャは驚おどろいて動きを止めた。

「どうして……クリスティーナ。あんなに愛していたのに……」

　クリスティーナ。女性の名だ。だがルクスの肉親や公おおやけに親しい人間に、クリスティーナという女性はいなかったはずだ。

（つまりルクスの、本物の秘密の恋こい人びと……？）

　本物の恋人。そう呟つぶやくと、心に小さく隙間風が吹ふいたような寂さびしさを感じた。

（考えてみれば当たり前よね。ルクスって口は悪いけど意外と優やさしいし、顔もいいもの。恋人がいる方が自然だわ…………）

　心の片かた隅すみに生まれた動どう揺ようを否定するように、ぎゅっと目をつぶる。

　数秒して目を開くと、先ほど感じたしこりは跡あと形かたも無く消え去っていた。

（それより今は、ニノのことを捕つかまえないと）

　ゆっくりとニノに向かって手を伸のばす。しかしその途と中ちゆうで、気配に気が付いたニノの耳が動いた。しまったと思う間もなく、ニノが覚かく醒せいし体をぶるぶると震ふるわせる。続いてルクスがまぶたを押し開け、紫水晶アメジストの瞳ひとみと視線が絡からんだ。

「起こしてしまってごめんなさ────きゃっ!?」

　視界が回転し、背中に強い衝しよう撃げきと痛みを感じる。

　呆ぼう然ぜんと瞳を見開くと、目の前に鋭するどく瞳を光らせたルクスの顔がある。

　リリーシャはルクスに覆おおいかぶさられるようにして、背中から長椅子に押し倒たおされていた。

「ル、ルクス!?　寝ねぼけてるの？　私よ、リリーシャよ!?」

　跳はねまわる心臓を押さえつけ、ルクスと見つめあうことしばし。

「……なんだ、おまえか」

　ルクスは何度か瞬まばたきをすると、リリーシャの上から体をどけた。

「すまなかったな。寝首をかきにきた敵かと思って、つい反射的に組み伏ふせてしまったようだ」

「私のこと敵だと思ったの？　つい組み伏せたって、どれだけ物ぶつ騒そうな毎日を送ってるのよ」

「心配するな。普段の俺ならもっと早く、他人に部屋に入られた時点で目が覚める」

「そ、そうなの。でも、じゃあなんで、さっきは私が近づくまで眠り込んでたの？」

　問いかけると、ルクスが小さく呟いた。

「…………安心、していたのかもな」

「え、何？　聞こえないわ」

「なんでもない。おそらくは、これも契けい約やくの副作用だろう。俺とおまえは、ある種一心同体の状じよう況きようだ。だからおまえを他者だと認にん識しきできず、至近距きよ離りにこられるまで気が付かなかったんだろう」

「なるほど、そういうことだったのね」

　リリーシャは納なつ得とくしてうなずくと、長椅子の座面から背を離はなし立ち上がった。

　ドレスを整えつつ視線をさまよわせるも、すでにニノの姿は部屋の中にない。かわりに床ゆかに散らばった書類が目に入る。先ほどルクスに押し倒された際、机の上に置かれた紙し片へんを引っかけ、ばら撒まいてしまったのだろう。

　かがみ込み書類を拾おうとすると、頭上で息を吞のむ気配がした。

「触さわるなっ!!」

「っつ!!」

　鋭い制止の声に身をすくませていると、ルクスが素早く書類を回収してしまった。

「急に声を荒あららげて悪かったな。俺の仕事に関かかわる機密書類だったんだ」

「そうだったの。こちらこそ勝手に触ろうとしてごめんなさいね」

「そこはお互い様だが、そもそもおまえは、どうして眠っている俺に近づいてきたんだ？」

「ルクスの上にニノがいたから、連れ戻そうと思ったのよ」

「………そうか、悪かったな」

　ニノのことを告げると、なぜかルクスが一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　どうしたのかと思っていると、ルクスがごほんと咳せきばらいをする。

「それより、あそこにある盆はなんだ？　今日は夕食も夜食もいらないと、そう厨房長に伝えてあったはずだぞ？」

「やっぱり、今日も食事を抜ぬくつもりだったの？」

「必要最低限の栄養はとっているから、放ほうっておけ」

「それじゃ体が弱っちゃうわ」

　リリーシャは盆から軽食の皿をとり、ルクスの前へと差し出した。

　ルクスは興味が無いようだったが、パンに挟はさまれている具材が自らの好物揃ぞろいだと気づくと、驚いた様子でリリーシャを見つめた。

「おまえには、俺の好物は話していないはずだぞ？」

「前に、ルクスが私の好物を当てた時と同じよ。口に出さなくても、何回も食事を一いつ緒しよにしていれば、なんとなくわかるものよ」

「………そうか」

　そういったルクスはどこか嬉うれしそうだった。軽食に指を伸ばし美味おいしそうに食べる姿に安心し、リリーシャはほっと胸をなで下ろした。

「うん、旨うまかったぞ。初めて食べる料理だが、どの料理人が作ったものなんだ？」

「ありがとう。それを作ったのは私よ」

「おまえが？」

「私にはこれくらいしかできないし、料理というほどでもない、おつまみみたいなものよ」

「いいや、十分にありがたい。また作ってくることを許可してやってもいい」

「えぇ、そうさせてもらうわね」

　ルクスなりの賛辞に、リリーシャは小さく頰を緩ゆるめる。

　リリーシャは上じよう機き嫌げんのまま、ティーカップと受け皿を差し出した。

　白磁のカップにはすでに紅茶が注がれており、立ち上った香かおりがルクスの鼻び腔こうをくすぐった。

「この香りは……」

「あ、香りだけでわかる？　テオから、ルクスが好きな銘めい柄がらの紅茶だって聞いているの」

「そうか。しかし、よりにもよってこの紅茶をおまえと共に飲むとは、複雑なものだな」

「どういうこと？」

「あの日、おまえに召しよう喚かんされた時、ちょうどテオの主あるじの家を訪おとずれていたんだ」

「その時に飲んだのが、その銘柄の紅茶だったの？」

「あぁそうだ。紅茶を振ふる舞まわれて一服していたはずが、気付いたら森の中にいたんだ。あの後はテオを誤ご魔ま化かすのがたいへんだったな………」

「そうだったの。じゃ、今日こそはじっくり、この紅茶を味わってね」

「あぁ、ありがたく頂ちよう戴だいしよう。この紅茶もおまえが淹いれてきたのか？」

「残念だけど違ちがうわ。私じゃ不安だったから、かわりに厨ちゆう房ぼう長に淹れてもらったの」

「後で厨房長にも礼を言っておいてくれ」

　カップを持ち上げ、その縁ふちに唇くちびるをつけようとしたルクスだったが────急にその動きが止まった。

「どうしたのルクス？　ひょっとして、まだ熱かったかしら？」

「いや違う。ちょっと待て…………」

　言いつつも、ルクスの右みぎ腕うでは一向に動かなかった。

　じっと紅茶の液面を見ていたルクスだったが、その眉み間けんにしわが刻まれているのに気が付く。

　もしかして、持ってくる途中で紅茶に糸くずか何かが入ってしまったのだろうか？

　不安に思って見ていると、ルクスが紅茶を受け皿へと戻もどしてしまった。

「すまない。せっかく持ってきてもらって悪いが、何故なぜか急に頭痛がしてきたんだ」

「そう………」

　飲んでもらえなくて残念だが、仕方ない。

　眉間をおさえるルクスの顔色は蒼あおく、とても噓うそを言っているようには見えなかった。

「だったら、今日はもう横になった方がいいわ。頭痛に効く薬を手配してもらってくるわね」

「あ、あぁ。ありがとう、助かるぞ」

　ルクスの礼をまともに聞くこと無く、逃にげるようにして部屋を飛び出す。

　近くを通りかかった侍じ女じよに薬のことを頼たのむと、リリーシャは深くため息をついた。

（ルクスに悪いことしちゃったなぁ。私、遠えん慮りよがなさすぎたわ）

　ニノを回収するためとはいえ、勝手に部屋に侵しん入にゆうしルクスの仮か眠みんを妨さまたげてしまった。

　ぐっすりと眠ねむっているところをたたき起こされれば、頭痛が起きても不思議ではない。

（きっとルクスの頭痛も、私のせいよね）

　少しはルクスと信しん頼らい関係を築けたと思ったが、しょせんリリーシャは部外者だ。

　忙いそがしい中、部屋にまで押しかけてこられてルクスには負担だったのだろう。

（さっきだって書類を拾おうとしたら叱しかられてしまったもの。私、すごくルクスにとって迷めい惑わくだったのかも………）

　リリーシャはうなだれると、改めてルクスとの間の壁かべを感じ、深く顔をうつむけたのだった。
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　窓ガラスから晩秋の陽光が差し込み、王宮の廊ろう下かを淡あわく輝かがやかせている。

　金きん彩さいの施ほどこされた彫ちよう像ぞうが並び、光を反射させる飾かざり鏡が眩まぶしい。

　壁には歴代王の偉い業ぎようが描かかれた油彩画が、年代順に並べられ飾り付けられている。

　それら一枚一枚が芸術的にとても素す晴ばらしいものなのだろうが、今のリリーシャに、じっくりと鑑かん賞しようするつもりは無かった。

（テオ、どこにいるのかしら……？）

　リリーシャの若草色のドレスの隠しポケツトには、紅茶の茶葉が入っている。

　数回分の茶葉をテオからわけてもらったが、ルクスが飲んでくれない以上使い道が無い。

　テオに返そうと持ってきたのだが、いつもの時間の待ち合わせ場所に、彼の姿が見当たらなかった。

　探し回るうち、あまり来たことの無い王宮の奥まった一角へと足を踏ふみ入れる。

　周囲を見回しながら進むと、見覚えのある茶色い頭と困ったような笑え顔がおが目に入った。

「テオ、そんなところで一体どうしたのです？」

「百合ゆりの君さま!!　すみません、約束を破ってしまって」

　こちらを見たテオの背後には、長ちよう剣けんを携たずさえた二人の衛兵がいる。

「大だい丈じよう夫ぶですわよ。それよりも、何か問題でも起こったのですか？」

「いえ、そういうわけではないのですが、この先に行こうとして止められてしまいまして」

「あちら側は宝物庫のある区画ですわよね。そんな所に何の用があるんです？」

「ついさっき、主様が行方ゆくえ不明になる前に宝物庫の一室を訪れていたと聞いたんです。だからもしかして、何か手て掛がかりがあるかもしれないと思ったのですが……」

　言い淀よどんだテオの言葉を継つぐように、衛兵の一人が口を開いた。

「身分も定さだかではない、主を伴ともなわない契けい約やく獣じゆうの立ち入りはこの先許されていない」

　取り付く島もない衛兵の言葉に、テオが唇を嚙かむ。

　主を思うその様がいたたまれなくて、リリーシャは咄とつ嗟さに声をあげた。

「ならば私百合の君が、テオの身元を保証しますわ。それなら問題ないでしょう？」

「はぁ。それはそうですが…………」

　衛兵達は態度を決めかねていたが、やがて渋しぶ々しぶと身を引き、行く手を開いてくれた。

「行きましょう、テオ」

「ありがとうございます。でも、僕なんかのためにいいんですか？」

「私だって、テオの主のことは心配です。問題の部屋を見てすぐに戻りましょう」

「はい。主様が訪れていたのは、この先にある《天てん球きゆうの間ま》という宝物庫だそうです」

　テオの案内に従い早足に進むと、扉とびらの開放された、広々とした一室にたどり着く。

　宝物庫と聞き、倉庫のような薄うす暗ぐらい部屋を想像していたが、意外に室内は明るかった。

　壁かべ際ぎわに設けられた台座の上に、月や星座をモチーフにした彫刻や絵画が並べられている。

　倉庫というより、展示室といったような様子だ。何組かの貴族たちが矯ためつ眇すがめつ、じっくりと美術品を鑑賞していた。

「ここにテオの主が、どんな用事で訪れたんですの？」

「それはわかりません。ただ、主様は、そちらの絵画を熱心に見つめていたそうです」

　テオの指し示す先にあるのは、星空の下の湖こ畔はんを描いた油彩画だ。

　丁てい寧ねいな筆ひつ致ちによって描かれているのが分かるが、これといった特とく徴ちようもない、よくある風景画のように見える。

「確かに美しい絵だと思いますけど、どうしてこれを見ていたのかしら？」

　何か手掛かりはないかと観察していると、ふいに室内がざわついてきた。

　絵画から視線を外し振ふり返ると、そこに好ましくない姿を見つけてしまう。

「ゲルトルード伯はく爵しやく……」

「おや、こんなところで会うとは奇き遇ぐうですな百合の君」

　伯爵は目を細めて笑うと、突つき出た腹を揺ゆすって近づいてきた。

　不仲と噂うわさされている伯爵とリリーシャの対面に、部屋の中の人間の注目が集まってくる。

「お久しぶりですね、伯爵。こちらへは何のためにいらしたのですか？」

「美しい芸術品を眺ながめ、精神的活力を補ほ充じゆうしようと思っていたのですよ。ただどうも、至高の美術を楽しむこの場には不似合いな異物の姿が見えるのですがね」

　ぎょろりとした伯爵の視線に、テオが体を震ふるわせる。

「あれの主は行方不明と聞いています。主無き今、ここには立ち入れないはずでは？」

「彼の身元は、私が保証いたしますわ」

「……さようですか。ならば問題ないのでしょう。失礼を申し上げてすみません。お詫わびに、こちらに収められている美術品の来歴について、わしが解説いたしましょう」

「いえ、結構で──」

「まずこちらの絵画ですが、作者はエトリア地方で下絵を描いたという説が濃のう厚こうで──」

　伯爵から離はなれるタイミングを逸いつしたリリーシャは、しかたなく拝はい聴ちようするふりをする。

　テオがこれ以上伯爵の気を惹ひくのを恐おそれたのか、静かに傍そばを離れる気配がした。

（あぁもう、話が長くて鬱うつ陶とうしい。でも、テオについて追つい及きゆうされるよりはマシかしら。絶対にネチネチと嫌いやみを言われると思ったから、意外だわ）

　滔とう々とうと続く講こう釈しやくに相あい槌づちを打つが、伯爵の話は長い。

　内心で苛いら立だちをかみ殺していると、突とつ然ぜん背後から何かが倒たおれたような大きな音がした。

　音の発生源を見ると、壁にかけられていた額がく縁ぶちが床ゆかに落下してしまっている。

　何があったのかと戸と惑まどっていると、伯爵が憤ふん怒ぬの表情を浮うかべて歩き出した。

　伯爵は大おお股またで落下した絵画へと向かっていたが、絵画の前を素通りし───そこから数歩の距きよ離りにいたテオの腕うでを摑つかみねじあげた。

「きさまっ、絵画に何をしたっ!?」

「痛っ!!　何ですかっ!?　僕はあの絵に触さわってもいませんよ!?」

「噓をつけっ!!　わしは、おまえが慌あわてて落ちた絵画から離れたのを見たぞっ!?」

「ちょっと、テオを離してください!!　彼は何もしてませんわ!!」

　テオの腕をとり、伯爵から引きはがす。

　降ってわいた嫌けん疑ぎにテオは青い顔をしながらも、小さくリリーシャに耳打ちした。

「僕、見ました。さっきの音の直後、小さな影かげが絵画から走っていくのを。犯人はたぶん小型の契約獣。……伯爵の指示だと思います」

　悔くやし気なテオの言葉を受け、先ほどの室内の状じよう況きようを思い浮かべる。

　室内の貴族たちは自分と伯爵を観察しているか、それぞれの美術品を眺めていた。目もく撃げき者がいる望みは薄うすいし、契約獣のテオの証言だけでは取り合ってもらえないかもしれない。

　他ほかにテオの疑いを覆くつがえせないかと頭を回していると、伯爵が追い打ちをかけてきた。

「何をしているのですか、百合の君。早くその罪人、いえ害獣を引き渡わたしてください」

「彼は無罪です。そちらこそ何か証しよう拠こはあるのですか？」

「伯爵であるこのわしよりも、主あるじもいない得体の知れない契約獣の言葉を信用するのですか？」

「彼の主は行方不明なだけです。それに彼の身元は、私が保証すると申し上げましたわ」

「ほう、では肝かん心じんのあなたさまの身元は、誰だれが保証すると言うのですか？」

「私はルクス殿でん下かの恋こい人びとです。私を疑うということは、殿下を疑うということですわ」

「殿下のためをお思いすればこそ、お疑い申し上げているのです」

「……どういうことですの？」

　伯爵は分厚い唇くちびるを笑みに歪ゆがめ、声を低く潜ひそめ囁ささやいた。

「殿下はまだ若いぶん騙だまされやすい。例えば子爵令れい嬢じようを名乗る、不ふ遜そんな平民などにな」

「!?」

　揺さぶりに思わず息を吞のむ。その隙すきを見み逃のがさず、伯爵が小声で畳たたみかけてきた。

「どうする？　あの契約獣を庇かばうつもりなら、この場でおまえの正体について追及するぞ？」

「そんな戯ざれ言ごと、他の人間が耳を傾かたむけると思いまして？」

「わしの言葉だけならな。だが、おまえがこの場にあやつを連れてきたのは、そもそも王宮の規約違い反はんだ。その点を突けば、おまえの素す性じようについて本格的に調査が入るぞ？」

「っ……」

「それが嫌いやなら、さっさとあやつを見捨てこの部屋を去るんだな」

　伯爵の提案に、リリーシャは爪つめが食い込むほど強く、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　テオはただでさえ立場の弱い契約獣だ。そこに伯爵の悪意が加われば、どうなるかわかったものでは無い。

「…………そちらの目的、テオを助ける交こう換かん条件は何ですの？」

「話が早いな。下げ賤せんな平民だからこそ、尻尾しつぽをふるべき相手はわかるのかな？」

　伯爵は蔑さげすみを隠かくしもせすリリーシャの顔を覗のぞき込み愉ゆ悦えつを浮かべた。

「何、簡単なことだ。おまえのやるべきことは────」

「私の恋人から離れてもらおうか、ゲルトルード伯爵」

「で、殿下っ!?」

　肩かたにかかった手に驚おどろき振り向くと、厳しく瞳ひとみを光らせたルクスの姿がある。

　ルクスはリリーシャを庇うように前に出ると、氷の彫ちよう像ぞうのごとき厳げん粛しゆくな面おも持もちでゲルトルード伯爵へと対面した。

「随ずい分ぶん私の恋人と話し込んでいたようだが、何事だ？」

「百合ゆりの君の連れてきた契約獣が、絵画を落としてしまったのですよ」

「それは本当か？」

　ルクスに目線を向けられ、リリーシャは大きく首を横に振った。

「違ちがいます。テオは無実ですわ。やったのは、部屋に忍しのび込んだ小型の契約獣です」

「殿下、騙されなさるな。彼女は噓うそをついて────」

　言い募つのる伯爵の言葉を、ルクスは掌てのひらを向けて制止した。

　ルクスは右手を上着の隠しポケツトへと入れると、中から気絶した鼠ねずみ形がたの契約獣を取りだした。

「なんだ、怪あやしい契約獣がいると思って捕つかまえておいたが、そういうことだったのだな」

「な、殿下っ!?　そやつは一体!?」

　さきほどまでの余よ裕ゆうをかなぐり捨て、伯爵が狼ろう狽ばいした声で叫さけんだ。

「ここに来る途と中ちゆう、廊ろう下かで偶然、気絶しているのを見つけたんだ。いくら小型の契約獣とはいえ、偶然にも警備が厳重なこの区画に入り込んでいたのは、すごいことだと思わないか？」

　ルクスは何度も『偶然』という言葉を使っているが、決して目は笑っていない。

　そのことに伯爵も気がついたのか、小さく身を縮こまらせ震えはじめた。

「伯爵が気になるなら、こいつの侵しん入にゆう経路や主についてしっかりと調べてもいいが、どうする？」

「……いえ、その契約獣にも悪気は無かったでしょうし、幸い絵画に目立った傷も無いようです。わざわざ殿下がお調べになるまでも無いかと」

「そうか。ならば私は、絵画の責任者に話をつけてこよう。いくぞ、百合の君」

　幕引きとばかりに言い放つと、ルクスはリリーシャの手を引いて歩き出した。

　ルクスの執しつ務む室まで連れてこられると、突き放すようにしてリリーシャの体が解放された。

「おまえ、どうしてテオを立ち入り禁止区域になんぞ連れ込んだんだ？」

「ごめんなさい」

「理由を言え。テオにそそのかされたのか？」

「私が勝手にやったのよ。あそこにテオの主の手て掛がかりがあるかも知れなくて、テオと一いつ緒しよに行けば何かわかるかもって強ごう引いんに連れて行ったのよ」

「どっちにしろ同じだ。自分の不安定な立場を少しは考え─────」

「熱くなってるとこ悪いけど、扉とびらの外まで声が漏もれてるよ？」

「フェリル!?　どうしてここに？」

　開かれた扉の向こうに、ひらひらと手を振ふるフェリルと、青ざめたテオが立っている。

「どうしてって、君を尾び行こうしてたからだよ」

「尾行？」

「危なっかしい君を、ルクスが放ほうっておくと思うかい？　ずっと僕が監かん視ししていたのさ」

　つまり、さっきルクスがタイミング良く来てくれたのも、フェリルのおかげということだ。

　リリーシャが礼を言うと、ルクスの咳せき払ばらいが聞こえた。

「俺が間に合ったから良かったが、おまえは自分がどれだけ迂う闊かつで愚おろかな真似まねをしたか、きちんと理解できているのか？」

「百合の君を責めるのはやめてください!!　全部僕が悪いんです!!」

　テオがルクスの前へ飛び出し、深く頭を下げた。

　ルクスはテオを冷たく見下ろした。リリーシャとの言い争いを扉とびら越ごしに聞かれていた以上、もはや優やさしい王子の演技をする気はないらしい。

　契約獣嫌ぎらいのルクスがテオにどんな罰ばつを下すか恐おそろしくなり、リリーシャは青くなった。

「待ってルクス!!　テオは主のことを心配していただけなのよ!!」

「………主のことを思いやって、か」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような声で、ルクスが低く呟つぶやいた。

「そう言っておけば、全すべて許されるとでも思っているのか？　これだから契約獣は嫌いなんだ」

「ルクス…………」

「俺にも仕事があり忙いそがしい。おまえとテオには追って処しよ罰ばつは知らせるから、全員この部屋から出ていけ」
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　リリーシャに下された処分は、屋や敷しきから出てはならないということだった。

　処分から五日。リリーシャは軽けい率そつな行動を反省していたから、自身の処しよ遇ぐうに不満は無い。

　だが問題がある。ルクスも巻き込んでしまうことだ。

　リリーシャが平民であることに何故なぜか気づいていた伯はく爵しやくなど、屋敷の外に危険が多いのはわかる。そんな場所へと、リリーシャを出したくないというルクスの考えもわかる。わかるのだが、ずっと引きこもっていてはルクスに迷めい惑わくをかけるばかりで、リリーシャはとても心苦しかった。

「……このままじゃルクスの仕事にも支障が出ちゃうし、なんとか屋敷を出ることを許して欲しいの。これからは私も迂闊な行動はしないって、そう信じて欲しいのよ」

「それで作っているのが、その料金表ですか？」

　呆あきれを滲にじませ、アルフが言う。

　アルフは書物机に向かうリリーシャの持つ紙し片へんを手にとると、記された文章を読み上げた。

「一、私リリーシャが、王宮の規約を破った場合、それが意識的であったか無意識だったかを問わず、一回につき千マルツをルクスに支し払はらいます。二、私リリーシャが、貴族令れい嬢じようとしてふさわしくない行いをした場合、一回につき五百マルツをルクスに支払います…………」

　書かれている項こう目もくは、ざっと二十件ほど。

　アルフも全てを音読するのは諦あきらめたのか、紙片をリリーシャの前へと戻もどした。

「リリーシャ、なぜよりにもよって自分から、罰ばつ金きん表など作ったのですか？」

「いくら私がルクスに迷惑をかけないと言っても、口先だけじゃ誠意は伝わらないと思うの。ルクスには何度もお金に汚きたない部分を見せちゃってるから、こちらから罰金制度を申し出れば、少しは信用してもらえるかなって」

「確かに、リリーシャはかなりお金にがめつ…………いえ、しっかりしていますが、わざわざそこまでしてやる必要は無いと思うのですが」

「元はといえば、私が悪いんだから当然よ。あ、もし実際に罰金を喰くらっても、その分は賃仕事を増やしてきっちりと返すつもりだから、食費や生活費については心配しないでね」

「私が心配しているのは、そんなことではありません」

　アルフは机に手をつき、リリーシャの顔を覗き込んだ。

「リリーシャ。君がそこまでして譲じよう歩ほし協力してやる価値は、あの性悪王子にはありません」

「いいえあるわ。ルクスの恋こい人びと役を務めると決めたのは、私だもの」

「恋人役としてなら、もう十分でしょう。過か酷こくな令嬢修しゆ業ぎようをこなし、恋人を演じるに足る知識と振る舞まいを身に着けた。立派に役割は果たせていますよ」

「でも王宮の決まりを破って、ルクスに迷惑をかけてしまっているわ」

「それに関しては、既すでに処分が下されています。王子が自ら決めた処分です。その結果として王子が苦しむことになっても、しょせん他人事。なんらリリーシャに責任はありません」

「それはその、その通りなんだけど…………」

　わかってはいるが、なぜか素す直なおに首しゆ肯こうすることが出来ない。

　思い悩なやむリリーシャに、アルフがついと蒼そう氷ひよう色の瞳ひとみを細めた。

「やはり、さっさとあの王子を縄なわでふん縛じばって、拉ら致ちしておけば良かったですね」

「ら、拉致!?」

「契約で離はなれられないのなら、我が家の納な屋やにでも転がしておけば問題ありません」

「問題大有りよ!!」

「私、荒あら事ごとには自信がありますから。証しよう拠こを残すようなヘマは致いたしません」

「バレなくても駄だ目めっ!!　ルクスって王子で、この国の重要人物なのよ!?」

「王子だろうが要人だろうが、リリーシャを悩ませる以上、ただのゴミ屑くずです」

「ゴミ屑…………」

「というのはさすがに冗じよう談だんですが、私はいつだって、リリーシャの味方です。本気でリリーシャが望むなら、あの王子一人くらいどうとでもできますから安心してください」

「本当に冗談よね？　とりあえず、この罰金表をルクスに渡わたしてくるから、大人しくしててね？」

「はい、お待ちしています」

　ルクスをゴミ屑呼ばわりしていた時の、剣けん吞のんな気配はどこへやら。

　穏おだやかな笑えみを浮うかべたアルフへと、リリーシャは顔をひきつらせたのだった。
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　リリーシャが罰金表を手にし、ルクスの部屋の前へやってくると、中から話し声が聞こえた。先客に出直そうとしたが、漏れてきた声に自分の名を聞き思わず息を吞のんでしまう。

「こうして見ると、リリーシャもなかなか優ゆう秀しゆうな囮おとりだったよね」

　扉越しにくぐもっているが、間ま違ちがいなくフェリルの声だ。

　立ち聞きは悪いと思いつつ、囮という物ぶつ騒そうな単語が引っかかり去りがたかった。

「あぁ、そうかもな。あいつのおかげで、伯爵の手て駒ごまを捕とらえることができた」

「そこは王宮内でリリーシャを付け回す三下を捕まえた、僕の功績でもあるよ？」

「その点は感謝している。だがまさか、あそこまで伯爵が迂闊だとはな」

　伯爵とはおそらく、ゲルトルード伯爵のことを言っているのだろう。

　ますます気になり、足に根が生えたように動けなくなる。

「まぁあの伯爵、元々僕の一件で君のことは嫌きらってたし、そんな君が契けい約やく獣じゆうとその主あるじの誘ゆう拐かい事件を調査することになって、相当うっとうしかっただろうからねぇ」

　誘拐事件とは、また穏やかでは無い話題だ。

　じっと耳を澄すませつつ、リリーシャは会話内容を自らの知識と照らし合わせ整理していった。

　───どうも、ここのところ王都では、希少な契約獣を従えた人間の行方ゆくえ不明事件が頻ひん発ぱつしていたらしい。被ひ害がい者しやには貴族の人間も含ふくまれていたため、秘ひ密みつ裏りにルクスに捜そう査さが回ってきたのだ。

（そしてテオの主も、伯爵の被害者の一人だった。ルクスとテオが知り合いだったのも、捜査の途と中ちゆうで関かかわったからなのね）

　主と契約獣は、必ずしも一対一の関係ではない。テオの主も、テオ以外にもう一体契約獣を従えていた。そしてそちらが希少な種類だったため、犯人の標的になってしまったのだ。

　ルクスの屋敷にいた契約獣たちも、テオと同じようなパターンだ。彼らはテオと違ちがって人形をとれなかったため、捜査資料としてルクスが屋敷で保護していた。

　────そうして様々な手を打ち事件を追ううち、ルクスは犯人へとたどり着いた。

　ゲルトルード伯爵は、契約獣の収しゆう集しゆう癖へきにとり憑つかれている。

　伯爵は希少な契約獣を持った人間をさらうか殺すかし、契約獣を奪うばい取っていたのだ。

（ルクスは伯爵が犯人だと、私と会う前から気づいていた。伯爵邸ていでの舞ぶ踏とう会に参加したのも、こっそりと邸宅内を捜査するための口実だったのね）

　いくつかの疑問が解消するが、まだ話は終わってはいない。

　先ほど聞こえてきた《囮》という表現に、心臓が嫌な音をたてざわめいている。

　暗い予想に押しつぶされそうになっていると、室内から決定的な言葉が聞こえてきた。

「でもほんと、伯爵も馬ば鹿かだよねぇ。いくら君を直接殺すことが出来ないからって、王宮内でリリーシャにまで手を出してくるなんて、見え見えの囮だってわからなかったのかな？」

「囮だとばれないよう演技していたから当然だ。俺が人前であいつに愛を囁ささやいていたのは、恋人に浮かれた馬鹿王子のフリをするためだったからな」

　淡たん々たんとした声こわ音ねのルクスの言葉に、心の中に大きな亀き裂れつが走るのがわかった。

（あぁなんだ、そういうことだったのね…………）

　ルクスがリリーシャに優やさしかったのも、全すべては演技に過ぎなかったのだ。

　リリーシャと契約で結ばれたのは、きっと本当に偶ぐう然ぜんだったのだろう。

　でもルクスは、その偶然を捜査に使うことにした。

　リリーこいシャびとの存在を必要以上に王宮で見せつけ、ルクスの大切な存在だと印象付ける。

　そうすればルクス本人には手出しできない伯爵が、リリーシャのことを人ひと質じちにしようとつけ狙ねらうと踏ふんでいたのだ。

（伯はく爵しやくが私の正体に気づいていたのも、必死に私のことを付け回していたからかしら？）

　盗ぬすみ聞きだけでは、まだわからないことも多かった。だがルクス達の口ぶり的に、事件は解決の方向へと動き出しているようだ。捜査が進めば、伯爵が捕つかまるのは確かだろう───リリーシャには、何も知らされないままに。

　リリーシャは唇くちびるに自じ嘲ちようを刻むと、ルクスの部屋に背を向けた。

（しょせん私は、ルクスにとってただの囮。信しん頼らいなんて欠片かけらもされてなかったのよ。それなのに罰金表こんなものまで作って、馬鹿みたいじゃない…………）

　ぐしゃりと。手の中で罰金表を握にぎり潰つぶすと、自らの心も潰れたようで、少しだけ痛かった。
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　ルクス達の真意を知ってから、三日目の朝が来た。

　アルフと食しよく卓たくについていると、食堂に入ってきたルクスに、本日の予定を告げられた。

「今日の昼過ぎに城下町にある孤こ児じ院いんを訪おとずれるから、そのつもりで準備しておけ」

「え、外に行くの？　屋や敷しきの中に閉じこもってるのはもういいの？」

「最近おまえは引きこもっているせいか、毎日浮かない顔をしているだろう？　王宮の外に出て子供たちと触ふれあえば、少しは気がまぎれるかと思ったんだ」
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「そう、ありがとう」

　気が晴れないのには別の理由があったが、口にすることは出来なかった。

（気き遣づかいは嬉うれしいけど、本当に私のためだけかしら？　分厚い警備のしかれた王宮から出れば、物騒な目に遭あいやすくなる。伯爵たちが動きを見せる可能性もあるんじゃない？）

　前にルクス達が口にしていた囮という言葉が脳のう裏りをかすめ、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいる。

　リリーシャは頭を振ふり、暗い疑念を追い払はらおうとしたが───────
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　馬車の車輪が石いし畳だたみを嚙かむたび、細かな振しん動どうが体を突つき上げる。

　リリーシャは窓外を流れる景色へ暗い目を向けた。

　馬車は王都の西部区域にある孤児院を目指しているはずだが、それにしては時間がかかりすぎている。さきほどから窓外に見える町並みは貧相だ。王都の中でも治安の良くない、人気の無い区域を走っているようだった。

「どうしたんですリリーシャ？　もしかして、振動に酔よってしまったのですか？」

「いいえ大だい丈じよう夫ぶよ。心配ありがとね、アルフ」

　馬車の座席にはリリーシャとルクスに加え、アルフも腰こしを下ろしている。

　アルフはルクスの《囮》発言を知らないはずだが、リリーシャの様子から何か察することがあったらしい。アルフには普ふ段だん、貴族たちの興味を惹ひかないよう屋敷の中で契約魔ま術じゆつの解除方法について調べてもらっていたが、本日はずっと行動を共にしていた。

（アルフに《囮》のことを教えたら、怒いかり狂くるってルクスを縛しばり上げそうだものね……）

　伝えるべきか迷ったが、そもそもが盗み聞きで得た情報のため後ろめたかった。

　ルクス達が秘密裏に動いて伯爵を捕らえてくれれば、アルフがそれを知る必要も無く終わる話なのだが──────どうやら期待は外れたようだった。

　前方から突とつ如じよ、破は裂れつ音と馬車馬のいななきが響ひびき、馬車が急停止する。

　座席にしがみついて衝しよう撃げきに耐たえていると、ルクスが立ち上がり扉とびらを蹴けりあけた。

「俺が外の様子を見てくるから、絶対に中から出るなよ!!」

　ルクスは佩はいていた長ちよう剣けんを抜ぬき放ち、勢いよく外へと飛び出した。

　言われた通りアルフと二人で待っていると、外から剣けん戟げきの音と爆ばく発はつ音が聞こえてくる。

　恐おそる恐る窓から覗のぞくと、何人もの賊ぞくたちを相手に、ルクスと護衛が立ち向かっていた。

　鋭するどく速く煌きらめく剣けん尖せんと、高速詠えい唱しようによって放たれる炎ほのおの矢。

　まさしく天才とでも呼ぶべき卓たく越えつしたルクスの技量だが、いかんせん多勢に無勢だ。

　ルクスとてそれがわからないはずはないのだが、表情にはなぜか余よ裕ゆうがある。

　固かた唾ずを吞みながらも見守っていると、賊の肩かたへと鋭く矢が突き立った。

　賊が悲鳴をあげる中、建物の陰かげから、剣と弓矢で武装した兵士たちが姿を現す。

（どうやら味方が現れたみたいね。やっぱりルクスは、この襲しゆう撃げきを予想していたんだわ）

　あらかじめ馬車のルートを伝え、兵を配備しておいたのだろう。

　頼たのもしいはずの増ぞう援えんの登場は、しかしリリーシャの疑いを裏付けていた。

　兵士たちは賊を取り囲むと、一人、また一人と取り押さえていく。

　ルクスは賊が残らず捕とらえられたのを確かく認にんすると、剣を収め馬車へと乗り込んできた。

「騒さわがせて悪かったな。襲おそってきた賊は全て排はい除じよしたから、どうか安心してくれ」

「そう」

　ルクスの顔を見られず視線をそむけると、心配げな声がかかる。

「顔色が悪いがどうしたんだ？　そんなに怖こわかったのか？」

「違うわ。だって私、賊の襲撃があるかもって知っていたもの」

「それは一体、どういうことだ？」

「つっ!!」

　とぼけるルクスが憎にくらしく、腹の底から怒りが湧わき上がってくる。

「ふざけないでよ!!　私、囮おとりなんでしょう!?　わざと私を警備の薄うすい王宮外に連れ出して、襲ってきた伯爵の手下を捕まえる計画だったんじゃない!!」

「おまえ、どうしてそれを!?」

「この前、フェリルと話してたのを聞いたのよ!!　私の存在が迷めい惑わくだったのかもしれないけど、だからって囮にして、アルフまでいっしょに巻き込むことは無いでしょう!?」

「ちょっと待ってください。囮とはなんです？　説明してください」

　アルフが柳りゆう眉びを吊つり上げ、ルクスへと詰つめ寄る。

　今にも手が出そうなアルフへ、リリーシャは盗み聞きした内容を語り聞かせた。

　話を進めるうち、アルフの瞳ひとみが蒼あおい炎となって燃え上がり、銀ぎん髪ぱつの表面に紫し電でんが弾はじけ始める。

　ルクスはもはや誤魔化すことも出来ないと悟さとったのか、ゆっくりと息を吐はいた。

「あぁそうだ。全てリリーシャの語った通りで間ま違ちがいない。すまなかったな」

　ルクスは謝ると、深く深く頭をさげた。

　だがアルフの怒りがそれしきで収まるわけも無く、身にまとう雷かみなりが激しくなっていく。

　ルクスのことは許せないが、大おお怪け我がをさせるわけにもいかない。咄とつ嗟さにリリーシャは叫さけんだ。

「私、今はルクスの顔なんて見たくも無いわ。アルフ、ついてきて!!」

　馬車から飛び降り、早足で石畳の上を歩く。

　アルフが背後から追いかけてくるのを確認すると、リリーシャは走り出したのだった。
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　狭せまい路地を駆かけ抜け、いくどか角を曲がって走り続けていると、さすがに息が切れてくる。

　そもそも契けい約やくがある以上、ルクスからあまり離はなれすぎるのも危険だ。

　石いし壁かべに手をついてかがみ込むと、頭上からハンカチが差し出された。

　アルフは冷静さを取り戻もどしたのか、何も言わずに寄り添そってくれている。

　ハンカチを受け取って汗あせを拭ぬぐうと、リリーシャも少しだけ頭を冷やすことが出来た。

（少し、言いすぎちゃったかなぁ………）

　走り際に見た、ルクスの傷ついた表情が目に焼き付いている。

　そのせいで、こちらが悪者になってしまったような錯さつ覚かくが心の中をかき乱していた。

　勝手に囮にされたことは許せないが、大量に用意されていた増援から、リリーシャを傷つけるつもりが無かったのはわかる。

　ルクスはあくまで仕事のためにリリーシャを利用しただけで、悪意が無かったのもわかる。

　ちゃんと理解しているつもりだが、そう簡単に割り切れるものでもない。契約のためルクスから遠く離れることはできないが、せめて今だけは顔を合わせたくはなかった。

　リリーシャが感情を持て余していると、はっとアルフが息を吞のむ音が聞こえた。

「危ないっ!!」

「きゃっ!?」

　アルフに突き飛ばされ、路上を転がる。

　痛みと衝撃をこらえて目を開く。倒たおれ込んだアルフの背中に、いくつもの氷の破は片へんが突き立っている。アルフは頭を打ったのか身動きせず、ぐったりと四し肢しを投げ出していた。

「アルフっ!?」

「ちっ、小こ娘むすめの足を狙ねらったが外したか」

　聞き覚えのある声に、眼まな差ざしを険しくして振り向く。

　瞳をぎらつかせたゲルトルード伯はく爵しやくが、青い風切り羽を持った巨きよ鳥ちようを従え立っていた。

「伯爵、どうしてここに!?」

「わしは部下の働きは近くで見たい主義でな。あいにく部下たちは失敗したようだが、ここでおまえを見つけ出せたのも、わしの人徳と幸運のなせるわざだろうな」

　伯爵は得意げに言うと、巨鳥へと指示を出した。

　巨鳥のまわりにキラキラと輝かがやく氷の粒つぶが生まれ、急速に鋭く大きくなっていく。

　あれが、先ほどアルフを攻こう撃げきした正体だろう。再び氷の切っ先がアルフに向けられたのを見て、リリーシャは振り絞しぼるように声を出した。

「やめて、私はどうなってもいいから、お願いだからアルフを傷つけないで」

「わしがそやつを生かす理由があるか？　さっさとそこをどけ」

「っ………!!」

　唇くちびるをかむ。やはり伯爵は、リリーシャを誘ゆう拐かいするつもりらしい。そのためには目撃者であるアルフを生かしておく気もないのだろう。そうと知って動くこともできず、リリーシャはアルフを庇かばうように両りよう腕うでを広げた。

「ふん、どかぬか。まぁいい、ならば動くなよ。これ以上逃にげられぬよう、おまえの手足を何本か潰つぶさせてもらおう」

　宙に浮うかぶ何本もの氷片が、刃やいばとなって一いつ斉せいにこちらへと放たれる。

　背後にアルフがいては避よけることもできず、リリーシャはぎゅっと目を瞑つむった。

　激痛を覚かく悟ごし歯を食いしばると、顔に生暖かい液体がかかる。

「え……？」

　目の前にある、赤く染まったルクスの姿。

　庇われたのだと理解したとたん、喉のどの奥から悲鳴がほとばしった。

「ルクスっ!?　どうして私なんかをっ!?」

　倒れ込んできたルクスを抱だき留とめる。両腕にべったりと血が付着し、リリーシャを更さらなる絶望へと突つき落とした。

「ほう、たかが平民のために身を投げ出すのか。たいした茶番だな」

　伯爵は嘲あざ笑わらっていたが、傍かたわらの巨鳥の様子がおかしいのに気付き、眉まゆをひそめた。

　巨鳥は小さく羽を折りたたみ、怯おびえた小鳥のように身を震ふるわしている。

　巨鳥の視線の先には、雷を[image: ]ほとばしらせながら立ち上がるアルフの姿がある。

　大気を焦こがす紫電がひと際きわ激しくはじけ飛び、世界を白く白く染め上げていった。

「なっ!?」

　光が収まる。その発生地点には、銀色の狼おおかみがいた。

　狼は人の背せ丈たけほどもある堂々たる体たい軀くで、艶つややかな毛並みに燐りん光こうが宿っている。

「アルフ………」

　リリーシャが、本ほん性しようを顕あらわしたアルフの名を呆ぼう然ぜんと呼ぶ。

　アルフはリリーシャの無事を確認すると、獰どう猛もうな瞳を怯え震える巨鳥へと向けた。

　一いつ瞬しゆんの後、アルフの体から紫電がたち上り、咆ほう哮こうと共に青白い雷の槍やりが射出される。

　狙い過あやまたず巨鳥を貫つらぬいた雷は、一いち撃げきで相手を地に落とし気絶させていた。

「ひっ!!」

　頼たよりにしていた契けい約やく獣じゆうを無力化され、伯爵の喉から掠かすれた悲鳴が漏もれ出す。

　アルフは捕ほ食しよく者の瞳で伯爵を睨にらみ付けると、再び雷らい光こうをまとい始めた。

「やめてアルフっ!!　それ以上力を使ったら駄だ目めっ!!」

　リリーシャの必死の制止の言葉を受け、アルフの目に理性の光が戻る。

　その隙すきに伯爵が逃げ出したのを見て、アルフも牙きばをおさめた。

　アルフはそのままリリーシャの傍らへと身を寄せると、頽くずおれるようにして身を伏ふせた。

「アルフ、どこか痛いところは無い？　体は大だい丈じよう夫ぶ？」

　問いかけを、アルフは頭を振ふって否定した。

　契約者を持たないアルフが無理に強力な雷を操あやつれば、すぐさまその反動が襲ってくる。

　もはや声を出す余力も無いようで、人形をとることもできず弱弱しく目を瞑っていた。

「うっ……。伯爵は逃げたのか？」

　掠れた声にはっとし、膝ひざの上のルクスへと視線を向ける。

「おまえが無事で、よかった………」

「なんで!?　どうして私をかばったのよっ!!　私なんか、ただの囮おとりだったんでしょう!?」

「あぁ……でも体が動いていっ、ごほっ!!」

「血がっ!!　そんなっ!!」

「お……まえが嘆なげく必要は無い。全すべて……俺が自分で選ん……だことだ。今度こそ俺は、守ることが…………できたんだからな………」

「嫌いやっ!!　ルクスっ、お願い目を開けてっ!!」

　蒼そう白はくな顔に何度名を叫んでも、両のまぶたが動くことは無い。

　視界が黒く塗ぬりつぶされるような絶望にあえぐと、頰ほおに柔やわらかく湿しめった感かん触しよくを感じた。

「泣かないでください、リリーシャ」

　アルフは温かい舌でリリーシャの涙なみだを舐なめとると、その胸むな元もとに顔を近づけた。

　リリーシャの肌はだを傷つけないよう、牙でドレスだけを破る。露あらわになった鎖さ骨こつの下には、揺ゆれるペンダントがある。アルフは鎖くさりに牙をあてると、一息に食いちぎり奪うばい去った。

「熱っ!?」

　ペンダントが離れた途と端たん、左胸の契印が強い熱を放ち脈打つ。

　たまらず胸元を押さえると、ルクスのうめき声が聞こえた。

「な、んだこれは？　傷きず跡あとが消えていく……？」

　見る見るうちに肉が盛り上がり、皮ひ膚ふがつながって傷一つない肌へと修復されていく。

　リリーシャが言葉を失って見守っていると、ルクスが己おのれの体を眺ながめ立ち上がった。

「どういうことだ？　俺は何故なぜ立つことができる？　瀕ひん死しの傷のはずだったぞ？」

「ル、ルクス？　体は痛くないの？」

「あぁ。かすり傷程の痛みも無い。一体全体、何が起こったんだ？」

「わからないわ。でも契印が熱くなったから、何か契約の力が働いたのかも？」

「そんなはずはない。確かに、契約獣は主あるじから供給された魔ま力りよくで傷を癒いやすことができる。だがそれは契約獣が異世界の住人であり、この世界での肉体が仮かり初そめのものでしかないからこそ出来る芸当だ。おまえと契約をむすんだとはいえ、俺は人間だ。人間の傷を即そく座ざに癒す術など、大陸中のどこにも存在していないはずだぞ？」

「けど、さっきの傷が幻まぼろしってことも無いわよね…………」

　幻では無い証あかしに、ルクスの服は赤黒く変わり果てている。石いし畳だたみの上にも赤い血だまりが広がり、リリーシャのドレスの裾すそをひたひたと侵おかしている。出血量的に致ち命めい傷しようは間ま違ちがいない。

　呆然とリリーシャが座り込んでいると、ルクスの腕うでが差し出された。

「立てるか？　そのままだと、おまえまで血で汚よごれてしまう」

「えぇ、わかったわ─────」

　立ち上がろうとするも足に力が入らず、全身が泥どろのように重い。

　怠だるさを自覚すると、底なし沼ぬまに引きずりこまれるように意識が沈しずみ込んでいく。

「おい、どうしたんだっ!?」

　狼ろう狽ばいした叫さけびと、体を揺する振しん動どう。

　ルクスに答える余よ裕ゆうも無く、リリーシャの意識は深い暗くら闇やみへと滑すべり落ちていった。
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　その後リリーシャは、意識を失っている間に屋や敷しきの寝しん室しつに運ばれたらしい。

　目を覚ますと、枕まくら元もとには心配そうに寄り添そうニノがいた。寝台の横には狼の姿のまま瞳ひとみを閉じたアルフ。部屋の片かた隅すみには黒雀や屋敷の契けい約やく獣じゆうたちが座り込んでいる。

　寝台から身を起こし、ニノと黒雀達の頭を安心させるように撫なでてやった。

　彼らが安心したのを確かく認にんすると、熟じゆく睡すいするアルフの背中へ手を当てる。

　アルフはその牙にリリーシャのペンダントを引っかけ、離はなさないよう口を閉じていた。

（アルフはどうして、あの時私からペンダントを奪い去ったんだろう……）

　色々と聞きたいことはあるが、今は雷かみなりの行使で消しよう耗もうしたアルフを休めることが優先だ。

　あれだけ派手に力を使ったのだから、これから数日は目を覚ますことも無いはずだ。

　リリーシャがアルフの毛皮に顔をうずめていると、寝室の扉とびらが小さく控ひかえめに叩たたかれた。

「リリーシャ起きてる～？　寝ねてるなら入らないから、返事して欲しいな～」

「…………起きてるわよ」

　いい加減な呼びかけに答えると、フェリルが赤い毛もう髪はつを揺らして入室してきた。

「眠ねむり姫ひめのお目覚めだね。ちなみに、今は君が倒たおれてから一晩あけた昼だよ」

「ルクスはどうなったの？　ちゃんと生きてるわよね？」

「うん、ピンピンしてるよ。血まみれで帰ってきた時は驚おどろいたけど、返り血だったみたいだね」

「そう………」

　安あん堵どに胸をなで下ろす。やはりルクスの傷は治っていたのだ。リリーシャが意識を失い倒れたのは、傷を癒すため魔力がルクスへと流れ込んでいたからかもしれない。

（助かってよかったけど、人間の傷が一瞬で治るなんて普ふ通つうありえないわよね……）

　リリーシャが考え込んでいると、興味深そうにこちらを見つめるフェリルと目があった。

「君、ルクスに対しては怒おこってないんだね？　囮にされてたって知ったんだろ？」

「えぇ。フェリルもグルだったんでしょ？　悪いけど、この前立ち聞きさせてもらったわよ」

「うん。ま、僕は謝る気はないけどね。ルクスが望むならそれに協力するだけだし、正直君が死のうが生きようが、どっちでもいい暇ひまつぶしになると思ってたし」

「…………清すが々すがしく人でなしな言葉をありがとう」

「僕は人間じゃないから、当たり前だろ？」

「契約獣だって、良心を持った子はちゃんといるわよ」

「そこはほら、人間と同じように契約獣にだって悪いやつはいるってことさ」

　フェリルはおどけて肩かたをすくめると、話題をルクスへと戻もどした。

「それで君、どうするの？　囮計画を知って、それでもルクスを許せるのかな？」

「わからないわ。囮にされたのは嫌だけど、ルクスが私を助けてくれたのも本当よ」

　命がけで、致命傷を負ってまで庇かばってくれたルクス。

　その真意はわからないが、リリーシャを傷つけまいという意思は本気だったのだろう。

　リリーシャはぎゅっと寝衣をつかむと、揺れる思いを言葉にして吐はき出した。

「ルクスのこと、信じたいわ。だから直接会って話がしたいの。今から大丈夫かしら？」

「うーん、ちょっと無理かなぁ。今は行方ゆくえ不明事件の捜そう査さの大おお詰づめなんだ。まだ決定的な証しよう拠こは見つかっていないし、肝かん心じんの伯はく爵しやくの身み柄がらは押さえられてないんだよね」

「どれくらい時間がかかりそうなの？」

「ルクスが直接現場で指揮をとればすぐに伯爵を追い込めそうだけど、屋敷から離れられないみたいだからね。君との契約のせいで離れることが出来ないんだろ？　妬やけちゃうね」

「あれ？　フェリルって契約のこと、いつの間に知っていたの？」

「君を抱かかえて屋敷に帰ってきたルクスに相談されたのさ」

「そうだったの」

　ルクスはきっと、瀕死の傷が治るという異常事態に疑問を抱いだき、フェリルに知ち恵えを求めたのだろう。今いま更さらばれたところで、ルクスを深く深く愛するフェリルになら問題ない気がする。

「契約について、今まで黙だまっていてごめんなさいね」

「ま、僕は人でなしだからね～。言わなくて正解だったと思うよ。それに契約に導かれて君が来たおかげで、ルクスの新たな一面が見られたから、僕は何も損をしてないしね」

「……………なんというか、フェリルは本当にブレないわね」

「どういたしまして。君も見習うといいよ？」

「……………遠えん慮りよしておくわ」

「あはは、ま、どっちみち君みたいな子じゃ、百年たっても無理だろうからね」

　フェリルはわざとらしくため息をつくと、懐ふところから薄うすい手紙をとりだした。

「これ、テオって契けい約やく獣じゆうからの手紙だよ。君は体調を崩くずして寝込んでいることにしてあるから、心配してるみたいでね。念のためルクスと僕で中身をあらためさせてもらったら、明日の昼過ぎにお見み舞まいに訪問したいって書いてあったんだけど、どうする？」

「ルクスが許してくれるなら、この屋敷に招きたいのだけどいいかしら？」

「それなら、ルクスには僕から上手うまくいっておくよ。君はこれに返信を書いとくといい」

　フェリルは新品の便びん箋せんを取り出し、リリーシャへと手て渡わたしたのだった。
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　翌日屋敷に見舞いにきたテオは、手て土産みやげとして紅茶の茶葉と茶ちや菓が子しを持参していた。

　以前テオから茶葉を譲ゆずってもらった時、結局リリーシャはその紅茶を飲むことが出来なかった。そのため今日は、テオが自ら紅茶を振ふる舞まってくれるという。

　客人に紅茶を淹いれさせるなんて、と思ったが「これくらいしか、僕があなたのために出来ることはありませんから」と言われれば断れなかった。

　リリーシャはテーブルに置かれたカップをとると、そっと唇くちびるへとあてがった。

「……すごく美味おいしいですわ」

「喜んでいただけて光栄です」

　リリーシャが感想を述べると、テオがほっとしたように息をついた。

「ここのところ人に紅茶を振る舞う機会がなかったので、実は少しだけ自信が無かったんです」

「まぁ、もったいない。これだけ美味しい紅茶なのにどうしてですの？」

「いつも紅茶を飲んでくれていた主あるじ様がいないからです。最後に誰だれかに紅茶をお出ししたのも、我が家にルクス殿でん下かがいらっしゃった時のことで、もう二ヶ月近く前になりますね」

「そうでしたの。ところで前から気になっていたのですけど、テオはいつごろ、どこで殿下とお知り合いになったのかしら？」

「それはその、偶たま々たま王宮内を歩いている時に声をかけられまして……」

　リリーシャが茶飲み話を装って聞くと、テオが少しだけ返答につまった。

（契約獣嫌ぎらいのルクスがどうしてテオと知り合いなのか不思議だったけど、ルクスの裏の仕事を知れば簡単なことだったのね。テオが言い淀よどむってことは、二人が面識を得たのは、テオの主が事件に巻き込まれた後。調査のためにやってきたルクスと知り合いになったってとこでしょうね）

　脳のう裏りで答え合わせをしていると、ドレスの隠しポケツトがもぞもぞと動いた。

（あれ、ひょっとしてニノ、紅茶と茶菓子の匂においにつられて目を覚ましたのかしら？）

　どうも最近のニノは、ドレスの隠しポケツトで昼ひる寝ねをするのがお気に入りらしい。よく黒雀と隠しポケツトの縄なわ張ばり争いをしては、潜もぐり込んで眠りこけていた。

（そういえば今にして思うと、契約獣嫌いのルクスの屋敷に大量の契約獣がいたりで、ルクスの裏の顔の片へんりんはあちらこちらに見え隠れしていたのよね）

　リリーシャにもう少し周りを見み渡わたす余裕があれば、もっと早くに気付けたかもしれない。

　気付いたところでルクスと更さらに拗こじれただけかもしれないが、やはり複雑な思いだった。

「あの、どうしたんですか？　もしかして、お茶菓子の方がお気に召めしませんでしたか？」

　黙り込んでいたせいか、ティーポットを手にしたテオが不安げに眉まゆを曇くもらせた。

「いえ、違ちがいますわ。こんな美味しい紅茶を毎日飲めるなんて、テオの主は幸せ者だなと羨うらやましくなったんですの」

「ありがとうございます。僕も、早くまた主様に紅茶をお出ししたいです……」

　声を落ち込ませたテオに、リリーシャは失言を悟さとった。

（しまった。テオの主は、まだ自宅に戻ってきていないのよね）

　伯爵を追いつめ事件の解決が見えてきていたが、いまだ行方不明の人間や契約獣は多い。テオの主と、彼が所有していた希少な契約獣もその一例だ。

　契約獣は契約を交かわした主の命が途と切ぎれれば必ず気づくと言うから、テオの主は殺されてはいないはず。しかしだからと言って、茶飲み話にふさわしい話題でないことは確かだった。

　せっかくのお茶会の雰ふん囲い気きを壊こわして焦あせっていると、不意にくらりと目まいを感じた。

（へ…………？）

　視界が揺ゆれ動く。頭が重い。腕うでに力が入らず、手からカップが滑すべり落ちる。体を支えられず、テーブルの上へと倒れ込んだ。

　落ちたカップから紅茶がこぼれ、純白のテーブルクロスに歪いびつな染しみを広げていくのが見える。

「な……に……こ、れ……？」

「すみません。でも、許してくれとは言いません」

　動けなくなったリリーシャを、テオが介かい抱ほうするでもなくじっと見つめる。

　なぜそんなに冷めた表情をしているのかと疑問を持つ余よ裕ゆうすらなく、リリーシャの意識は急速に蝕むしばまれていった。
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「ここは、どこ…………？」

　リリーシャが目を覚ますと、そこは暗く粗そ末まつな見知らぬ一室だった。窓の鎧よろい戸どは全すべて落とされ、光源は古ぼけた燭しよく台だいが一つだけ。

　床ゆかから起き上がろうとすると、両りよう腕うでが縄なわで括くくられ、背中に回されていることに気付いた。

「お目覚めですか？」

「っ、テオ!?」

　部屋の暗がりから、テオがこちらへと歩み寄ってくる。揺れ動く燭台の灯あかりを反射し、顔の鱗うろこがぬらりとした光こう沢たくを放った。

「なぜ私は縛しばられているんですの？　助けてくれませんか？」

「僕には無理です。それにあなたも、無理に上品な言葉を使う必要はありません」

「どういう意味かしら？」

「ゲルトルード伯爵から聞きました。あなたの本名はリリーシャ。貴族ではないのでしょう？」

「なんですって!?　テオも伯はく爵しやくの一味だったっていうの!?」

　あれ程ほど優やさしく、主想おもいだったテオが？

　否定して欲しかったが、返された答えは無情なものだった。

「はい。リリーシャの紅茶に眠ねむり薬を入れたのはこの僕です」

「噓うそよ。だって伯爵は、テオの主を誘ゆう拐かいした犯人で……………」

　言葉を切り、唇を嚙かみしめる。そう、誘拐だ。てっきり、テオは主の不在に心を痛めていただけだと思っていたが違った。伯爵に主を人ひと質じちにとられ、脅おどされていたのだろう。

「宝物庫で伯爵と出会ったのも、偶ぐう然ぜんじゃなかったのね？」

「えぇ、僕は伯爵に指示された台本をこなしたまでです」

「王宮の中庭で倒たおれ込んでいたのも、私の気を惹ひいて知り合いになるためだったの？」

「あなたがあの中庭に来る可能性があると、そう聞いていましたから」

「…………最初から全部、私を騙だますためだったのね」

「これも全ては、主様のため。主様に再び紅茶を飲んでいただくためなんです」

　言い切ったテオの瞳ひとみには、暗く静かな決意が燃えている。

　テオはきっと主のためなら、なんだってする覚かく悟ごなのだろう。

　どのような手段で、リリーシャを屋や敷しきから誘拐したのかはわからない。だがテオの来訪は、フェリルや屋敷の住人に知られてしまっている。リリーシャが姿を消せば、すぐにテオに疑いが向けられるはず。伯爵達がテオを庇かばうとも思えなかった。

「テオ、考え直して。あなたが不幸になったら、きっと主も悲しむわ。私がルクスを説得するから、一いつ緒しよに伯爵に立ち向かいましょう？」

「僕がそちら側につけば、主様は殺されてしまいます。念のため言っておきますが、主様が捕とらえられているのは、こことは別の建物です。どうやって助け出すつもりなんですか？」

「場所はどこなの？」

「教えられるわけありません。この部屋の扉とびらの外にも、見張りが耳を澄すませていますから」

「────その通りだ」

「ゲルトルード伯爵っ!?」

「おまえのような平民は、やはりそうして這はいつくばっているのがお似合いだな」

　屈くつ強きような男達を従え、伯爵が部屋へと入ってくる。

　リリーシャが睨にらみ付けると、伯爵に憎にく々にくし気に胸を踏ふみつけられてしまった。

「ぐっ、何するのよっ!?」

「苦しめ。たかが小こ娘むすめが、このわしにたてついた罰ばつと知れ」

　伯爵の踵かかとに、更なる力が加えられた。肋ろつ骨こつが圧あつ迫ぱくされ、息が吸い込めなくなる。

　激痛と呼吸困難に喘あえいでいると、テオの助け船が出された。

「伯爵、おやめ下さい!!　彼女はルクス殿でん下かに対する大切な人質です」

「ふん。仕方ないな」

「がはっ、げほごほっ!!」

　解放されたリリーシャは必死になって空気を求め、勢いよくせき込んだ。

　死ぬかと思ったが、まだこちらを殺すことは出来ないらしい。

（……だったら出来るだけ会話して、伯爵から情報を引き出さないと）

　伯爵はリリーシャを無力化したつもりだろうが、ルクスとの契けい約やくまでは知らないはずだ。

　リリーシャとルクスの間には、お互たがいの居場所がわかるという契約の繫つながりがあった。

　おまけに、二人は一定距きよ離り以上離はなれられないという制約がある。ここが王宮内の建物だとは思えないが、契印がうずいていないということは、ルクスがかなり近くに来ているはず。

　おそらくリリーシャの誘拐に気づき、急いで追ってきてくれているのだろう。

「私を捕まえてどうするつもり？　誘拐事件について、ルクスに見み逃のがしてもらおうとでも思っているの？」

「おまえの命と引き換かえなら、あやつも縦に首を振ふるだろうからな」

「私はただの町娘よ。そんな私のために、王子であるルクスがうなずくはずがないわ」

「だがおまえは恋こい人びとなのだろう？　おまえの様な賤いやしい小娘のどこがいいかはわからないが、先日あやつはおまえを守るため、氷の刃やいばに身をさらした。あの時血まみれになったあやつは、死んでいてもおかしくなかったはずだ」

　毒づく伯爵に、リリーシャはドキリとした。

　やはり先日のルクスの傷は、他人からも致ち命めい傷しように見えたらしい。

「わしのことを何度も邪じや魔ましおって、しぶとく厄やつ介かいな男だ。今度こそは殺したと思っていたのに、何故なぜかまたもや死なぬ。本人を殺せないとなれば、もう人質をとるしかないであろう？」

「『今度こそ』、『またもや』？」

　不ふ吉きつで物ぶつ騒そうな言い回しに眉まゆをひそめていると、胸の契印が熱を帯びた。そっと契印に注意を向ける。鎧戸のおろされた窓の向こうからかすかに引っ張られるような感覚がある。

　至近距離までルクスがきているのだ。

「あぁそうだ。てっきりあの時あやつは────っ!?」

　鋭するどい風切り音と共に、壁かべと鎧戸が幾いく百ひやくの欠片かけらとなって吹ふき飛ぶ。

　室内を荒あれ狂くるう突とつ風ぷうが蠟ろう燭そくを吹き消し、暗くら闇やみが伯爵らを襲おそった。

「くそっ!!　何事だ!?」

　外は夜だったようで、今や指先一つ見えない有様だ。伯爵が狼ろう狽ばいし、部下たちを怒ど鳴なりつける。視界を奪うばわれたのはこちらも同じだが、リリーシャに動どう揺ようは無い。契印のおかげで、ルクスとお互いの位置を把は握あくすることが出来るからだ。

「リリーシャ、無事か？　動けるか？」

「えぇ、無事よ。ただ、腕うでを後ろで縛られているの」

「よし、ここだな。動くなよ」

　ルクスの腕が、リリーシャの背中と腕を触さわる。ブツリと小さな音と共に、両腕が自由になった。暗闇の中、器用にルクスが縄を切ってくれたようだ。

　リリーシャが強こわ張ばった腕を動かしていると、部屋が赤く照らしだされる。

　燭台に火を戻もどすことに成功した伯爵が、敵意も露あらわに睨み付けてきた。

「きさまっ!!　何故ここにいる!?　尾び行こうなどされていなかったはずだぞ!?」

「つまらない質問だな。そんなこともわからないのか？」

「なんだとっ!?」

　ルクスは伯爵を嘲あざ笑わらうと、リリーシャの手を取って立ち上がらせ抱だき寄せた。

「運命で結ばれた恋人の居場所くらい、男なら誰だれだってわかるものだろう？」

「ルクスっ……」

　甘い声と共に力強く抱きしめられ、鼓こ動どうが跳はね上がる。

　契約のおかげで居場所がわかりました、と言うわけにいかないのはわかる。誤魔化しのためのセリフでも、密着した体勢ではいささか心臓に悪かった。

「ならば恋人もろとも、二人そろって死ぬがいいっ!!」

　伯爵の号令と共に、武器を手にした男たちが殴なぐり掛かかってくる。

「俺から離れるなよ!!」

　ルクスは一声叫さけびリリーシャをきつく抱いだくと、右手に長ちよう剣けんを構えた。

　片かた腕うでで男たちをいなしつつ呪じゆ文もんの詠えい唱しようを紡つむぎ、魔術の刃で反はん撃げきを与あたえていく。

　ルクスはリリーシャという重荷をものともせず、着実に男達を仕留めていった。

「さて、残っているのはおまえだけだが、どうする？」

　もはや伯爵は逃にげ出しており、立っているのはテオだけだ。

　暗い表情のテオが顔をあげ、懐ふところから小刀を抜ぬき放ち切りかかってきた。

「がっ!!」

　ルクスの剣で峰みね打うちにされ、テオの体が頽くずおれる。

　なおも立ち上がろうともがくテオの手から、ルクスが小刀を蹴けり飛ばした。

「まさかおまえが、伯爵側についていたとはな」

　テオを見下ろすルクスの声は、苦々しい響ひびきに満ちていた。

「おおかた、主あるじの安全を盾たてに脅されていたのだろう？」

「えぇ。そのために、あなたには死んでもらわないといけなかった」

「見上げた忠義心だが、一人よがりだな。主と離され、弱体化した契けい約やく獣じゆうでしかないおまえが、この俺を殺せるとでも─────」

「やめて、ルクス。それよりも今は、早く伯爵達を追いましょう」

　魂たましいが抜けたようなテオを見ていられず、ルクスの言葉を遮さえぎる。

　リリーシャはテオに視線を合わせると、落ち着かせるように語り掛けた。

「ねぇテオ、あなた、伯はく爵しやく達の別の根城を知っているのでしょう？　そこに主が監かん禁きんされているなら必ず助け出して見せるから、場所を教えてくれないかしら？」

「嫌いやです。僕が漏もらしたとわかったら、すぐに主様は殺されてしまいます。僕は以前、ルクス殿下の暗殺に失敗しています。そのせいで、次は無いと言われています」

「俺の暗殺に失敗？」

　テオの告白に、ルクスが眉まゆ根ねを寄せた。

「この前街中で襲われはしたが、おまえの姿は無かったはずだぞ？　俺に他ほかの心当たりはないし、何か勘かん違ちがいしているんじゃないか？」

「殿下こそ、何を言っているんですか？　二カ月ほど前、主様の屋や敷しきにいらした時、僕が出した紅茶を飲みましたよね？」

「あぁ。とても旨うまい紅茶だったと印象に残っているぞ」

　ルクスが記き憶おくを反はん芻すうしつつ言うと、テオが暗い目をした。

「どうして褒ほめるんですか？　あれは─────毒入りの紅茶だったんですよ？」

「毒っ!?」

「ちょっとテオ、どういうことっ!?」

「あの当時から、伯爵は事件を嗅かぎまわる殿下をうとましがっていました。かといって、腕の立つ殿でん下かを力ずくで殺すのは難しい。そこで僕に役目が回ってきたんですよ。殿下を毒殺し、王族殺しの汚お名めいを僕一人が被かぶるなら、主様の命は助けてやるといわれました」

　テオは懺ざん悔げすると、大きく息を吐はき出した。

「でも僕は失敗してしまった。確かに殿下に毒を飲ませたはずなのに、少し目を離したすきに、殿下の姿は消え失うせてしまっていた」

　────紅茶を飲み、姿を消したルクス。

『あの日、おまえに召しよう喚かんされた時、ちょうどテオの主の家を訪おとずれていたんだ。紅茶を振ふる舞まわれて一服していたはずが、気付いたら森の中にいた』

　かつてルクスが語った言葉が蘇よみがえる。思わぬ一いつ致ちに、リリーシャは悪お寒かんで身を震ふるわせた。

「噓うそよっ!!　じゃあどうして、ルクスは今も生きているのよ!?」

「今いま更さら僕が噓をつくと思いますか？」

「それは………。でも、どうして？」

「僕の方こそ、何があったのか教えて欲しいですよ。僕はてっきり、殿下は毒殺計画に気づいていて、解毒剤ざいを用意していたと思ったんです。なのに殿下は、その後も僕の罪を糾きゆう弾だんすることも無くリリーこいシャびとにかかりきりになっていて、もうわけがわからなかったですよ」

　テオは疲つかれ果てたため息をつくと、ルクスへと視線を向けた。

「教えてください。殿下は一体、どうやって僕の毒殺から逃のがれたんですか？」

「俺は………」

　先ほどから黙だまり込んでいたルクスが、掠かすれた声を落とした。

　ルクスの腕うで越ごしに、細かな震えを感じる。リリーシャは身をよじってルクスの腕から逃れると、振ふり返ってその顔を見た。紫むらさきの瞳ひとみが限界まで見開かれ、顔色はまるで紙のように白い。

「そうだ、思い出した。紅茶を飲んで、しばらくしたら胸が痛く、息が苦しくなって、眠ねむくなって、それで、それで、俺は─────」

　ルクスは壁にもたれかかり、ズルズルと座り込んでしまった。

　声をかけ揺ゆすぶっても反応がなく、虚こ空くうを見み据すえて放心している。そうしてルクスに気を取られていると、視界の端はしに、小刀を拾い上げるテオの姿が映った。

「危ないっ!!」

　咄とつ嗟さにルクスの体を突つき飛ばすと、肩かたに鋭い熱が走る。

　熱はすぐさま痛みへと変化し、赤い鮮せん血けつが宙へと飛び散った。

「リリーシャっ!?」

　叫ぶルクスの声に、理性の色が戻る。

　ルクスは再び襲い掛かってきたテオを手刀で気絶させると、リリーシャの体をかき抱いだいた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「痛いけど、腕は動くから大丈夫。ただ、足をひねっちゃったみたい」

　安心させるようにリリーシャが微笑ほほえむと、ルクスが泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「どうしておまえは────」

「よし、あいつらまだいたぞっ!!　袋ふくろ叩だたきにしろっ!!」

　騒そう々ぞうしい足音と金属の触ふれ合う音が、あけ放たれた扉とびらの向こうから響いてくる。

　逃げたと思っていた伯爵が、手下を引き連れ戻ってきたらしい。

「くそっ、とりあえず逃げるぞ!!」

　足を怪け我がしたリリーシャがいては不利だと悟さとったのか、ルクスが叫んだ。

　リリーシャはルクスに肩を支えられつつ、慌あわてて外へと飛び出したのだった。
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　どんなものにも、光があれば闇やみもある。

　燦さん然ぜんと煌きらめく王宮が光だとしたら、ここは間ま違ちがいなく王都の闇。

　老ろう朽きゆう化した家々が傾かたむいた壁かべを晒さらし、うらぶれた路上にすえた臭においが立ち込める。

　リリーシャが監禁されていた建物は、王都南方の貧民街、その中でもとりわけ治安の悪い一角にあったらしい。守護兵の巡じゆん回かいも無く、まともな人間の助けは期待できない。

　町のあちこちには、伯爵の手下のごろつき達の姿がある。ルクスもリリーシャを支えたまま歩き回るのは無む謀ぼうだと思ったのか、彼らに見つからないよう、うらぶれた廃はい屋おくへと身を隠かくした。

　ルクスが廃屋内から見つけてきた椅い子すに、リリーシャは丁てい重ちような手つきで座らされた。

　ひとまずの安全に息をつくと、傍かたわらに立つルクスの腕うでが震え、尋じん常じようでは無い様子に気付いた。

　リリーシャはしばらく迷った後、そっとルクスの掌てのひらに触れた。

「ルクス、さっき何に気付いたのか、良かったら話してくれない？」

　ルクスの震えを、その痛みを受け止めるよう、しっかりと手を握にぎる。

　リリーシャが辛しん抱ぼう強く待っていると、ルクスが掠れた声で呟つぶやいた。

「俺はどうやらあの日一度、毒入りの紅茶で死んだみたいだな」

「死んだ……………」

　予想していたうちの、最悪の事実を突きつけられ、リリーシャは声を震わせた。

「思い出したんだ。あの日、紅茶を飲んだ後苦しくなって、意識を失ったってことを。死んだ衝しよう撃げきのせいか記憶があやふやになっていたが、頭のどこかで覚えていたんだろうな。だからこそ、毒の入っていたのと同じ種類の紅茶を体が拒こばみ、受け付けなかった。体は正直ってことだ」

　ルクスは皮肉気に笑うと、リリーシャの手を振り払はらった。

「俺は死人だ。死人に手を摑つかまれるなど気持ち悪いだろう？　俺は向こうの部屋にいっているから、おまえは体を休めておけ」

　離はなれていこうとするルクスの掌を、リリーシャはしっかりと握りこんだ。

「気持ち悪くなんかないわ。ルクスの手は温かいし、ちゃんと会話だってできるもの」

「だが、俺は………」

　ルクスは、力なく頭を振ると黙り込んだ。

　今の彼を一人にはしたくないと、強くそう思う。

「お願い、手を繫つないでここにいて。私だって、こんな廃屋に一人にされたら怖こわいのよ」

「………ふん、それなら仕方ないな」

　ルクスが恐おそる恐る、リリーシャの手を握り返してきた。

　こんな時でさえ甘えるのが下手な彼が、少しだけおかしく、愛いとおしかった。

　互たがいの体温を分け合うように、じっと手を握り合う。

　ルクスはいくつか深呼吸すると、ため息のような声を出した。

「死んだはずの俺が今こうしていられるのは、きっとおまえのおかげだ」

「私の？」

「そうだ。おまえもずっと疑問に思っていただろう？　召しよう喚かん魔ま術じゆつとは、この世ならざる存在を呼び出す術。なのにどうして俺が呼び出されたのか、今ならわかった気がする」

「どういうこと？」

「俺は死者だったんだ。既すでに人間では無い、この世ならざる存在。だからこそ、おまえが召喚することが出来たんだろうな。この前瀕ひん死しの傷が治ったのも、俺が生きた人間ではなかったからこそ可能な芸当だったんだ」

　どこか突き放すような言葉と口調だったが、ルクスの掌は震えていた。

（いきなり実は死んでました、なんて知っても受け止められないものね……）

　自分だったらみっともなく泣き叫さけんで取り乱し、引きこもってしまったかもしれない。

　少しでもルクスの動どう揺ようを取り除きたくて、リリーシャは舌を動かした。

「大丈夫よ。今回のことを知っても、きっとフェリルの態度は変わらないわ」

「…………それはそれで、憂ゆう鬱うつでうっとうしいな」

「フェリルだけじゃないわ。私もだから、安心して。死者だって言われてすごく不安だと思うけど、話を聞くくらいは出来ると思うから………」

　励はげましの言葉が続かず、黙り込む。すると遠くの方から、小さく聞き覚えのある叫び声が聞こえてきた。伯はく爵しやくがこちらを探している声だ。

「どうしよう。ここにいてもその内見つかっちゃうわよね？」

「先ほど確かく認にんできただけでも、伯爵の手下は十人以上いたからな。足をくじいたおまえを守りながら、それだけの人数を敵に回すのは厳しい」

「じゃあ、私はここで隠れてるわ。その間に、ルクスが相手を倒たおして────」

「駄だ目めだっ!!」

「きゃっ!?」

　怒ど鳴なるようなルクスの声に、小さく悲鳴をあげてしまう。

「びっくりした。どうしてそんなに強く否定するの？」

「俺が外に出た後、一人になったおまえが襲おそわれるかもしれないんだぞ？」

「それは怖いけど、ここで二人して隠れててもどうにもならないと思うの。契けい印いんがうずくほど離れなければ、別行動だってできるでしょう？」

「あぁそうだ。だがもしそれでおまえが死んだら───俺はきっと、耐たえられない」

　懇こん願がんするような紫の瞳が、一心にリリーシャを見つめる。

　息を飲んだリリーシャは、ルクスの震ふるえが強くなったことに気付いた。ルクスも、震えを自覚したようだ。右みぎ腕うでをリリーシャの手から引き抜ぬくと、顔を覆おおって嘆たん息そくした。

「笑いたきゃ笑え。俺は臆おく病びようなんだ」

「ルクス…………」

「本当に怖いのは、自分が死んでいたことじゃ無い。俺に巻き込まれて、大切な何かが傷ついてしまうことなんだ」

　ルクスは顔をうつむけると、自身の震える腕を見た。

「この震えのほとんどは、さっき血を流したおまえを見たせいだ。目の前で誰だれかが傷つくくらいなら、俺自身が痛みを負った方が何百倍も気が楽だ」

「……だからルクスはこの前、私を伯爵の契けい約やく獣じゆうの攻こう撃げきから守ってくれたのね？」

「そうだ。今度こそ絶対に守りたいと、そう思ったんだ」

「今度こそ？」

「……俺には小さい頃ころ、可愛かわいがっていた犬形の契約獣がいて、どこに行くにも一いつ緒しよだった」

　懐かい古こに沈しずむルクスの瞳ひとみを、愛おしさと痛みがかすめた。

「だが、妾しよう腹ふくの王子である俺には敵が多くて、毎日のように嫌いやがらせをされていたんだ」

「酷ひどい。ルクスはまだ子供だったんでしょう？」

「王族とはそういうものだ。それに、嫌がらせされようが父上に無視されようが、あいつがいてくれたから、俺はそれで良かった────あの日、暗殺者に殺されかけるまでは」

「そんな、まさかその時に契約獣が…………？」

「あぁ、死んだんだ。動けない俺を庇かばって血まみれになって、あいつは死んでしまったんだ」

　ルクスは力を籠こめ、胸のあたりを摑んだ。

　痛みをこらえるようなその仕草に、リリーシャの胸まで締しめ付けられるようだった。

「もう二度と、あんな思いをするのはこりごりだと思った。だから身を守るため魔術を覚え、必死で剣けんのけいこをしたんだ」

「そうだったの………」

　ルクスのすさまじい剣さばきと魔術は、深い後こう悔かいによって鍛きたえられたものだったのだ。

　ルクスに才能があったのは間ま違ちがいない。だが決してそれだけではたどり着けない、血のにじむような努力があったはずだ。

　痛ましく思いルクスを見ると、ルクスはふっと自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべた。

「だが俺は、どれだけ強くなろうが安心できなかった。心は弱いままだったんだ。だからこそ─────契約獣なんて嫌きらいだと、そう言い放つことにしたんだ」

「つまりルクスは、本当は契約獣が嫌いなんじゃなくて……」

「嫌いじゃない、怖いんだ。親しい契約獣を作って、そいつが死んでしまうのが怖かったんだ」

　ルクスは白状すると、前まえ髪がみをつぶすようにして額を覆った。

「もっとも、俺が怖かったのは契約獣だけじゃない。俺は誰か特定の人間と、必要以上に親しくなるのも怖くなった。だから屋や敷しきの外では猫ねこを被かぶって、当たり障りのない、誰にでも優やさしく誰にも執しゆう着ちやくしない性格を演じることにしたんだ」

「…………それを、子供の頃からずっと？」

「あぁ。例外はフェリルくらいだった。……おまえが、俺のもとにやってくるまではな」

　せつなげな光が、ルクスの瞳に揺ゆれる。

（……誰にも頼たよれず、笑顔で王宮を渡わたり歩く。そんな生活、どれだけ寂さびしかったんだろう）

　ルクスの心はきっとどうしようも無く凍こごえ、愛し愛されることに飢うえていたのだろう────それこそ、見ず知らずの町まち娘むすめだったリリーシャに、うっかり情を移してしまう程ほどに。

「我ながら、呆あきれる程に臆病で情けない話だ。だがそれでも、おまえをここに残して、それでもし何かあったらと思うと、体の震えが止まらないんだ」

　溺おぼれる者がするように、ルクスが強くリリーシャの手を握にぎる。

　もろく傷ついたその瞳に見つめられ、リリーシャの体の芯しんが震えた。

（すごくわがままで不器用で………でも、優しい人なんだ）

　きっとその情の深さは、王族として生きるには足あし枷かせとなるものだ。王子としてふさわしくない弱さなのかもしれない────だが、だからこそ支えて力になりたい。彼が笑顔であれるよう、その心が曇くもらないよう力を尽つくしたい。強く強く、そう思った。

（こんな気持ち、初めてだわ………）

　リリーシャは戸と惑まどいつつも、あふれ出る感情に従うことにした。

　ルクスのためにも、まずはなんとかこの危機を脱だつしなければならない。

　一番成功率が高いのは、ルクスが単独行動し、伯爵達を仕留めること。しかしルクスの腕うではいまだ震えている。こんな状態で戦せん闘とうに臨のぞんでも、満足に力を発揮できないかもしれない。

（じゃあ、どうする？　ルクスに落ち着いてもらうにはどうすれば……）

　思い悩なやんで下を向いていると、胸むな元もとにある契印が目に入った。先ほど肩かたを切られた拍ひよう子しにドレスの合わせ目がほつれて布地がずり落ち、その分肌はだが露ろ出しゆつしていたようだ。

　見るとも無しに契印を見つめていると、ふと一つの考えに思い至る。

「ねぇ。ルクスが怖こわいのは、かつて契約獣を失ったように私が死んでしまうことよね？」

「あぁ、そうだ。俺に関かかわって不幸になったのは、なにも契約獣一体だけじゃない。かつて俺に仕えていた乳母うばも、大きな傷を負わされてしまっているんだ」

「その方や契約獣は、ルクスにとって友達や大切な存在であると同時に、自分の従者として守るべき存在だったのよね？　だからこそ、ルクスは強く責任を感じていたんでしょう？」

「仕えてくれるものに責任を持つのは、王族として当然のことだ」

「そう、やっぱりそういうことだったのね」

「おい、何を納なつ得とくしているんだ？」

「予想が当たって良かったと思ったの。だって─────」

　言葉の途と中ちゆうで、リリーシャはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　次の言葉を口にすれば、ルクスとの関係は、決定的に変わってしまうだろう。

　ルクスがリリーシャのことをうとみ、嫌ってしまう可能性もある。

（でも、それでも、ルクスをここでもう一度死なせるなんて、そんなの絶対に嫌）

　リリーシャは決意すると、ルクスを見つめ口を開いた。




「だって私は、ルクスの主なんだから」




　────紫水晶アメジストの瞳と若葉色の瞳が交わる。

　ルクスは驚おどろきに目をみはりつつも、すぐさま疑問の声をあげた。

「何を言っているんだ？　町娘であるおまえが、王子のこの俺の主？」

「身分なんて関係ないわ。私とルクスの間には契約があり、揃そろいの契印がある。この契約がある限り、私はルクスの主で、ルクスは私の従者よ」

「俺が、おまえの従者だと？」

「えぇ、そうよ。私はルクスの従者でも契約獣でも無く、ルクスの主よ。────だから決して、ルクスを置いて死んだりしないわ」

「おまえは……………」

　呆ぼう然ぜんとこちらを見るルクスの手を、ぎゅっと強く握る。

　自分は死なないと、そう信じて欲しくて信じてもらいたくて、じっとルクスを見つめる。

　ルクスはリリーシャの顔と手を見つめていたが、やがて小さく唇くちびるを開いた。

「どうして、泣きだしそうな顔をしているんだ」

「私はルクスの主よ。泣いてなんか……………」

　声が震えてしまい、唇を嚙かむ。

（弱いところを見せちゃ駄目。ルクスの主として、強くいなきゃいけないのに）

　なのに満足に主としての演技も果たせず、ルクスに心配されてしまっている。

　思わずうつむきかけると、頭の上に掌てのひらの感かん触しよくがのった。

「そんな必死な顔をされては、どちらが主かわかったものではないな」

　柔やわらかくルクスは言うと、リリーシャの頰ほおをつかみぐいと柔らかく引き伸のばした。

「わ、ちょっ、何するのよ!?」

「こうすれば、涙なみだも引っ込むだろう？」

「確かにそうだけどっ!!」

「主が表情を曇らせているんだ。ならばそれを癒いやしてやるのが、従者である俺の役割だろう？」

「本当？　私を、主として認めてくれるの？」

　ルクスを見上げ、問いかける。

　すると頰から手を放したルクスが、澄すんだ眼まな差ざしで答えを返した。

「おまえは俺の主だ。俺は、おまえの剣であり盾たてになりたい」

　ルクスは力を込めて言うと、一転してからかうような笑みを見せた。

「それに、あんな泣きそうな顔をされては仕方がないだろう？　せっかく俺が仕えてやるんだ。おまえはもう二度と情けない表情は見せるなよ」

「…………ありがとう」

　励はげましに応こたえようと、リリーシャは気き丈じように微笑ほほえんだ。

　ルクスと互たがいに見つめあっていると、左胸の契けい印いんが熱を帯びるのを感じた。

　主従の関係を認め合い、その結びつきが強まったからだろうか。契印から発生した熱が心地ここちよく全身を満たし、未知の感覚をもたらした。

「これが契約相手と魂たましいを結びあうということ？」

「あぁ。俺の中におまえとの魔ま力りよくの繫つながりを感じる。そちらはどうだ？」

　自身の内部に注意を傾かたむける。すると膨ぼう大だいな情報の洪こう水ずいが、頭の中に流れ込んできた。

　天てん井じようの高い豪ごう奢しやな部屋、帝てい王おう学の記された書しよ籍せき、冷ややかな眼差しの金きん髪ぱつの男性、にこにこと笑うフェリル、嬉うれしそうに尾おを振ふる犬形の契けい約やく獣じゆう──────

　意識を押し流すような奔ほん流りゆうに、たまらずよろめく。

　ルクスの手を振り払はらって頭を押さえると、リリーシャの内部に静せい寂じやくが戻もどってきた。

「今のはいったい？」

　頭に手を置いたまま呟つぶやくと、同じものを見ていたらしいルクスが推測を述べた。

「おまえに俺の記き憶おくが流れ込む感触があった。契約を結ぶと感情や能力を共有できるはずだから、これがその一いつ端たんなんだろうな」

「勝手に記憶を盗ぬすみ見して、ごめんなさい」

「気にするな。直接触ふれ合っていなければ起きない現象のようだから、問題ないだろう」

　ルクスは言うと、額に指をあて目を瞑つむった。

「それに一つ、試ためしてみたいことがある。俺の手を握ってくれ」

「また記憶を見ちゃうかもしれないけど、いいの？」

「むしろそれが目的だ」

「そうなの？　じゃあ握るわね」

　恐おそる恐るルクスの手に触れると、たちまち膨大な情報が流れ込んでくる。

　魔ま術じゆつ陣じんの構築理論、炎ほのおを生み出す呪じゆ文もん詠えい唱しよう、総身で魔力を練り上げるその感覚────

「これ全部、魔術に関する知識？　それにこの感覚、まるで私が一人前の魔術師になったみたいで不思議だわ」

「よし、成功だ。やはり、こちらが強く思い浮うかべた知識や感覚が伝わりやすいようだな」

「すごい、そんなことも出来るのね」

「おまえだって出来るはずだ。おまえは主なんだから、その気になれば自由に俺の記憶を知ることが可能のはず。それこそ、俺が絶対に知られたくない恥はずかしい思い出でもな」

「や、やらないわよそんなことっ!!」

　ルクスの手を振りほどき、慌あわてて否定する。そんなリリーシャの様子を見つつ、ルクスは何やら呟いている。しばらくするとその瞳ひとみに、強い意志と知性の光が宿った。

「これなら、いけるかもしれない。伯はく爵しやくを完かん璧ぺきに押さえ込むことができるかもしれない」

「何かいい案でも思いついたの？」

「綱つな渡わたりだがな」

「私も出来る限り協力するわ」

「ありがたいが、その前に教えてくれ。おまえはテオのことをどう思っている？　あいつに殺されかけた今でも、あいつを助けたいと思えるか？」

「もちろんよ。ルクスの考えた作戦なら、テオのことも助けることが出来るの？」

「あぁ。だがこの策はおまえに危険な役割をさせることになる」

　ルクスは僅わずかに腕うでを震ふるわせながら、しかしはっきりと言葉を続けた。

「本音を言えば、やはり怖い。けれど、それ以上に上手うまい作戦を、今の俺では考えることができない。おまえが傷つかないよう全力を尽つくすが、どちらにせよおまえに負担を強しいることになる。それでもいいか？」

「えぇ、やるわ。ルクスの考えてくれた作戦なんだもの。主として恥ずかしくないよう、立派にやりとげてみせるわ」

　決意と信しん頼らいをこめ言い切ると、ルクスが眩まぶしいものを見るように目を細めた。

「おまえは優やさしいな。ずっと囮おとりとして騙だましていたのに、もう信用してくれているのか？」

「ルクスにも事情はあったし、私を傷つけるつもりは無かったんでしょう？」

「あぁ。言い訳になるが、囮として利用するからこそ、おまえに直接害が及およばないよう守るつもりだった。なのに怖こわい思いをさせてしまって、本当にすまなかったな」

　ルクスは頭を下げると、真しん摯しな声で決意を新たにした。

「だから今度こそ、絶対におまえを守ると誓ちかう。そのために俺の力を振るうのを、どうか許してほしいんだ」

　切なくも熱を帯びたルクスの誓いに、心臓が早はや鐘がねを打つ。

　わけもなく赤くなった顔を誤魔化すように、リリーシャは早口でまくしたてた。

「ゆ、許すもなにも、ルクスは私の従者なんだから何も問題ないわ。せっかくルクスが作戦を考えてくれたんだから、早く打ち合わせをしましょう!!」




[image: ]




　打ち合わせの結果、リリーシャ達は伯爵に取り引きを持ち掛かけることにした。

『伯爵一味の犯罪の証しよう拠こは、ルクスの屋や敷しきに保管してある。もしルクス達が戻らなければ、それをばら撒まく手はずを整えてある。それが嫌いやなら、一時間後に五番街の広場に来るように』という文章で始まる手紙を、隠かくれていた廃はい屋おくに置いておく。

　その後廃屋を去る際に、ルクスの魔術で光と音を発生させ、伯爵達が気づくよう仕向ける。

　リリーシャはルクスに支えられ廃屋から距きよ離りを取りつつ、手紙が読まれることを祈いのったのだった。
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　夜明け前は、一日で一番闇やみが濃こくなる時間帯だ。

　深く暗闇に沈しずんだ広場に、立て続けに丸い炎が灯ともる。

　ルクスの魔術によって生み出された火の玉が上空へ昇のぼり、周囲一帯に明かりを振りまく。

　炎に照らされ、濃い影かげを従えたリリーシャ達が待っていると、大勢の人間の足音が聞こえた。




（約束通り、ちゃんと伯爵本人も来てくれたみたいね）

　広場の反対側の路地から、伯爵と手下たちが現れた。

　伯爵の傍かたわらには、先日の巨鳥とは違ちがった黒い山犬のような契約獣が控ひかえている。

　手下たちの人数は、ざっと十数人といったところ。その中には硬かたい表情のテオもいる。強こわ張ばったテオの視線の先を見ると、両りよう腕うでを縛しばられ猿さるぐつわを嚙かまされた青年の姿があった。

（あの人がたぶん、誘ゆう拐かいされていたテオの主、クリストフォルさんね）

　クリストフォルの脇わきには、抜ぬき身の剣けんを携たずさえた手下が脅おどすように陣じん取どっている。

（ルクスの予想が当たったみたいね。伯爵は先日の襲しゆう撃げきの失敗と、さっきのルクスとの戦せん闘とうでたくさんの手下を失い、護衛が心もとないはず。だからこそテオを使うことにした）

　テオは高位の契約獣では無いが、それでも契約獣だ。そこらのごろつきよりは強い。

（伯爵は今度はテオの主を連れてきた。主が剣を突つきつけられている限り、テオは全力で伯爵を守るしかない）

　卑ひ劣れつなやり口に腹が立つ。しかしそのおかげで、テオの主の居場所を把は握あくすることが出来た。リリーシャが状じよう況きようを分ぶん析せきしていると、伯爵の咳せき払ばらいが響ひびいた。

「そちらの要求通り、わし自ら来てやったんだ。早く取り引きを始めるぞ」

　伯爵は苛いら立だたし気に言うと、手下の一人へと目顔で指示を出した。

　手下の男は懐ふところから太い荒あら縄なわを取り出すと、肩かたをいからせリリーシャ達へと近づいてくる。

　リリーシャは間近に迫せまった男を観察しながら、その前に両腕を差し出した。

　───先ほどの手紙で、リリーシャは伯爵達の下もとに行くと約束していた。

（ルクスは伯爵の罪をあばく準備を完かん了りようしているけど、今は伯爵達に追い詰つめられている。逆に伯爵はルクスを殺すことは出来ても、悪行の証拠を握にぎりつぶすことは出来ない）

　このまま敵対していても、どちらにとっても最悪の結末が待っているだけ。

　そこでルクスは伯爵の罪を見み逃のがすから、自分の安全を保障してくれと伝えた。

　もちろん、ただの口約束では伯爵は信用してくれないだろう。だからこそルクスは、リリーシャを人ひと質じちとして差し出すことを申し出たのだ。

（私が人質になっている限り、ルクスが王宮に戻もどっても、証拠を暴ばく露ろすることはできない────伯爵はきっと、そう考えて取り引きに乗ったはず）

　何重にも手首に縄なわが巻き付けられ、縛いましめられていく。

　縛り具合を確かく認にんした男は、リリーシャが武器を隠し持っていないか調べるため、ドレスの裾すそへと手を伸のばした。

「いや、やめてっ、触さわらないで…………」

　弱弱しい声を出し、リリーシャは身をよじった。

　そのままその場に座り込み、全身を細かく震わせ始める。

「おいおまえ何をしている、さっさと立ってあちらに行くぞ」

「あなたに肌はだを触られるくらいなら、人質になんてならないわ」

「何を甘ったれたことを言っているんだ？　おまえ、自分の立場をわかっているのか？」

「わかっているわ。けど、私はただの小こ娘むすめよ？　腕を縛られて、それで何ができるっていうの？　武器を隠し持ってたとしても、使うことすら出来ないじゃない」

　涙なみだ目めになって男を見上げる。

　座り込んだまま怯おびえたフリをしていると、伯爵の声が聞こえた。

「しょうがない。身体検査などしなくていいから、さっさとこちらに連れてこい。手早く取り引きを終わらせる方が先決だ」

　伯はく爵しやくの口調には、勝利者の余よ裕ゆうとでもいうべきものが滲にじんでいた。

　リリーシャをこの場から連れ去れば、あとはその身み柄がらを好き放題できるのだ。ルクスに更さらなる脅しをかけ、裏から操あやつることだってできる。

　そのことを当然リリーシャ達も理解していたが、あえて騙されてやることにする。

「よし、聞いていたな。伯爵さまがあぁ言ってくれているんだ。おまえも取り決め通り、さっさとこちらにこい」

　リリーシャの背後に男がたち、低いうなり声をあげ威い圧あつしてきた。

　追い立てられるように立ち上がり歩き出すと、捻ねん挫ざした右足が痛みを発する。叫さけびたくなるがぐっとこらえ、弱みを見せないようにした。内心を見せないよう表情を保つのは、令れい嬢じよう修しゆ業ぎようの基本だ。

（まさかこんな時に役立つことになるなんて、少し皮肉ね）

　リリーシャはゆっくりと歩みを進め、伯爵達の下へとたどり着いた。

　周囲を屈くつ強きような伯爵の手下たちに囲まれ、身動きが取れなくなる。それを伯爵達が確認し、警けい戒かい心しんがわずかに緩ゆるむ、その隙すきを、ルクスは決して逃のがさなかった。

「駆かけよ火花　赤く赤く　天駆ける星　弦げんは絞しぼられ──────」

　唐とう突とつに始まる、切れ間ない詠えい唱しようの声。

　呪じゆ文もんを聞いた伯爵が、信じられないと言った表情で叫んだ。

「極大の攻こう撃げき魔ま術じゆつ!?　そんなものを使えば、この娘ごと吹ふき飛ぶぞ!?」

「きゃっ!?」

　見せつけるように、伯爵がリリーシャの体を摑つかみ引き寄せた。

　しかしルクスは伯爵を冷ややかに見るだけ。詠唱を止めることは無い。

　人質の無意味さを知った伯爵は、悪態をつき舌打ちをした。

「おのれっ、この小娘はこちらを油断させるための囮おとりだったか!!　止めろっ!!　早くあの王子を殺さないと、丸焼きにされてしまうぞ!!」

　伯爵の叫びに、手下たちがルクスへと殺意を向けた。

　剣や槍やり、それぞれの得え物ものを手に取り斬きりかかるも、ルクスは長剣で攻撃を捌さばきつつ、次々と呪文を読み上げていった。

（よし、今よっ!!）

　今や伯爵の周りに陣取る手下は僅わずか。リリーシャに注意を払はらっている人間もいない。

　伯爵から身をよじり、走り出す。右足の激痛によろめきながらも、テオの主あるじの青年へと向かう。青年の横についていた手下がそれに気づき、リリーシャへと剣を振ふり上げた。

「止まれ!!　これ以上近づくと切るぞ!?」

「ニノっ、お願い!!」

「うおっ!?」

　手下の顔面へと、ドレスから飛び出したニノが飛びかかる。

　リリーシャが誘拐され気絶していた間も、ニノはずっと隠しポケツトの中で息を潜ひそめていた。

　ニノが男の顔へと爪つめをたて、小さな牙きばでかじりついている。

　その隙に、勢いよく青年へぶつかり突き飛ばす。青年と二人路上を転がり、手下の剣の間合いから逃れさった。

「テオっ!!　お願い!!」

「────はいっ!!」

　ずっとこちらを─────主の姿を観察していたテオが、すぐさま応いらえを返す。

　テオが掌てのひらを地面につける。光と共に緑の蔓つるが伸びあがり、男を剣ごと拘こう束そくした。

「主様っ!!」

　駆け寄ってきたテオが、ひしと主の体を抱だきしめ、縄と猿ぐつわを解ほどいていく。

（良かった。これでテオはこちらの味方ね）

　一安心だが、今は安あん堵どに浸ひたっている暇ひまは無い。

　耳に突き刺ささる、怒ど号ごうと剣けん戟げきの音。

　ルクスは巨大攻撃魔術の詠唱を止やめ、伯爵の手下たちと斬りあっていた。

「くそ!!　先ほどの詠唱こそが囮だったか!?　小娘を見捨てるつもりなど無かったのだな!!」

　憤ふん怒ぬに顔を歪ゆがめた伯爵が、護衛として侍はべっていた山犬形の契けい約やく獣じゆうに叫んだ。

「その娘を捕とらえなおせっ!!」

「主様達には、指一本触らせませんっ!!」

　テオが叫ぶと、その足元から何本もの蔓草が生まれ、山犬へと殺さつ到とうした。

　山犬は大きく地を蹴けって蔓草を飛び越こえると、勢いのままにテオへと飛びかかった。

「くっ!!」

　蔓を操ったテオが必死に応戦するが、元々戦せん闘とうは得意ではないのだろう。

　山犬は爪と牙、そして小さな鬼おに火びを生み出し使し役えきし、着実にテオを追いつめていく。

　痛ましいテオの姿に、主の青年、クリストフォルが立ち上がり飛び出そうとする。

　慌あわててその服を摑むも、バランスを崩くずす。二人して路上へと倒たおれ込んだ。

「駄だ目め!!　あなたが行っても、テオが困るだけよ!!」

「ですが、それではテオがっ!!」

「私にまかせて!!」

　リリーシャは宣言すると、自身の体の中へと意識を向けた。

（思い出して。全身を巡めぐる魔力と、それを操るルクスのやり方を）

　先ほどルクスから流れ込んできたのは、彼の知識や記き憶おくだけではない。

　魔術を発動するための呪文の唱え方、魔力を扱あつかう感覚。

　元々、契約獣の主である魔術師は、契約相手の能力の一部を共有することができるものだ。

　今回リリーシャが共有し再現するのは、天才と謳うたわれたルクスの魔術詠えい唱しよう。

　ルクスから伝えられた感覚を元に魔力を練り上げ、呪文を唇くちびるへとのせる。

「見えざる腕うで　雲をはらう指先　無色の刃やいばたる吐と息いきを　我に与あたえ吹きよせよ!!」

　体外へと魔力が抜ぬけ出す感覚と共に、強い風が吹き始める。

（やった、出来たわ!!）

　初めての魔術の行使に、体内を高こう揚よう感かんが駆け巡る。

　生じた突とつ風ぷうは山犬を打ちすえると、大きくその体を吹き飛ばした。

「今よテオ、こっちに来て!!」

「はい!!」

　返事と共にテオが隣となりへとやってくる。

　リリーシャは息を吸うと、次なる詠唱を始めた。

「そそり立ち　直立し　壁かべとなるかりそめ　打ち砕くだく平面　盾たてをここに!!」

　結びの言葉と同時、リリーシャ達を取り囲むように、岩でできた壁が顕けん現げんする。

　岩がん壁ぺきは見上げるほどに高く、城壁のごとく分厚かった。

「くそっ、どういうことだ!?　小こ娘むすめは魔術など使えないは────ひっ!!」

　壁の向こう側から、ひきつった伯爵の声が響ひびく。

　リリーシャが耳をそばだてていると、岩壁が上部から崩れ、光となって消え去っていく。
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　この魔術は堅けん牢ろうな岩壁を生み出す代わりに、持続時間は短いようだった。

　もう一度岩壁を作るため唇を開く。詠唱を始めようとすると、崩れ去る壁の向こう側の光景が見えた。

「おまえの負けだ、ゲルトルード伯爵。潔いさぎよく降こう伏ふくしろ」

　ルクスが、伯爵の首元に剣けんを突きつけている。

　周囲一帯に、武器を構えた手下の姿は無い。みな地面に横たわり気絶するか、逃にげ出してしまったようだ。山犬も四し肢しを投げ出し仰あお向むけに倒れ込んでいる。

　ルクスの全身はあちこち汚よごれ服が破れていたが、大きな怪け我がは無いらしい。ほっとして、ルクス達のやりとりに目を凝こらす。伯爵が顔を真っ赤にし、ぶるぶると体を震ふるわせていた。

「この卑ひ劣れつ漢がっ!!　最初から、まともに取り引きするつもりなど無かったのだな!?」

「それはお互たがい様だろう？　ここで死ぬか罪を認め罰ばつを受けるか、おまえに選ばせてやる」

「わしを殺せば、どうなるかわかっているのか？」

「どうもならないさ。じきに証しよう拠こも揃そろい、おまえの罪は立証される。それにおまえは何度もリリーシャを傷つけようとしたんだ。見み逃のがせるわけないだろうが」

「ひっ」

　苛か烈れつなルクスの眼光に、伯爵がひきつれた悲鳴をあげる。

　伯爵はルクスから目をそらすと、こちらへと顔を向けた。

「くそっ!!　何故なぜこやつは、おまえのような平民に入れ込むのだ!?　おまえさえいなければ、全すべては上手うまくいっていたんだ!!　どんな手でこやつをたぶらかしたんだこのアバズ、がっ!!」

　首筋を剣の腹で打たれ、伯はく爵しやくが失神し倒れ込んだ。

　ルクスは凍いてつく瞳ひとみで伯爵を見下ろすと、リリーシャへ声をかけた。

「怪我は無いか？」

「足がまだ少し痛むけど、大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

「ならば俺が抱かかえてやる。じっとしていろよ」

「わっ!!」

　背中に腕をまわされ、一息に体を持ち上げられる。

　ルクスは壊こわれ物を扱うように、優やさしい手つきでリリーシャを抱き上げた。

（ま、まさかのお姫ひめさま抱っこ再び!?）

　前回のように投げられることはないだろうが、今は目の前にテオ達がいる。

　恥はずかしさに身もだえていると、ルクスがテオ達の方へと向き直った。

　テオはルクスの視線を感じると、その場で深く深く頭を下げた。

「僕はどんな処分でも受けます。言い訳もできません」

「頭をあげろ。おまえを罰するつもりは無い」

「リリーシャさまを誘ゆう拐かいし、殿でん下かを殺そうとしました」

「その罪は、リリーシャの命を救ったことで帳消しだ」

「僕が、リリーシャさまの命を？」

「何をとぼけている？　おまえはリリーシャを誘拐し屋や敷しきから運び出した時、ドレスの中にいたニノに気付いていたんだろう？」

「…………」

「いくらニノが静かにしていたとはいえ、服を改めれば一発で気がつくはずだ。ニノのことを隠したのが発覚すれば、おまえの立場は悪くなっていただろう。それでもニノのことを伯爵に告げなかったのは、リリーシャの身を案じ、最後の希望を残してやりたかったからじゃないか？」

「買い被かぶりですよ、殿下。あの時は慌ててリリーシャさまの身み柄がらを運んだんです。ニノの存在に気付いたのも、根城についてからのことでした。ニノを根城の外に出すことはできなかったですし、口くち封ふうじに殺されるだけだったでしょうから見逃しただけです」

「だが結果的に、ニノのおかげで伯爵達のふいをつき、打ち負かすことが出来た。おまえのおかげで、俺とリリーシャの命は救われたんだ」

「殿下………」

「今回だけは特別だ。見逃してやるからありがたく思えよ」

「はい、ありがとうございます」

　免めん罪ざいの言葉に、改めてテオが礼をする。その隣で、テオの主あるじである青年も頭を下げていた。青年は眼鏡のつるを押し上げると、どこか間の抜けた表情で口を開いた。

「詳くわしい事情はわかりませんが、テオの罪をお許しいただき、どうもありがとうございます」

「おまえから、旨うまい紅茶をとりあげるのは忍しのびないからな」

　ルクスは言うと、首を右へと回した。

「あちらにある道をずっと進めば、守護兵の詰つめ所にたどり着くはずだ。動けるようなら、ひとっ走り応おう援えんを呼んできてくれないか？」

「承知いたしました。殿下のお名前を出しても問題ありませんか？」

「構わない。そちらの方が話がはやいだろうからな。ただし、リリーシャのことやここで見たことについて詳しく口外することは許さん。約束できるな？」

「殿下の仰おおせのままに。よしテオ、いくぞ」

「はい」

　路地の暗がりへ、テオ達の背中が消えていった。

　ルクスに抱だきかかえられたまま取り残される。改めてその存在を意識し、顔が赤くなった。

「ねぇルクス、ここで待っているつもりなら、私をおろしてくれないかしら？」

「駄目だ。また足を痛めたらどうする」

「立つくらいは問題ないわ。それに私、重いでしょう？」

「そこのニノと同じくらいにはな」

「ちぃ？」

　僕のこと呼んだ？　と言うように、肩かたの上のニノが首を傾かしげる。

　可愛かわいらしい仕草にほっこりとしていると、ルクスが言葉を続けた。

「おまえは、こうやって俺に抱かれていて不快か？」

「それはその、嫌いやではないんだけど………」

「ならば、何も問題は無いだろう？」

　満足げな笑えみを浮うかべ、ルクスがそっと囁ささやく。

　その囁きがあんまりにも甘く優やさしいものだから、何も言えなくなってしまう。

　赤い顔を背けると、東の方の空が、うっすらと白んできたのに気がついた。

「綺き麗れい。夜があけたのね」

「あぁ、美しいな。今まで見た中で、一番美しい夜明けかもしれない」

　満ち足りた穏おだやかな様子で、ルクスがそっと目を細めた。

　リリーシャも、不思議とルクスと同じ感想だ。

　それを少しだけ嬉うれしく思いながら、あけゆく空をじっと二人で見守ったのだった。
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　昼下がりの陽光に、丸い緑の石がゆらゆらと影かげを落として揺ゆれた。

「結局、このペンダントについてくわしくは何もわからずじまいかぁ」

　リリーシャは、自室の窓辺にペンダントをかざし呟つぶやいた。

　伯爵達を捕とらえて五日目の今日、アルフが昏こん睡すいから回復し、ペンダントを返してくれたのだ。

　その時の会話を、リリーシャはぼんやりと反はん芻すうした。
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「リリーシャ、その足はどうしたんです？」

　アルフの寝しん室しつに入るなり、足の不調を指し摘てきされ、リリーシャはギクリとした。

　既すでに腫はれはほとんど治まり、歩行に支障は無い。だがさすがにいつも通りとはいかず、アルフの目は誤ご魔ま化かせなかったようだ。

　アルフは、寝台の上に体を横たえている。人形をとれる程度には回復したようだが、万ばん全ぜんとはいかず、体がだるいのだろう。リリーシャはアルフの寝台へと近づき、端はしに腰こしかけた。

「その足の怪け我がは、転んだものですか？　それとも、誰だれかに突つき飛ばされて？」

「この足の怪我も含ふくめて説明したいんだけど、いいかしら？」

「えぇ、もちろんです。リリーシャに怪我を負わせた犯人がわかれば、目覚めの頭をスッキリさせる、いい運動ができますからね」

「……………」

　アルフの言う『運動』がどのような内容であるかは、深く考えないでおく。

　リリーシャは頭の中の情報を整理しながら、ゆっくりと語り始めた。

「あのね、ルクスは後見人にあたる方から、ときおり表おもて沙ざ汰たに出来ない仕事を頼たのまれることがあったみたいなの。今回はどうやら、その任務に私も深く関かかわってしまったみたいで──」

　ところどころつまり、記き憶おくを補完しながらも、アルフにことのあらましを説明する。

　途と中ちゆう、リリーシャらが男達に襲おそわれたということを聞いて静かに怒いかり狂くるうアルフをなだめつつ、自身の体験に推測を交えて話を進めていった。

「………と、いうことで、無事に伯爵の身柄も確保できて、事件は解決したの。ルクス達が伯爵一味から調べ上げた情報のおかげで、誘拐されていた契けい約やく獣じゆうや魔術師を助け出すことも出来たそうよ」

　一通り語り終えて言葉を切ると、じっとアルフの顔色をうかがった。

　アルフは、ルクスとリリーシャの契約が強まったと話したあたりから、考え込むように沈ちん黙もくを続けている。アルフの考えが、秘密にしているであろうことが、リリーシャにはとても気になった。

「ねぇアルフ。アルフは私とルクスの契約について、何か知っているのよね？」

「……………」

「アルフが、私のためを思って黙だまっていてくれるのはわかるの。でも、何も知らないままじゃルクスに申し訳なくて、顔も合わせられないわ」

「どうして、そこであの王子の名前が出てくるんですか？」

　ルクスの名前を出したとたん、アルフの声が低くなった。

「ルクスを契約に巻き込み、主になったのは私よ。出来る限り、責任は果たしたいと思うわ」

「本当に、理由はそれだけですか？」

「それ以外に何かあるの？」

　ルクスと契約を結んだのは偶ぐう然ぜんだが、主として振ふる舞まうと決めたのはリリーシャだ。

　不思議に思って問い返すと、アルフは顎あごに手を当て呟き始めた。

「これは、気付いていないだけか？　リリーシャは鈍にぶいから……、いやでも、相手はあの性悪王子です。こちらの勘かん違ちがいという線も…………」

「どうしたのよアルフ？　何を言っているのか、私には全然わからないわ」

「わからなくていいですし、問題ないです」

　妙みようにキッパリと言い切ると、アルフは上衣の隠しポケツトを探さぐった。

「リリーシャ、こちらに来てください」

「ん、何？」

　言う通り近づくと、アルフが上半身を起こし、リリーシャの首へと腕うでを回した。

　うなじに触ふれるひんやりとした鎖くさりと、胸むな元もとで揺れる緑の石。

「やはりこのペンダントは、リリーシャが身に着けてこそふさわしいですね」

「ありがとう。やっぱり、これが無いとおちつかないわね」

「これは、亡なきナターシャ様の形見ですから……」

　アルフの声に切ない色が混ざり、沈黙した。

　そのまま何もしゃべる気配の無いアルフへと、核かく心しんに迫せまる問いかけを発する。

「私はお母さんから、この石を肌はだ身み離はなさず持っているよう言われたわ。お母さんはこの石の、そして私の契約能力の秘密について、何か知っていたんじゃない？」

「……確かにナターシャ様は、リリーシャの能力について、勘かんづいている節がありました」

　誤魔化すことはできないと観念したのか、アルフがゆっくりと話し始める。

　アルフの蒼あおい瞳ひとみが過去を彷徨さまよい、もういない人の面おも影かげを追っているのがわかった。

「ですが詳くわしいことについては、いくど聞いても私には教えてはくれませんでした。深く知ってしまえば、それだけ危険が降りかかると、そう諭さとされたんです」

「そんなに、私の能力は危ないものなの？」

「希少な才能には、厄やつ介かいごとがつきまとうものです。私が知ることができたのは、リリーシャには契約獣以外と契約を結べる能力があり、契約相手に巨きよ大だいな力を与あたえられる可能性がある、ということだけです」

「契約獣以外と契約を結ぶ力……」

「実際、リリーシャはあの王子と契約を交かわし、死の淵ふちからすくい上げました。そんなことが出来る人間は、この国中をひっくり返したっていませんよ」

　アルフはリリーシャのペンダントに腕を伸のばすと、先せん端たん部の石をつまんだ。

「この石を持っている間は、いくらかリリーシャの能力を抑おさえられると聞いています。あの王子を召しよう喚かんした時も、傷を癒いやした時も、この石を手放していたでしょう？」

「だからこそアルフは危険を冒おかしてまで、王宮にペンダントを届けに来てくれたのね？」

「そうです。もっとも、今いま更さらその石を身に着けたところで、あの王子との契約は解除できないようで残念ですが─────っ」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ふらつくアルフの肩を、慌あわててリリーシャは支えた。

　やはりまだ無理に力を使った反動が抜ぬけ切らず、疲つかれが残っているようだ。

　アルフにしっかり休養をとるよう念を押すと、リリーシャは部屋から退出したのだった。
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「お母さんは一体、何を知っていたんだろう…………」

　アルフとの会話を思い出したリリーシャは、物もの憂うげなため息をついた。

　契約の謎なぞに、ペンダントの正体、母親の思おも惑わく。

　そしてそもそも、何故なぜリリーシャがこんな特とく殊しゆな力を持っているのか。考えても考えても答えが見えず、霧きりの中に放ほうり込まれたような気分になる。

　生前の母親の言葉や振ふる舞まいを思い出し、何か手て掛がかりが無いかと考える。

　しかしどれだけ思い出を反芻しても懐なつかしさが溢あふれるだけで、記憶の中の母親は何も答えてはくれなかった。

「あーもうっ、やめやめ!!　こんなに悩なやむなんて、私らしくないわ」

　パンパンと、気持ちを切り替かえるようにして頰ほおを叩たたく。

　答えの出ない問題を考え込んでいても、暗くなってしまうだけだ。

　今できることをしようと、リリーシャは部屋の扉とびらに手をかけた。

（とりあえず今はルクスに会って、きちんと話をしないと）

　伯はく爵しやくを捕とらえた日以来、ルクスは連日応接間に客人を招き、後始末の打ち合わせに追われていた。この四日間でまともにルクスと話せたのは、片手の指が余るほど。激務の毎日のようだったが、今日の昼過ぎからは、誰も屋や敷しきを訪おとずれる予定は無かったはずだ。

　リリーシャは扉を開けると、ルクスのいそうな場所を思い描えがいたのだった。
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「あれ、ルクスの方から僕のところに来るなんて、珍めずらしいね」

　リリーシャがルクスを探し始めた少し後。

　ルクスの姿は、フェリルが昼ひる寝ね場所と決め込んでいるサンルームの入り口にあった。

　お気に入りの揺ゆり椅い子すに座ったフェリルへと、ルクスが厳しい表情で足を進める。

「どうしたんだいルクス？　ついに僕に、愛の告白にきてくれたのかい？」

「違ちがう。むしろその逆だ」

「逆？」

　とぼけた表情のフェリルに、ルクスは切りつけるように言葉を放った。

「おまえは何故、俺を裏切っていたんだ？」

「僕はルクスを愛しているし、味方だと思っているよ？」

「ほざけ。ならばどうしてテオに手を貸し、リリーシャの誘ゆう拐かいに協力した？」

「何を言ってるのかな？　リリーシャの誘拐計画を立てたのは、テオと伯爵達だよ？」

「首しゆ謀ぼう者しやが伯爵達であっても、あいつらだけで屋敷からリリーシャを連れ出すのは不可能だ。屋敷の警備体制をよく知った存在が、誘拐の手引きをしていたはずだ」

「それが僕？　何か証しよう拠こはあるのかい？」

「物証は無いが、問題は誘拐の件だけでは無い。リリーシャから聞いたんだ。そもそも、リリーシャがテオと出会った王宮の中庭は、おまえがリリーシャに紹しよう介かいした場所だと聞いている。それに伯爵は、リリーシャが平民であると知っていた。この王宮でリリーシャの正体を知っているのは俺とおまえくらいだった。おまえが伯爵に教えたんだろう？」

「………ふーん、なんだ。もうそこまで知られちゃったんだ」

　君にしては早かったねと、そう言ったフェリルの顔は、いつも通りの人を食ったような緩ゆるやかな笑いだ。ルクスはうっすらと寒気を感じながらも、淡たん々たんと詰きつ問もんと追つい及きゆうを続けた。

「いつからだ？　何故俺のことを裏切った？　おまえのせいでリリーシャが死にかけて、それで何も感じなかったのか？」

「答えてもいいけど、一つ訂てい正せいしてくれないかな？　僕はルクスを裏切ったんじゃない。僕の全すべては、ルクスを思っての行動だよ？」

「ふざけるのもいい加減にしろ」

「僕はいつだって真しん剣けんなんだけどなぁ。まぁいっか。まず一つ目。僕がテオに協力することにしたのは、君がリリーシャを王宮に連れてきた日のことだよ」

　フェリルは言葉を切ると、じっとルクスを見つめた。

「あの日君は、テオの主あるじの屋敷から、突とつ然ぜん姿を消しただろう？　それでテオは毒殺計画がバレたと思って、慌てて君の姿を探したんだ。テオは君の屋敷を見張るために、下手くそな待ち伏ぶせをしていてね。あんまりにも気になったから、つい声をかけてみたんだ」

「それでおまえは言葉巧たくみにテオの企たくらみを聞き出し、それに協力することにしたと」

「テオはすごく必死で、主の命を救おうと懸けん命めいだったからね。あれほどまでに一いち途ずに主を愛しているんだ。放っておいたらかわいそうだろう？」

「テオの主への思いは認めるが、それとは話は別だ。テオの望みは、俺の任務と敵対するものだったんだぞ？　おまえがあいつに協力すると言うことは、俺を陥おとしいれると言うことだ」

　ルクスは瞳に苛か烈れつな光を閃ひらめかせ、フェリルの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「おまえは、自分が何をしたのかわかっているのか？」

「でもリリーシャが攫さらわれたおかげで、テオの主を助けることが出来たろう？」

「…………」

　一いつ切さい悪びれる様子のないフェリルに、ルクスは深い脱だつ力りよく感と嫌けん悪お感に苛さいなまれ手を離はなした。

「……おまえは俺を裏切りリリーシャを傷つけ、それで何がしたかったんだ？」

「何度も言ってるけど、全部はルクスのためだよ？　伯爵がリリーシャを平民と侮あなどったおかげで、迂う闊かつな行動を誘さそい出すことが出来た。テオが動き回ってくれたおかげで、伯爵達の根城も判明したし、ほぼ完ぺきに近い形で、事件を解決することが出来ただろう？」

「それは結果論だ。おまえの目もく論ろ見みが外れたら、リリーシャが死んだかもしれないんだぞ？」

「うん、でもそうなったら、それはそれで仕方ないと思ったんだ」

「仕方ないだと…………？」

　ルクスの脳が理解を拒こばみ、思考を停止した。

「伯爵達に殺されるなら、君はそれまでの人間だったってこと。この陰いん謀ぼう渦うず巻まく王都を泳ぎ抜ける器量が無いなら、さっさと死んでしまった方が楽だろう？」

「…………」

「でも君は生き延び、事件を解決した。君は成長し、一回り大きくなったんだ。これでどっちに転んでも、君のためになるってわかっただろう？」

「…………つまりおまえの行動は、全て俺を鍛きたえるためだけのものだったのか？」

「そうだよ。君って魔ま術じゆつ師しとして物もの凄すごい才能を持ってるのに、どうしようもなく甘々だからね。君さ、テオの裏切りについて、最後の最後まで気づいていなかったんだろう？」

「っつ」

　図星を指さされ、ルクスは黙だまり込んだ。

　フェリルはルクスの反応を観察すると、にっこりと気の抜けた笑えみを浮うかべた。

「僕個人としては、そういう甘さは嫌きらいじゃないよ。でも魔術師として、王子としての君に、その甘さは命取りだ。だから僕は愛する君に憎にくまれようと、君のためを思って行動したのさ」

「愛する俺のため、だと………？」

　乾かわいた笑みで、ルクスは吐はき捨てるように言った。

　愛する誰だれかのため行動したいと思う。それは主を慕したうテオのように、リリーシャを守るアルフのように、契けい約やく獣じゆう達が抱いだく願いとして当然のものではあるのだが────

「おまえのそれは愛なんかじゃない!!　身勝手な理想を押し付けてるだけだ!!」

「いいや愛だよ。僕は君を───この国を更さらなる繁はん栄えいに導けるかもしれない君を、これ以上ないくらい愛しているんだよ？」

「黙れっ!!」

　吐き気を抑おさえ、ルクスは叫さけんだ。

　ここまでの嫌悪感と、底知れない恐きよう怖ふを感じたのは初めてだ。

　これ以上フェリルと話していては、こちらまでおかしくなってしまうかもしれない。

「この屋敷から出ていけ。おまえが伯爵達に加担した物証は無い以上、告発することはできないが、次は無いと思え。二度と俺の前に顔を見せるな」

「え～そんな～」

　ぼやいたフェリルだったが、ルクスの本気を感じとったらしく、緩かん慢まんな動作で立ち上がる。

　フェリルはサンルームの窓を開けると、正体の鳥の姿へと変化した。

「あ、そうだ。言い忘れてたけど、リリーシャが君を探していたよ」

「リリーシャが？」

「彼女も面おも白しろい子だよね。君の本性を知っても歩み寄ってくるなんて、すごく興味が────」

　風切り音と共に、フェリルの赤い羽根が舞まい散る。

　神速の抜ばつ剣けんで羽根の先を切り飛ばしたルクスが、燃え盛る目でフェリルを射い貫ぬいた。

「もし、またリリーシャを傷つけてみろ。今度こそ、本気でおまえを殺しに行くぞ？」

「あれ？　今まで散々切りつけてきたのは本気じゃなかったんだ。やっさしー」

　けらけらと笑うと、フェリルは真しん紅くの翼つばさを広げた。

　風を摑つかんで羽ばたき、高く屋敷の上空へと舞い上がる。

「ははっ、ルクスのあんな怖こわい顔、初めて見たな」

　機き嫌げんよく宙を旋せん回かいし、歓かん喜きの声で喉のどを震ふるわせる。

　真紅の巨鳥は歌うように囀さえずり、空中で喜びの舞まいを踊おどった。

「天才魔術師にして妾しよう腹ふくの王子に、死者を蘇そ生せいし従える平民の魔術師。おまけに、昔むかし馴な染じみの銀ぎん狼ろうまで姿を現したんだ。こんな楽しいのはきっと、あの人が玉座にいた時以来だ」

　フェリルが今までに主と認めたのは、ヴァルトシュタイン王国の初代国王だけだ。

　しかしもしかしたら、ルクスが二人目となってくれるかもしれない。

　ルクスは嫌いやがるだろうが、彼が玉座を望むことになれば、必ずフェリルの手をとるはずだ。

　そう遠くない未来に訪おとずれるかもしれないその時を思い、フェリルは────かつて至高の王に仕えた伝説の六騎英は、楽し気に嬉うれし気に、美しい翼をはばたかせたのだった。
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「ルクスったら、どこにいるのかしら………」

　美しく整えられた庭を見ながら、リリーシャはぽつりと呟つぶやいた。

　屋や敷しき中探し回ったが、結局ルクスの居場所はわからないままだ。

　ひょっとして避さけられているのかもと思うと、無理に探し出す気にもなれなかった。

　諦あきらめたリリーシャは、庭に出てニノを遊ばせることにした。

　生き生きとしたニノの姿を、ぼんやりと眺ながめる。ニノは木々の間を走り回っていたが、ふいに動きを止めた。大きな耳を傾かたむけ庭の入り口の方を見、勢いよく駆かけだす。ニノが一直線に向かった先に、リリーシャの探し人の姿があった。

「ルクス！」

「ここにいたのか、探したぞ」

　ルクスは芝しば生ふを踏ふみしめ、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

「あれ、ルクスも私のことを探してたの？」

「俺を探していると聞いたが、すれ違ちがいになっていたようだし来てやったんだ」

　ルクスは言葉と共に、頭の上にのったニノを軽く撫なでた。

　ニノはすっかりルクスに懐なつき、甘えるようになっている。じゃれつくニノに、ルクスがくすぐったそうに声をあげかまい始めた。

（かわいい………）

　愛らしいニノに、無む邪じや気きな笑みのルクス。ほほえましい光景に頰ほおを緩ゆるめると、それに気づいたルクスが恥はずかしそうに咳せきばらいをし、慌あわててニノを地面へと下ろした。

「それでおまえは、何で俺を探していたんだ？　俺たちの契約について、何か新しく判明したことでもあったのか？」

「ごめんなさい。アルフに聞いてみたけど、契約については謎なぞが増えただけだったわ……」

　リリーシャがアルフとの話を説明すると、ルクスはじっと顎あごに手をあて沈ちん黙もくした。

（やっぱりルクスも不安よね………）

　伯はく爵しやくの事件は解決したが、結局契約については何もわからないに等しかった。

「ねぇルクス、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん？　何がだ？」

「その、ルクスがもし契約や、自分が死んでいたことで悩なやんでるなら、私にも話してね？　何もできないかもしれないけど、でも──────」

「あぁ、その点についてなら問題ないから心配するな」

「へ？」

　拍ひよう子し抜ぬけし、間抜けな声をあげてしまう。

　ルクスは顎から手を離はなすと、こちらを見み据すえて話し始めた。

「俺はおまえを主あるじだと認めたんだ。今いま更さら後こう悔かいするわけもない」

「それは嬉うれしいけど、でも、ルクスに本当に悩みはないの？」

「そうだな、全く悩みが無いわけではないが………。おまえは、真冬に湖に落ちた人間が、氷のように冷たくなった状態から息を吹ふき返したという話を知っているか？」

「はい？」

「では、雷かみなりにうたれて心臓が止まっていた男が、しばらく後に鼓こ動どうを再開させたという話は？」

「それは知ってるけど、どうして今その話を？」

「…………俺もな、彼らと同じだと考えることにしたんだ」

　ルクスは言うと、そっとため息をつくように続けた。

「俺が一度死にかけたのは確かだが、その時本当に死んでいたのかどうか、真実は誰にもわからないことだろう？」

「ルクス…………」

「だから、おまえが俺を案ずることはない。おまえは瀕ひん死しの俺を救い、契約によって従者にしたんだ。ならばせいぜい、堂々と胸をはっていてもらわないと困る」

　断言したルクスの言葉は、ただの強がりかもしれない。自分の死の事実が怖くない人間はいないはず。ルクスはリリーシャを不安にさせないため、きっと言葉を選んでくれたのだろう。

「……えぇ、わかったわ。ルクスが死んでいないのなら、きっと契約を解除して、普ふ通つうの人間に戻もどることもできるはずだものね。ルクスの主として、私もそれまでは頑がん張ばらないと」

　答えつつ、リリーシャは少しだけ寂さびしさを感じた。

　王子であるルクスのためにも、いつまでもリリーシャと契約を結んだままにさせるわけにはいかない。二人は本来交わるはずもない人間で、リリーシャは王宮に場ば違ちがいだ。

（契約を解除したら、もうルクスと話すこともなくなるのよね……）

　身分の差をあらためて意識すると、リリーシャはルクスへともう一つの用件を切り出した。

「ねぇルクス、私、これからのことについて一つ相談したいことがあるの」

「何だ？　言ってみろ」

「ルクスの恋こい人びと役を、もうやめたいと思うの」

「なんだと？」

　ルクスの声が、不ふ機き嫌げんそうに低くなる。

　思いのほか剣けん吞のんな反応に戸と惑まどいつつも、リリーシャは言葉を続けた。

「契約がある限り、ルクスから離れられないのはわかっているわ。傍そばにいるために、侍じ女じよのふりでも何だってするから、どうか許してくれないかしら」

「…………そこまでして、俺の恋人役をやめたいのか？」

「わがままを言ってごめんなさい」

「理由を言え。俺の恋人として扱あつかわれるのが、耐たえられないほど嫌だったのか？」

「そんなことないわ!!」

　まさかそんな誤解をされるとは思わず、リリーシャは強く否定した。

「ルクスのことは好きだし、一いつ緒しよにいて楽しいし、でも、その、楽しいと感じるからこそ、恋人役を続けるのは駄だ目めというか………」

「どういうことだ？　俺といて不快でないなら、なんら問題はないだろう？」

　ルクスは相変わらず眉まゆ根ねを寄せていたが、いくぶん声が和やわらいでいる。

　答えを催さい促そくされ、リリーシャは諦めてその名前を口にした。

「…………クリスティーナさんよ」

「クリスティーナ？」

「彼女は、ルクスの大切な存在でしょう？　それなのに、私がルクスの恋人を名乗るのは申し訳ないし、胸がもやもやするの」

　クリスティーナと口にすると、心臓が締しめ付けられるような痛みがする。

　この痛みはきっと、彼女に対するリリーシャの罪悪感だ。

「クリスティーナさんもきっと、私のことを快く思ってないわ。だから早く、この偽にせの恋人関係を破は棄きしたいと思うの」

「ちょっと待て、おまえはクリスティーナのことを何だと思っているんだ？」

「何って、ルクスの秘密の恋人でしょう？　この前ニノを抱だいて寝ねていた時に、すごく切なそうに名前を呼んでいたじゃない」

　あの時のことを思い出し、胸の痛みが強くなる。

　顔をうつむけると、ルクスが納なつ得とくしたような声をだした。

「なるほど、そのせいでおまえは勘かん違ちがいしたんだな。────クリスティーナは、昔俺が可愛かわいがっていた犬形の契けい約やく獣じゆうにつけた名前だ」

「へっ？」

　目が点になる。

　驚おどろくリリーシャを前に、ルクスが小刻みに肩かたを揺ゆらし笑い始めた。

「くくっ、おまえはクリスティーナを恋人だと勘違いして、それで嫉しつ妬としていたのか」

「ち、違うわよ。嫉妬じゃないし、なんで笑いだすのよ!?」

「悪いな。つい安心して、気が緩んでしまったようだ」

　くつくつと笑い続けるルクスに、リリーシャはガックリとうなだれた。

（恥ずかしいっ!!　勝手に思い悩んで、完かん璧ぺきに私の思いちがいじゃない!!　誰だれか私を埋うめてっ!!）

　赤面した顔を見られないよう、両りよう腕うでで頭を抱かかえ込む。

　するとつむじの上にルクスの掌てのひらをのせられ、わしゃわしゃと撫でまわされた。

「いきなり何するのよ？」

「クリスティーナに嫉妬していたんだろう？　それならば、あいつにしていたように可愛がってやろうと思ってな」

「そんな愛情はいらないわよ!!」

　からかわれていたと知り、ルクスの手から頭を引き離す。

　ルクスは名残なごり惜おし気に自身の手を見て、ふっと小ばかにしたような笑みを浮うかべた。

「せっかく撫で心地ごこちが良かったのに、もったいないな」

「だからって勝手に撫でないでよ」

「俺が撫でたいんだから、思う存分撫でて愛めでさせろ」

「嫌いやよ!!　というか、私は一応ルクスの主よ？　どこの国に、気安く主の頭を撫でまわす人間がいるのよ!!」

　売り言葉に買い言葉と叫さけぶと、ルクスの瞳ひとみが面おも白しろげに細められた。

　どんな反はん撃げきがくるかと身構えていると、すっとルクスがしゃがみこんだ。

（今度はいったい、何をするつもりなのよ？）

　目の前に、黒くろ髪かみをうつむけ跪ひざまずいたルクスの姿がある。

　ルクスは片かた膝ひざを地面につけた体勢のまま、リリーシャの右手を手に取った。

　右手にルクスの顔が近づき───そっと唇くちびるが落とされた。

「なっ？」

　手の甲こうに触ふれる熱く柔やわらかな感かん触しよくに、リリーシャの思考が停止する。

　そのまま固まっていると、見上げてくるルクスの、真しん剣けんな紫むらさきの瞳と目が合った。

「俺、ルクシオン・ディ・ヴァルトシュタインは、主あるじであるリリーシャを守るため、この身を捧ささげると誓ちかいます───────なんてな」

「へ？」

　ルクスがしゃべるたび、唇が手の甲をかすめ、吐と息いきが肌はだをざわめかせる。

　くすぐったくて、恥はずかしくて、でも不快ではなくて。

　正体不明の衝しよう撃げきによろめくと、ルクスが艶つやめいた笑みを浮かべた。

「主として敬えと言うから、こちらもそれらしく、騎き士しの真似まね事ごとをして忠誠を誓ってみたんだが、お気に召めさなかったかな？　それとも、誓いの口づけが一度では足りないのか？」
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　言葉と共に、再び唇が触れる。

　右手から甘い痺しびれが広がるようで、リリーシャは慌あわてて手を引き抜ぬいた。

（し、心臓に悪いわねっ!!）

　悪ふざけだとわかってなお、胸の鼓こ動どうは走り続けたままだ。

　ルクスはそんなリリーシャの反応を楽しんでいたが、やがて表情を真剣なものへと変えた。

「今のは冗じよう談だんだが、俺がおまえを思う気持ち、守りたいと思う気持ちは本物だ」

　ルクスがあらためてリリーシャの手を取り、愛いとおしそうに握にぎりこんだ。

「おまえは俺の光だ。俺の命も、弱い心も、おまえがいたから救われたんだ」

「ルクス…………」

「何が有ろうとも、おまえを必ず守り抜く。だからおまえも、どうか俺のことを信じてくれ」

　情熱を秘ひめたルクスの瞳が、リリーシャを射い貫ぬくように見上げる。

　リリーシャにはまだ、その瞳と言葉に込められた想おもいの全すべては理解できなかったのだが────────確かにその瞬しゆん間かん、運命の歯車が時を進める音を、胸の鼓動に聞いたのだった。







　あとがき




　初めまして、秋あき月づきかなでと申します。

　このたびは「使い魔王子の主あるじさま」をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます!!

　本作は第十三回ビーンズ小説大賞を受賞した小説を改かい稿こうした作品です。編集様との打ち合わせなど初めての体験ばかりでしたが、なんとか形にすることができました。

　作中には魔ま術じゆつ師し、城、ドレス、身分違ちがいの恋こい、狼おおかみや鳥といった私の大好きな要素をちりばめてありますので、読者の皆みな様さまにも楽しんでいただけたら幸いです。

　この作品が書店に並ぶまでには、たくさんの方々のご助力があります。審しん査さ員の先生方に、校正様や印刷所、書店の方々。未熟な私を二に人にん三さん脚きやくで支えてくださった編集様には、どれほど感謝してもしきれません。イラストレーターの双ふた葉ば様も、お忙いそがしい中イラストを引き受けていただきありがたかったです。

　そして最後に、この本を読んでくださった皆様に心よりのお礼を。

　皆様の心に届く作品を書けるよう頑がん張ばりますので、またお会いできる日をお待ちしています。
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